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序

市道川辺町国分線は、国道 18号線の交通渋滞の解消及び千曲川左岸地域と上信越自動

車道上田菅平インターチェンジを結ぶ市街地環状道路の一部として位置付けられた重要な

道路です。また、上小地域の広域的高度医療ネッ トワークを構築する上で、その拠点であ

る国立長野病院へのアクセスを向上させることを目的とされています。さらに、本路線北

側の上田第一中学校への通学路、国分産業団地の整備 と沿線の有効な土地利用も期待され

ています。

上田市 。上田市教育委員会では、建設に先立ち平成 9年 と 11年に事業地に存在する国

分遺跡群の発掘調査を行いました。工事によつて失われてしまう貴重な資料を記録保存す

ることを目的としたものであります。

皆様も御存知のとお り、今回工事が施工されたこの地域には県下最大の文化遺産である

史跡信濃国分寺跡があります。本調査地はその 500m北方に所在 します。先に刊行された

『上田市誌歴史編 3』 では、本調査地区から検出された道路状遺構が信濃国分寺と深い関

連性がある可能性を指摘 し注目を浴びました。

史跡信濃国分寺跡は、公園として整備され多くの人々の憩いの場 となってお りますが、

今 日に至るには、地域住民の皆様 と歴史研究者をはじめとする多くの方々の文化財保護に

対する熱い思いと御尽力がありました。

ここに調査の成果として本書を刊行し、上田市の古代史研究の上で新たな手掛かりとな

る資料を提供できたと確信 してお ります。同時に、先輩方から教えられた文化財を大切に

する心を引き継いでいくことをあらためて誓い、後世に伝えてまいりたいと思いますぅ

最後となりましたが、現地調査から整理作業・報告書刊行に至るまで御理解 と御協力並

びに御指導をいただきました地域の皆様、調査に参加された皆様、先生方、関係諸機関に

心から敬意 と感謝を表する次第であります。

平成 14年 3月

上田市教育委員会教育長  我 妻 忠 夫



例 言

1 本書は、市趨 H辺町国分線建設工事に伴う長野県上田市国分遺跡群の発掘調査報告書である。

2 調査は、上田市 (上田市教育委員会生涯学習調 が実施した。

3 現地での調査は、平成 9年110月 23日 から 11月 28日 、平成 11年 5月 21日 から6月 30日 、同年 7月

26日 から9月 17日 に現地調査を実施した。整理作業・報告書作成作業は、平成 14年 3月 まで実施したら

4 遺構の実測は、塩崎幸夫、清水彰、饗場奈那江、石合好江、田村まり子が行った他、空中写真測量、図

イ監を株式会社写真測図研究所に委託して行った。また、遺構実浪Jの基準となる国家座標によるグジッドの

杭打ち、基準点等の設置も同社に委託して実施した。

5 遺物の整理及び報告書の作成作業は、清水、塩崎、久保田敦子の指示のもとに池田市郎、河切,治雄、

林正治、饗場、石合、田村、市村みつ子、井沢光子、上原祐子、大井敬子、田村雄二、山本万里、

丸田由紀子が行つた。

6 遺構の写真は、塩崎、清水が撮影した。使用器檄まペンタックス ESP10928、 キャノンEOS630で、フィ

ルムはモノクロームがコニカ・LV、 富士・ネ太′ミンプレス ト、リバーサルがコダック・エクタクローム D

V悧 、ヽネガカラーはコグック・スーパーカラーで、すべて ASA100である。フィルムの現像及びプ リントは

市内の写剣吉が行つ亀 航空写真は、 (株)写真測図研究所に委託して撮影した。

7 遺物の写真は、錫杖鋳型及び軒丸瓦瓦当面の一部を刀り|1忠博が撮影し、その他は久保田が撮影した。

8 石器石材の鑑定は、甲田三男先生にお願いした。

9 獣骨の同定は、関谷圭史先生にお願いした。

10 本調査にかかわる資料は上田市教育委員会が保管している。

11 本調査の体制は次のとおりである。

我妻忠夫

宮下明彦 (平成 10年 3月 剛

内藤政則 (平成 11年 4月 訥

川上元 (平成 12年 3月 剛

鰤   
「
瑛  (平成 12年 4月着D

岡田洋一 (平成10年 4月 30日退任)

糸WII修 (平成 10年 5月 1日 着任)

文化財係   平林裕蔵 (平成11年 4月 1日着任、平成 13年 3月 退任)、 中澤徳士、尾見智志

(平成 11年 3月 退任、平成 13年 4月 醐 、塩崎幸夫、久保田敦子、久保田浩

(平成 11年 3月 剛 、西沢和浩 (平成 11年 9月剛 、山寄敦子 (平成 10

年4月 1口 着任、平成 11年 3月 剛 、清水彰 (平成 12年 3月 退任)、 小笠原

正 (平成 13年 3月 剛 、古野明子 (平成 11年 3月 退任)、 望月貴弘 (平成 1

1年 3月 剛 、松野ひろみ (平成 11年 3月 退任)、 須齋千恵子 (平成 10年 4

月 1日 着任、平成 12年 3月 剛

12 調査に参加・協力していただいた方々 0贋不同。敬称略)

池田市郎、井部定雄、内山重利、金澤修治郎、甲田互夫、河V,治雄、田中正美、塚田彦‐、

教育長

教育次長

文化課長

雛 瑠 離

文化財係長



名川真由美、林正治、東山唯夫、東山恒子、保屋野友延、村田宜子、横沢生枝、横沢昇、

柳沢栄治、甘利昌明、山崎玄太、吉池敦子、饗場奈那江、石合好江、田村まり子、市村みつ子、

井沢光子、上原祐子、大井敬子、田村雄二、山本万里、九田由紀子

13 調査にあたり多くの方々や諸機関の御指導と御協力をいただい亀 心より庭馘け る次第である。

地元の皆様、木下良先生、原 田一敏先生、山岸猪久馬先生、祠 |1隆之先生、原明芳先生、

長野県上田染谷丘高等学校同窓会様、 (財)長野県埋蔵文化財センター様

凡 例

遺 構

1 遺構は、次のように略号で表した。番号は任意である。

溝 (SD― ) ピット (P― ) 土墳 (SK― ) 掘立柱建物跡 (ST―  )

2 遺構の実狽J図については、次のとおりである。

(1) 国家座標の北を頁の上とした。例外の場合は、方位を示し危

(2) 原図 1/20、 縮小 1/3と したが、溝については縮尺 1/6にした。ただし、調査地区全体図、遺構

配置図等は任意である。縮尺は、図版に表している。

(3)海 抜高の単位はmである。

3 遺構の記述については次のとおりである。

(1)長 さの単位は、mでぁる。

(2) 方位は国家座標によつた。主に頁の上を北とし、そうでない場合は図中に示した。

(1) 溝、土墳、ピットの深さは、検出面からの深さを示した。

4 』吾の色調は、『新版標準土色中側 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究

所塩漂瑶諺封990)を用いた。

5 遺構の写真の縮尺は任意である。

遺 物

1 遺物実測図については、次のとおりである。

(1) 原図 1/1、 縮′
JЧま以下の通りである。

土器・石器・鍛治関勒 1/3  瓦 1/3、 1/6  錦 1/1、  1/2

(2)網 点は、黒色処理部分、灰雅胸器等断面を示す。

2 遺物観察表については、次のとおりである。

(1) 法量の単位イ説m、 gである。

(2) 町台」を胎土、「焼」を焼成、「色」を色調とした。

(3) ( )内 の数値は、土器については推定値、石器・瓦については残存値を蕊 、

(4) 土器の色調は上記の『新版標準土色中制 を用いた

8 遺物の写真の縮尺は任意である。
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第 垂早 調査の経緯

第 1節 調査の経緯

本調査の原因なつた市潮 |1辺国分線の建設工事は、国道 18号線の渋滞の解消及び、千曲川左岸地域と上

信越自動車道上国菅平インターチェンジを結ぶ市街地環状道路の一部として計画された。その事業予定地の

国分工区が上田市大字目分に所在することから、平成7年 10月 に上田市建設部土木課より埋蔵文化財の有

無について上国市教育委員会事務局社会教育課 (以下、事務局という。なお、平成 9年度に文化課、さらに

平成 12年度に生涯学習課に改組し亀 )に問い合わせがあつた。予定地は、国分字堂浦及び堂西に位置し、

工事は全体延長 690mにおよぶ。事務局で確認したところ、この場所は周知の埋蔵虞化財包蔵地である「国

分遺跡群」の範囲内であったため、平成 7年 10月 4日 に事務局と土木課で協議を行つた。

さらに、平成 9年度公共事業に係る埋蔵虞化財の保護について、平成 8年 5月 80日付 8教文第 ■1号で

長野県教育委員会教育長から関係機関の長宛に照会があつた。上田市の回答を受けて、本計画について平成

8年 9月 19日 に長野県教育委員会、土木課、事務局の三者で埋蔵文化財の保護協議を実施した。その結果、

試掘調査を早急に実施し、その結果を見て保護措置を検討することとなった。

事務局は、事業の進揚状況に合わせて、平成 9年度から平成 11年度に力Чすて試掘調査を行い、遺跡の分

布状態を確認した。その際、地権者の承諾が必要な場合は土木課に得てもらった。 (平成9年度、平成 10年

度及び平成■年度発行の『市内遺跡』参照 )この間に土木課と事務局と再度協議が行われ、試掘の結果を

もとに工事着手前に遺跡の発掘調査を行い、埋蔵文化財の記録保存を図ることとした。

これをうけて、事謝弓では平成9年 10月 23日 から■月泌 日1こI事 【国分 7】 において 1,2∞ だ、平

成 11年 5月 21日 から6月 30日 に工事 【国分21において1,016だ、同年 7月 26日 から9月 17日 に工事

【国分6】 において964だの現地調査を実施した (第 1図 )。

その後、整理作業を行い、平成14年 3月 までに報告書を千町子し、調査を終了した。

第 2節 調査の方法

1 遺跡名と略記号

周知の埋蔵文化財包蔵地である「国分遺跡群」は、複数の遺跡より構成される遺跡群である。『上田市の

原始・古代文イ劇 (1977年、上田市教育委員会)で上沢沖、古城、堂浦、屋敷、堂西と表されたこれらの遺

跡は、『上田市文イ限オ分布地図』(1979年、上田市教育委員会)を作成するにあたり、一括して「国分遺跡

群」と称することとした。

この名称により、国分 (Koku一 B_u)の頭文字「KB」 を本遺跡の略記号として調査に用いた。各種

の記録や遺物の注記等にこの記号を使用してある。

2 調査地区の設定

調査区域は、事業地内の試掘調査によつて判明した遺跡の範囲とした。平成9年度の調査区域は、表土か

ら多くの遺物が採集されたため、事前の試掘調査IM子わずに直接本調査を実施した。

なお、第1図のとおり本書では平成9年 10月 23日 から■月 %日 に実施した調査地区をI区、平成■

-1-



年5月 21日 から6月 30日 に実施した調査地区をⅡ区、同年 7月 26日から9月 17日 に実施した調査地区

をⅢ区と便官 卜呼ぶこととする。

3 グリッドの設定

便官 卜、調査地区にグリンドを設定した。これは、1単位の大きさが3mX3mで 、国家座標に拠っ亀

交′煮にはそれぞれ記号名を与えた (第二章 第 7図 )。 記号は、任意の点を0と して、そこから方向を示す

ために東・西 。南 。司いこEoW・ S・ Nを、距離を示すために数字を与え、両者の組合せによつて表し亀

例えば、点 0から北に48m、 東に30mの地点は、N48E30と 表される。なお、任意の点0の座標値

は、第Ⅷ系のY=‐20310,0、 X=狼252.0で ある。このグリンドは、遺構の平面実沢J及び遺物取上げに使っ

た。

4 遺構測量

遺構の平面実測は、前述のグリンドを基準に1/20の作図を基本として行った。さらに、ラジヨンヘヅ

コプターによる測量用空中写真の撮影と図化作業を (株)写真測図に委託して実施し危

5 その他

調査における表上の除去は、主に重機を用いて行い、必要に応じて人力で行った。遺構の掘り上げはすべ

て人力で行った。遺物は、表土出土はグリッドごとに、遺構出土は層位と地点を留意して取上げた。

現地での調査担当は、平成 9年度は塩崎幸夫・清水彰が、平成 11年度は清水彰が行つた。

本書の執筆は、第四章を倉澤正幸が行い、第二章第2節 2を中澤徳士が行った。それ以外は久保田敦子が

行った。第二章第 1節は、山岸猪久馬先生にイ卸指導をいただいた。第二章第 2節は、五十嵐幹雄先生、川上

元先生に御指導をいただいた。

平成 9年度

10月 23日   I区の表土剥を開始する。

10月 27日  遺構の検出作業を開始する。

11月 4ロ   グリンド杭打

11月 19日  調査区の排水作業を行う。

11月 21日  遺構掘り上げ作業を開始する。

11月 28日  前日の雨で溜まった水を汲み上げる。

平成 11年度

5月 21日   Ⅱ区の表土剥開女乱

5月 26日   差獣詞険出ヤ侍業開夕乱

5月 28日   表土剥ぎ作業中、平行な2条の溝跡を検出する。

抄
／

１

＼誌日査調節３第
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6月 2日

6月 3日

6月 9日

6月 14日

6月 15日

6月 16口

6月 17日

6月 18日

6月 21日

6月 23日

6月 26日

6月 28日

7月 26日

7月 29日

8月 3日

8月 19日

8月 23日

9月 7日

9月 13日

遺構掘り上げ作業開女乱

2条の溝跡掘り上げ終了。道路跡の可能l■が出てくる。

遺構平面図実沢Jを開始する。

道路状遺構を2箇所で断ち割る。

市誌編纂委員による現地視察。

黒坂周平先生、教育長による現地視曳

五十嵐幹雄先生による塀地視察。調麿地区清掃、銑

木下良先生現地視察。

久保先生現地視氣

廣瀬指導主事来訪。

現地説明会を開く。山岸猪螺 先生来訪。

道路状遺構にトレンチを設定して調麿する。塩入秀敏先生来訪。

Ⅲ区の表土剥を開始する。

遺樽検出を開始する。

遺構掘り上げを開始する。

暑い日が続き作業が困難である。

金属片検出される。

SD-07が 予想以上に深く驚く。

調査地区清掃。空撮。現地での調査終了。

以後、埋蔵文化財整理室において整理作業を実施し、平成 13年度に本書である調査報告書の刊行を行い、

調査事業を終了した。

調 査 位 置 図
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第二章 遺跡の環境

第 1ヽ節 自然的環境

上田市は、上田盆地とその西方に接する塩田盆地を中心に展開している。これらの盆地は、ともに三角形

で、周辺はそれぞれ第二系の基盤に囲まれている。また、両盆地の境界を千曲川が北西に流下している。

今回の調査地である国分遺跡群が所在する上国盆地は、1防を底辺とする逆三角形で、一辺はほぼ 10hn

である。北方の基盤は太郎山山地で、南面は急峻な斜面で上田盆地に接している。南西方の基盤
`静

敵 山山

地である。東方の高まりは基盤ではなく、第四系の烏帽子岳火山となっている。また、盆地の東縁にイ欝朝||

が南西に流下している。

上田盆地の平坦面および段丘面は、高位から虚空蔵山面、染屋面、上田城面が主なるもので、さらに低位

に千曲川及併 鞠||に沿つて 3面がある。これらの面は、虚空蔵山面から上田城面までは東方に高く、千曲川

に向かつて傾斜し、また、北方の太郎山山地からは南方に傾斜している。従って、現在の上田盆地は上田城

を中心とする盆状の地形となっている。また、虚空蔵山面、染屋面は西方に傾斜し、上田城面はほとんど水

平である。すなわち、古い面ほど勾配が大きしち これは古い面ほど上部が上昇したことを示している。

なお、虚空蔵山面と染屋面は虚空蔵山の東方で神川に切られている。このことイ滸朝||の形成は染屋面の形

成後の比較的新しい時期であることを示している。

また、ネ朝||は上田城面も切つているが、このことが、即、ネ朝IIが上田泥流の堆穣後に形成されたことを意

味していなしもネ朝||が流れている時期に上田泥流が発生し、ネ朝||を越えて上田盆地に達し、盆地を埋積した

が、その後ネ靭||が更に上田泥流堆積物を切つて流れて現在に至っていると考えられる。

この内、国分遺跡群が位置するのは、上田城面である。この面は上田盆地の中央部に分布し、千曲川河床

と染屋面の間に存在する (第 2・ 3図)。

上田盆地付近の地質は、基盤の第二系が落ち込み、これを埋めて第四系が堆積したものである。また、第

四紀の烏帽子岳火山の高まりがある。

遺跡が存在する上田城面の構成層は大部分が第四系の上田泥流堆積物で、この上位を覆う堆積物はないが

下位には礫層があり、これを不整合に覆っている。構成層は大部分が上田泥流堆積物である。これは千曲川

に沿つて上流に分布するが、広い面を構成するのは上田盆地の中央部に限られている。

上田泥流堆積物は、火山性泥流離積物 (火山学名 :岩屑なだれ)で、千曲川沿いの上流に点々と分布し、

小諸膜古園裏の崖から更に上流の塩名田塚原まで追跡されることが 1975年に上田高校地質班によって確認

された。

好露頭は上国城の下の崖で、この特徴は塩名田までずっと同じである。5～20 cm台の安山岩の角礫がまら

ばに火山灰のマ トリックス中に存在する。安山岩にはいろいろな種類があり、どの種が多いというのではな

い。火山岩体の大崩壊によって大規模な泥流が発生し、途中の諸種の火山岩を取り込んだと思われる。特に、

2～ 3m大の巨大岩塊が存在するが、この岩質は崩れそうであるが、崩れないでここまで、運ばれてきたと

いうことは、この岩塊は流下中にあまり変化を受けなかったのではないかと考えられる。

第 2節 国分遺跡群とその周辺のこれまでの調査

「国柳 は、現在の上田帯 朝|1地区の北西部に展開している。その周辺を含めたこの地域の地形は、

平坦面である上田城面のほか、千曲川及び阿 ||によって形成された複数の段丘面によつて構成され、複雑な
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第 2図  上 田 盆 地 の 地 質 囲 日地 質 断 面 図

(平成 9年調査 )

(平成 1年 7～ 9月 調査 )

(平成 11年 5・ 6月 調査 )

第 3図



信 濃 国分 寺発 掘調査 第 4図  国 分 遺 跡 群 と そ の 周 辺 遺 跡
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調  査  名 調 査 日 場所 (小学名) 備 考 参 考 文 献

l

中川浦沖遺跡発掘調査 甫沖 縄文時代の竪穴住居丸[と 中期・後

期の上器、石斧、石皿、石棒ほか

二十嵐幹雄 1985「浦沖遺跡と遺物覚書
罰 『上小考古』19、 人幡一郎 1949「信

震小県郡沖浦遺跡の発見」『人文学舎
lR』 1

2
巳寺推定地現地調査 直場 (名所 「二

手のどうJ)
僧寺と同 じ宇瓦 雪下真澄 1963「国分尼寺趾考」『信

農』15-H
己寺推定地現地調査 童場から明神前

司辺

人薬複弁蓮華文鐙瓦 燕信史学会編集部 1982「 大発掘をもたら
した古瓦」『千曲』33、 黒坂周平 1980‐
国分寺創建」『上田小県誌』第一巻歴

走編上 (二 )古代中世、ほか

4

発掘調査 (店舗改築工

事立会い)

萱場 989(名 所
「正明寺」又は

七丘尼井戸西)

1‐ 二柴素弁蓮幸文鐙瓦、青磁碗、

柔F容協↑占議抒
 ヽ|:師器、須恵

ゴ下真澄 1963「国分尼寺趾考」『信

罠』15-ll

童場廃寺趾発掘調査 童場 1003(名所
「比丘尼井
甫J)

トレンチ調査 石積み、河原石の

配列 瓦、土師、須恵、陶器、青
磁、占銭、ほか

ヨ下真澄 1963「国分尼寺趾考」『信
罠』15-11、 染谷丘高等学校歴史班
965「 上国市国分道場廃寺趾の調査」

『あづまや』 2

6
密1次緊急発掘調査 王 堂 i冒 寸 講 7え 里 、 ∝ 7ツト円 洛 Y蒔  篭

瓦、宇瓦、鬼瓦、鉄釘、須恵ほか

L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

卜編―』、 ほか

7

窮2次緊急発掘調査 二王堂 道場

月ネ申前

僧寺伽謙地、尼寺金堂跡の雨落滞

瓦、鉄釘、古銭、円面硯

L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

編ヽ―』、上田市教育委員会 1966『信
驚国分寺跡第二次緊急発掘調査概報』
よか

窮3次緊急発掘調査 二王堂、明神前 僧寺中門と講堂を結ぶ廻廊、瓦窯

跡、尼寺金堂及び講堂、尼寺東門

及び四至

L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

採編―』、上田市教育委員会 1967『信

輿国分寺跡第二次緊急発掘調査概報』
よか

窮1次整備発掘調査

(通称 4次調査)

+43 11 二王堂 僧寺講堂内部及び北側雨落清 L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

猟編―』、 ほか
専2次整備発掘調査

(通称 5次調査)

144.8 9,11～ 1 月卒申前 尼予金堂内部及び講堂、中門、廻 L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

卜編―』、ほか
密3次整備発掘調査

(通称 6次調査)

+45。 11～ 19 王 堂 僧寺金堂内部及び塔、僧坊
廊、尼坊、北門

L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

編ヽ―』、ほか
窮4次整備発掘調査

(通称 7次調査)

146 7～ 8 二王堂、明神前 僧手市戸蕩硬厠画覇(盃蓮藤雨覇覇ア
雨落溝、尼寺の尼坊及び経蔵

L田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

編ヽ―』、 ほか
月神前遺跡発掘調査 月ネ申前 人葉複弁蓮華文・ほか鐙瓦、墾穴

式建物跡 9軒、カマ ド7基、タタ
ラ跡 須恵器、土師器、瓦、墨書
上器、灰釉、羽 口、鉄滓、釘ほか

L田市教育委員会 1974『信濃口分寺一

編ヽ―』、上国市教育委員会 1971『史
亦信濃国分寺跡及び堂西遺跡調査報告
掌』

巨沖遺跡 A・ B・ C・D地区

鼈掘調査

石沖 竪穴式建物跡 3軒、弥生上器、 1

師器、須恵器、灰釉椀、人骨

ヒ田市教育委員会 1974『信濃国分寺―

編ヽ―』、上田市教育委員会 1971『史
亦信濃国分寺跡及び童西遺跡調査報告
掌』

k野遺跡発掘調査 141.8.18～ 20 に王堂 H82～
1188

トレンチ調査 建造物の遺跡 と思
われる配石群 上師器、瓦

E十嵐幹雄 19711長 野県上田市国分水

子遺跡」『考古学年報』19、 ほか
月神前遺跡発掘調査

1史跡現状変更による

纂前調査)

151 12.20～

i2.1.18

月ネ申前 住居均L(カマ ド跡) 瓦、,「、「
I

師器、須恵器

‖上元・林和男 1981「明神前遺跡と信
農国分寺」『千曲』31

17

起跡信濃国分寺跡 (史

亦現状変更申請による

盛急発掲調査)

'63 4.4～

5 19 月ネ申前 住居llr 2車子、 ビット、イ謙 (平安時
代後半～中世)上器、瓦、石製鋸

上田市教育委員会 1989『史跡信濃国分
手跡』

1ヒ陸新幹線代替地造成
こ係る国分寺周辺遺跡
等の事前調査

13. 12.5,6 嘱東沖 1509■

1508-1 1508-2

1491 1482-1

1485 1456 1483

トレンチ調査 10本  'Pr_23A2条
の溝、「Fr‐ 23B I条 の滞、1予‐30上
師器出上

上国市教育委員会 1992『市内遺跡』

吏跡現状変更による信

震国分寺跡の事前調査

14.9,9 王堂 1115-8 トレンチ調査 遺構無 し 上田市教育委員会 1993『市内遺跡Ⅱ』

走跡現状変更による信
農国分寺跡の事前調査

14.9,11

15.2.11

屈東沖 1203

512-6 1512-7
トレンチ調査 遺構無 し 上田市教育委員会 1993『市内遺跡Ⅱ』

新幹線及び仮称下堀バ

イパス建設に係る国分
寺周辺遺跡群事前調査

15,12.20～ 21 雪沖 トレンチ 8本、高い密度で遺構、

遺物が確認

上田市教育委員会 1994『市内遺跡Ⅲ』

北陸新幹線埋蔵文化財

発掘調査 (国分寺周辺

置跡群)

15 12.20,21

16 9 ～日7.1 3

1.1～9.29

雪沖 弥生～平安等 206軒 建物、上坑、
ユ詣イエか

(財 )長野県理蔵文化財センター1998

『北陸新幹線埋蔵文化財発掲調査報告
書』 2

史跡現状変更による信

腱国分寺跡の事前調査

16.9 16 屁東沖 15152 トレンチ 2本  遺構は存在 しなか
つた

上田市教育委員会 1995『市内遺跡Ⅳ』
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L田市立第一中学校建
費に係る染屋台条里水

日跡遺跡の事前調査

16. 11.7,8, 10,

1

古城 。上沖 。大

沢 lr蓮叙窟s♂溝〕鞠 批ぎ
物 (土師など)

L田市教育委員会 1995r市 内遺跡Ⅳ』

L田市立第一中学校建
費に係る染屋台条里水
日跡遺跡の事前調査

18.2.15,16 子城 。上沖 。大

尺

トレンチ調査 10本 住居址、ずット L田市教育委員会 1996『市内遺跡V』

ミ跡現状変更による信
民国分寺跡の事前調査

17. 10.9 I堂 1198‐ 2
貞r羊嬰習暮塗得代称課P警赫

L田市教育委員会 1996『市内遺跡V』

t跡現状変更による信

罠国分寺跡の事前調査

17. 12.4 二王堂 1200‐8 トレンチ 2本 奈良、平安の遺物・
遺構

L田市教育委員会 1996『市内遺跡V』

き城遺跡発掘調査 (上

ヨ市立第一中学校建設
こ係る)

18,4.3～5.31 上沖 遺構 (住居址 7軒、ピット、上坑)

遺物 (九葉単弁蓮華文軒丸瓦、上師
器、灰釉陶器、瓦など)

L田市教育委員会 1997『古城遺跡』

コ分産業団地造成工事
こ係る上沖遺跡の事前
澗査

19.2.24‐ 27 上沖 トレンチ調査 塞 本 時■8～24か ら
土城、ピッ ト、溝状遺構、竪穴住居
址

L口市教育委員会 1997『市内遺跡Ⅵ』

L沖 (大沢)遺跡発掘
問査 (国分産業団地造
戎工事に伴なう)

19,4.21～ 7.8 上沖 古墳中期、平安前期、平安終末期の
集落跡及び墓跡 堅穴住居址 3、 掘
立柱建物 12、 ピット、土坑、溝ほか、
遺物は土師器、灰釉陶器、青磁など

L田市教育委員会 1998『上沖 (大沢)遺

赤』

翼分遺跡群発掘調査

(市道川辺町国分線建
段に伴なう)

19～Hll 壁浦 掘立柱建物跡、上坑、溝など 土師
器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、
青磁、瓦、鋳型など

書ヽで報告

百道川辺町国分線建設
こ係 る国分遺跡群の事

洵調査

10.1.26,27 堂西 堂浦 トレンチ4本のうち監_olか ら上師
器 Tr_o4よ り遺構、土師器、須恵器、
灰釉陶器

生田市教育委員会 1998『市内遺跡』

時同住宅建設に係る国
か寺周辺遺跡群の事前
周査

10.3.20

2.22

堀東沖 1474‐2i

みゝ

トレンチ調査 3本 遺構無し 遺物
II‐01,2よ り上師、須恵少量

上田市教育委員会 1999『市内遺跡』

市道川辺町国分線建設
こ係 る国分遣跡群の事
封調査

110.6.4 堂西 堂浦 トレンチ調査 3本  TI‐ 05よ り須恵
器片、遺構無し

L田市教育委員会 1999『市内遺跡』

市道川辺町国分線建設
こ係る国分遺跡群の事
苅調査 I

ll.4.21 堂浦 掲笠逢蓬蕩↑儀交よ熟貴予羊要材生
師器、須恵器

L田 市教育委員会 2000『 市内遺跡』

市道川辺町国分線建設
こ係る国分遺跡群の事

苅調査Ⅱ

堂浦 トレンチ調査 2本 滞出土 L田市教育委員会 2000『 市内遺跡』

市道川辺町国分繰建設
こ係る国分遺跡群の事
力調査Ⅲ

11,7.6 堂浦 古城 レヽンチ調査 4本 Tr_13,14よ り溝、
奈良・平安時代の上師・須恵、瓦、
Tr‐ 15よ り土師・須恵、灰釉陶器

上田市教育委員会 2000『 市内遺跡』

二田市立神川小学校屋

勺運動場改築工事に係
る国分寺周辺遺跡群の

舞前調査

加賀川原 トレンチ調査 4本 遺構、遺物無し 上田市教育委員会 2000『 市内遺跡』

寒同住宅建設に係る常
代遺跡群の事前調査

112.4.3 久保田 トレンチ調査 3本 畿-03か ら溝状
置構

二日市教育委員会 2001『 市内遺跡』

ヨ分ふれあい 。(仮称)

目分新駅駅前広場整備
舞業に係る国分寺周辺
質跡群の事前調査

12.5。 11,12

19

仁王堂 浦沖
1245‐ 11ま か

トレンチ調査 6本 遺構、遺物出土
(縄文・奈良 。平安)

上田市教育委員会 2001『 市内遺跡』

起跡現状変更による史
赤信濃国分寺 (国分遺
赤群)事前調査

112.7.318.7
,.1

に王堂 。屋敷
1027(現 国分寺
覧内)

遺構 (ピ ット群)遺 物 (土師器、
須恵器、陶磁器、瓦など)

L田市教育委員会 2001『 市内遺跡』

吏跡現状変更による史

亦信濃国分寺 (国分寺
司辺遺跡群)の事前調
査

112.10.2,11 明神前 1845‐ 1

1846-2

1847-2

遺構 (住居址、ピット、上坑) 遺
物 (墨書土器、須恵、上師、灰釉、
瓦など)

L田市教育委員会2001『 市内遺跡』

ヨ分寺周辺遺跡群発掘
周査 (国分ふれあい 。

反称国分新駅駅前広場
整備事業に伴 う)

12.10.27～

13.3.15
仁王堂 浦沖 遺構 (住居址、ピット、上坑、溝)遺

物 (上師、須恵、灰釉、縄文、弥生、
瓦など)

子成 13年度報告

理跡保存整備による信
鷹国分寺跡の事前調査

112.12～H13.2 王童 蓋物遺構の可能性がある扁平な石を敷
ィヽた遺構

第 1表  国 分 遺 跡 群 周 辺 の これ ま で の 訂
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様相を呈している。そのような環境の中で、この地域には「国分遺跡群」の他にも上田・小県地方屈指の大

遺跡と呼ばれる幾つかの遺跡が存在する。当地が奈良時代から平安時代にかけて信濃の中心的な役割を果た

す地域に発展した基盤は、これらの遺跡が大きく係わっていたものと考えられる。

「国勘 は、遺跡群を構成する遺跡のうち信濃国分寺瓦窯址を除けば、上田城面に立地している。

この「国分遺跡群」の南に隣接して、「国分寺周辺遺跡群」がある。千劇 Hの形成した河岸段丘面に立地し、

上田城面よリーつ及び二つ下位の平坦面に所在している。「国分遺跡群」と「国分寺周辺遺跡群」の範囲に

またがって、目指定史跡の「信濃国分勃 がある。僧寺と尼寺は、上田城面より下位の千曲川形成の河岸

段丘面上に立地しているが、史跡範囲は、南西側は同じ面の河岸段丘崖上まで、北側は上位上田城面の現国

分寺の所在地まで、東は上国城面にある国分人幡神社までとされている。また、「国分遺跡群」と同じ上田

城面には、北西に隣接して「常入自朔駒 がある。その仏  「国分遺跡群」の北方、一つ高位の染屋面には、

「染屋台条里水田動 がある。第4図及び第 1表に本遺跡群とその周辺遺跡において行われた調査を簡

単にまとめて示した。

第 3節 基本層序

調査地の基本層序は、以下のとおりである。この一帯のほとんどは今日まで水田及び畑地として活用され

ていたが、そのうちの一部分は戦後大規模な工場が建設され、その敷地となっていた。Ⅱ区の区域は、その

敷地内にあたり、調査直前まで駐車場として使用されていた。従つて、Ⅱ区において表土は駐車場の埋上で

ある。 I区及びⅢ区における現表土は耕作土である。Ⅱ層は黒褐色の砂質シル トであり、Ⅲ層は褐色の砂質

シル トである。Ⅱ層はⅡ区及びⅢ区には無く、Ⅲ層はⅢ区に無い。N罹は褐灰色の粘土質シル トである。Ⅱ

区にだけ見られ、駐車場が営まれる以前の水田の兵搾土か、水田耕作に影響を受けた層と考えられる。V層

は黒褐色砂質シル トである。ほば調査地全体を覆つており、遺物包含層でもある。 Ⅵ層はにぶい黄褐色の

砂質シル トで、地山である。この上面が遺構検出面にあたり、主に遺構はこのⅥ層に遺構覆上が落ち込んだ

状態で検出される (第 6図 )。

Ⅱ 区

I

Ⅳ

V

Ⅵ

-57

Ⅲ 区

Ⅱ

V

-4

-50

第 6図  基 本 層 序

I区

I

Ⅱ

Ⅲ

V

Ⅵ
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圭早一二
第 調査の結果

第 1節 調査の概要

先述のとおり、調査は事前に行われた試掘調査等の結果により、遺構が確認された I区からⅢ区の区域で

実施した。概要は以下のとおりである 彿ヤ図)。 平成 9年度に醜 が実施された I区は、調査面積は

1,200ポである。検出された遺構は土療 2基、溝跡 1条等で、土師糸 須恵器、錫杖鋳型、瓦等の遺物が出

上した。平成 11年度 5月・6月調査に調査が実施されたⅡ区の調査面積は1,016だである。検出された遺構

は、掘鋤 跡口穴 土墳 4基、溝状遺構 1条、ピット108基、道路糾 で、土翻薇 須試薇 瓦等

の遺物が出上した。平成 11年度 7月 ～ 9月 調査に調蔭が実施されたⅢ区の調査面積 964だである。検出さ

れた遺構は溝跡 3条、ピット11基で、土師器、須恵器、瓦等の遺物が出土した

第 2節 遺構

1掘立柱建物跡

Ⅱ区から集中して検出された。 1間×1間、2間×2間、2間 X3間、2間×3間 (廂付)のものがある。

柱痕は一つも確認されなかった。遺物は、柱穴の覆土中から奈良・平安時代の上師器片等が検出されたが、

僅かな遺物から時期を明確に決定することは不可能である。しかしながら、掘立柱建物跡のすべての軸が南

北方向となり、道路状遺構と向きがほぼ一致することから、道路状遺構と同時期である可能陛は高い。

第 1号掘立柱建物跡 (ST-01)(第 8図、第 2表)

本遺構は、N24W78、 N24W75、 N21W78、 N21W78、 N18W78、 N18W78グ リン ドか ら検出された。

構造は、平面形が 3間×2間の南北棟で、側柱式である。規模は、桁行 5.53m、 梁行 3,97mで、主軸は

N-2° 一Wを測る。柱間寸法は、桁行が 1.84mで、梁行が 1。99mである。柱穴の平面形は円形、または

楕円形であり、P2、 P3の断面形は段を有する。

柱穴の覆土からは奈良 。平安時代の上師器郭及び須恵器の破片等が出土している。

第2号掘立柱建物跡 CST-02)(第 9図、第 2表)

本遺構は、N30W69、 N30W66、 N2W69、 N27W66グリンドから検出された。

構造は、 1間×1間で、棟方向は東西棟である。規模は、桁行 2.36m、 梁行 2,17mで、主軸は N― ピ
ーEを測る。柱穴の平面形はP2が円形、他は楕円形である。Plは暗渠に一部を破壊されている。

柱穴の覆土からは遺物は出上しなかった。

第3号掘立柱建物跡 tST-03)(第 10図、第歩翔

本遺構は、N42W48、 N42W45、 N39W48、 N39W48、 N36W48、 N86W45グリンドから検出された。

構造は、平面形が 2間×2間の東西棟で、側柱式である。規模は、桁行 4.19m、 梁行 3.85� で、主軸は

N― 鍋
°

―wを測る。柱間寸法は、桁行が 2.10mで、梁行が 1.93mである。柱穴の平面形は円形、または

楕円形であり、Pl、 P5、 P8の断面形は断を有する。

柱穴の覆土からは奈良 。平安時代の上師器の破片が出土している。

第4号掘立柱建物跡 CST-04J(第 ■図、第歩鸞
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本斃翰詩は、N39W45、 N39W42、 N39W39、 N39W36、 N36W45、 N36W42、 N駅3W39、 N36W36グ

リンドから検出された

構造は、平面形が4間 X2間、棟方向が北西南東棟である。側柱式で、廂付建物である。規模は、桁行 7.90m、

梁行4,10mで、主軸はN-8♂ ―Wを測る。柱間寸法は、桁行が 1,97mで、梁行が 2.05mである。柱穴の

平面形は円形、または精円形であり、Pl、 P5の断面形は段を有する。P■ は暗渠に一部を破壊されてい

る。

柱穴の覆土からは奈良・平安時代の土師器及び須恵器の破片が出土している。

第5号掘立柱建物跡 tST-05)(第 12図、第 2表 )

本遺構は、N33W39、 N33W36、 N3潔ζ3、 N3CIW39、 N3CIW器、N3CllV33グ リッドから検出された。

構造は、平面形が3間 ×2間、棟方向が東西棟で、側柱式である。規模は、桁行 5.20m、 梁行 3.56mで、

主軸はN-89° 一Wを浜Jる。柱間寸法は、桁行が 1,73mで、梁行が 1,78mである。柱穴の平面形は円形、

または精円形である。P3、 P5、 P7、 P9、 P ll、 P13は、補強等に使われた柱跡か、または建て直し

が行われた跡と考えられる。これらの柱穴は、全体的に平面及び断面が比較的小規模であり、断面形は若千

の傾きが見られる。

柱穴の覆土からは古代瓦、土師器及び須恵器の破片が出土している。

第6号掘立柱建物跡 (ST-06)(第 13図、第 2表)

本鍵勤善は、N42W36、 N4N 3ヽ、 N42W30、 N39W36、 、N39W33、 N39ヽV30、 N86W36、 N36W33、

N86W30グ リッドから検出された。

構造は、平面形が2間 ×2間、棟方向が東西棟で、側柱式である。規模は、桁行 5,22m、 梁行 4.76mで、

主軸はN-8T― Wを測る。柱間寸法は、桁行が 2.61mで、梁行が 2.38mである。柱穴の平面形は円形、

または楕円形である。暗渠に一部を破壊されている。

柱穴の覆土からは奈良・平安時代の上師器及び須恵器の破片が出土している。

第7号掘立柱建物跡 tST-07)(第 14図、第 2表)

本遺構は、N33W36、 N83W33、 N8Nも6、 N30W33、 NttW36、 N2召V33グリンドから検出された。

構造は、平面形が 2間 Xl間、棟方向が南北棟で、側柱式である。規模は、桁行 4.88m、 梁行 3.盟hで、

主軸は N-1° 一Wを測る。柱間寸法は、桁行が 2.44mで、梁行が 1.61mである。柱穴の平面形は円形、ま

たは楕円形である。

柱穴の覆土からは奈良・平安時代の上師器及び須恵器の破片が出上している。

2道路状遺構

第1螂 tSD-02、 SD-03、 SD-05)(第 15。 16図 )

本遺構は、平行する第2号溝跡と第3号溝跡の間に構成される。

2条の溝は、規模及び形態をほぼ同じくし、方向も南北に一直線状になっていて、調査区域内で長さ約 15m

にわたつて検出した。規模は、第2号溝跡において幅 0.90-1.48m、 深さ0。 15-0.24を計り、第 3号溝跡で

は、幅 1,08-1.39m、 深さ約 0,15mと なっている。

この2本の溝で区画される範囲には、硬化面が存在した。幅は両溝の心々距離で8.5-9.Omを計る。この

硬化面の構造を調査するため、調査区の北端仏¬
～
セクション)と 〒都穂B―ビセクション)に第2号溝跡と第3号

溝跡を裁ちきリトレンチを入れた。その結果は第 15。 16図 に示すとおりである。
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表土となるI層は、駐車場として利用するために埋め立てられた客上であり、Ⅳ―V層は水田として利用

していた当時の土となっている。

地山はⅥ、4、 7、 8層の4種があり、変化に富む。これは調査地の面が、浅間山の火山泥流によつて形成

されたものであり、火山灰土と火山弾の風化した砂礫が混在した結果による。

1層は、黄褐色シル ト質で、光沢を帯び、叩き締めたような堅緻な面を形成している。また、Ⅵ、4、 7、

8層は、もともと締まりのある地山であるが、溝を境として、内側はさらに締まりが強く堅くなっている。

これらのことから、この二つの溝に区画された範囲は、準集は確認されないものの、他の類例からみて道

路状遺構と考えられ、特に1層は、その造成あるしW腺 の際に客土され、叩き締められた路面の構造体と

思われる。そのほか、地山が硬化した面については、もともと客上しなかったのか、承1がれてしまったのか

は判然としないが、路面として使用する際、ある予Wま使用しているうちに硬化したものと思われる。

さらに、このセクションで新たに確認されたのは、第 2号溝跡の東約 lmに検出された落ち込みである。

この落ち込みは、オ賀セクションにおいては、1層の硬化面の直下に確認され、明ら力Wこ前述の路面よりは

古い遺構となる。この溝は B―gセクションにいたって前後関係力半J然としなくなるが、片賀セクション側か

ら硬化面を剥ぎながら掘り進んだところ、2、 3号溝跡とほば平行であり規模・形態ともほぼ同様な溝跡とな

つて現出した。第 5号溝跡である。

第 5号溝跡は、幅 0.68-1.14m、 深さ0-0.23mを計る。平面的にみると、南端においては確認されなく

なるが、B―B'セ クションにおいてその延長が確認されるので、やはり2、 3号溝と同様に延長していくことが

推定される。

こうした 3条の溝跡の検出状況から、次のようなことが想定される。

① 当初、2号溝と5号溝によつて形成された道路が、拡幅の必要により新たに3号溝を造り、5号溝を埋

め立て、新たな路面を構築した。

② 道路とは関係のない 5号溝がその役割を終えたのち、2、 3号溝が掘られ、新たに道路を構築した。

現場の状況では、卜 5号溝の間の堅緻面が、2-5溝の間よりも明ら力Wこ堅く締まっていることから、①

の可能性が高いと思われる。

一方、各溝からの出土遺物からは大きな時期差は想定されず、また、他の類例でも、幅 9mの道路が 6m

になる事例は報告されているが、①のような例はないため、確定的とは言い難い面もある。何より、今回の

調査範囲がきわめて狭いため、今後、この道路状遺構の延長上の調査や、他の調査の進展を待つて結論を出

したい。

3_LE
第 1号土度 tSK-01)(第 17図、第 3表)

本遺構は、N45E9、 ミ帆 9グリッドから検出された。平面形は精円形で、掘りかたは浅い。規模は、長

径 104,Ocm、 短径 70.儀m、 深さ12.Ocmを狽1る。

覆土から平安時代の上師器片が出土する。遺構の性格は不明である。

第2号土壌 ぐ駅-OD(第 17図、第 3表)

本遺構は、N48E63グ リンドから検出された。平面形は楕円形、断面形はたらい状を呈し、掘りかたは浅

ヤ屯規模は、長径 80.髄 m、 短径 68,Ocm、 深さ 15.儀mを測る。

覆土から平安時代の上師器の破片が出土する。遺構の1隆格は不明である。

第3号土壌 (Ⅸ-03)(第 17図、第 3表 )
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本遺構は、N15W75グ リンドから検出された。平面形は楕円形で、掘りかたは浅い。規模は、長径 86.Ocm、

短径 66.儀m、 深さ■,儀mを測る。覆土から土師器及び須恵器片が出土する。遺構のl■eは不明であるぅ

第4号土壌 tSK-04J(第 17図、第 3表)

本遺構は、N15W78グ リッドから検出された。平面形は精円形で、断面は北側が少し深く段を有している。

掘りかたは浅い。規模は、長径 134.CIm、 短径 92,Ocm、 深さ 18.儀mを測る。覆土から奈良・平安時代の上

器片が出土する。遺構の隆格は不明である。

第5号土壌 tSK-05)(第 17図、第3表 )

本遺構は、N24W69、 N26W69グ リンドから検出された。平面形は不整な楕円形で、断面形はたらい状

を呈する。規模は、長径 128.Ocm、 短径 120,CLm、 深さ16.CLmを測る。覆土から土師器及び須恵器片が出

土する。遺構のl■4は不明である。

第6号土壌 CSK-06J(第 17図、第3表)

本遺構は、N27W69グ リンドから検出された。平面形は不整な楕円形で、掘りかたは浅ヤ屹西側の底部は

円形に深くなっている。規模は、長径 138,Ocm、 短径 78,Ocm、 深さ20,CLmを測る。覆土から奈良・平安時

代の土器片が出土する。遺構の陛格は不明である。

4平鋤

第1号溝跡 tSD-01)(第 18図 )

本遺構は、N25EO、 N42E3、 N42E6、 N4姻9、 N42E12グ リッドから検出された。形状は浅く、不整

形に東西に伸びている。西は調査区晩期こ出て、東端は丸くなって消滅している。規模は、最長 12.26m、

幅は0,3mか ら2.Omを測る。平安時代の土器片 (第 35図、第8表)、 炭化した木片、獣骨が出上した。成因

は不明であるが、人工的に掘りこまれた溝と考えられる。

第4号溝跡 tSD-04)(第 19図 )

本遺構は、NttW51、 N39W51、 N36W51、 N86W48、 N33W48グ リッドから検出された。形状は浅く、

直線状に南北に伸びている。北は調査区域外に出て、南端は丸くなって消滅している。規模は、最長 12.5m、

幅は0,84mか ら1,lmを測る。遺物は出上しなかった。成因は不明であるが、人工的に掘りこまれた溝と考

えられる。

第6号溝跡 欠番

第7号溝跡 CSD-07)(第 20図)

本遺構は、平成 11年度 7月 ～9月 の調査区域のほぼ全域に広がっている。形状は、大きく曲線を描き東

西に 珂血 にわたって伸びている。西は調査区域外に出て、東は消滅している。断面の形態は複雑な様相を

呈しており、東側は皿状をしているが、西側は段を有するV宇に近い形態をし、最も深いところで 0,9mを

越えている。また、所々に不整形な形状で深くなっている部分がある。溝底には、2箇所にわたつて人の頭

大かそれよリー回り大きい礫が一列に並んでいるёこの溝に伴なって人為的に配されたものと考えられる。

底面の標高は、全体的に見て、東が高く、西が低くなっており、流水があったものと思われる。東側の覆土

は流水による堆積と考えられる。人工的に区画するために掘られた溝と考えられる。
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覆土からは、彩しい量の遺物を出土した。主に平安時代に属する土師器、須恵器、黒色土器、灰釉陶器の

期 等の破片及び布目瓦片が、コンテナ 40箱を越えて検出された。この他、青磁片、直径約 4 cmの金属

塊及び獣骨が検出された。これらは、人為的にこの場所に持ち込まれたものと思われる。

第8号溝跡 CSD-08)(第 21図 )

本遺構は、第 7号溝跡の西端南側から検出された。南】9こ伸び、長さ約 6m、 幅約 2,7mを測る。この遺

構が検出された付近は、検出面が削平されており、北端は第 7号溝跡と接続しているのか、重複関係がある

のか不明である。南端は丸くなって消滅している。断面は浅く、皿状を呈している。覆土からは平安時代に

属する土師器及び須恵器の不、境等が出土した。

第9号溝跡 CSD-09)(第 21図 )

本遺構は、第 7号溝跡の南側に隣接して検出された。第7号溝跡に平行して東西に伸び、長さは約 9。 2m、

幅は約 0.9mから 1,5mを測る。断面は浅ヤ屹 西端は境乱によつて破壊され、東端は途切れている。覆土か

らは平安時代に属する土師器及び須忘器の不、椀や灰釉際 、布目瓦片等が出土した。

5ピット (第 22～25図、第4～ 6表)

平成 11年度 5月・6月 及び平成 11年度 7月 ～9月 に調査が行われた区域からは、121基のピット群が発

見された。このうち、N4四喝0、 N8灘も0、 N86W30、 N4別聰7グリッドから検出されたP-117、 P-118、

P―■9、 P-122、 P-123は、直線状に並乱 調査区域の端部から検出されているため、未検出の掘立柱建

物跡の可能l■が高い。

いくつかのピットの覆土から遺物が出上している。ほぼすべてが奈良・二聴却状 の上器であると思われる。
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軸 図版h 主軸方向 形  態 桁行×梁行 桁行寸法 梁行寸法 柱間寸法節行) 柱間寸法鮪 ) 遺 物 等

観 ―ol 第8図 N-2°  ―▼ 側柱式 3間 ×2間 5.53=n 3,97m 1.84m 1.99m 土師、須恵破片

団 -02 第 9図 N-8♂ ―E 1問 ×1間 2.36m 2.17m 2.36=n 2.17m

創 -03 第10図 N-86°  ―▼ 側柱式 2間×2間 4.101n 3.85m 2.10m 1,93m 土師破片

ST-04 第11図 N-8ヂ ー▼ 側柱式 廂付 4間×2間 7.00111 4.10m 1.97m 2.05m 土師、須恵破片

創 -05 第12図 N-39°  一▼ 側柱式 3間 ×2間 5.20Hl 3.56m 1.73111 1.78m 土師、飲 租鮒

Sr-06 第13図 N-8r―▼ 側柱式 2問 X2間 5.22=a 4.76m 2.61m 2.38m 須恵破片

ST―-07 第14図 N-1°  ―▼ 側柱式 2問 Xl間 4.88=a 3.22m 2.44m l.61m 土師、須恵破片

第 2表  掘 立 桂 建 物 跡 観 察 表

軸 図版醜 長径(d 短径 (1 深さ(B 平面形態 断面形態 覆 上 遺 物 等

SK― ol 第17図 104.0 70,0 12.0 楕円形 たらい形 7.543/1黒褐色シルト 土師破片

S【―-02 第17図 80.0 70.0 15.0 楕円形 たらい形 10YR4/1 褐う亀邑シルト 土師、須恵破片

S【 -03 第17図 86.0 66.0 11.0 楕円形 たらい形 7.5YR2/1黒色シル ト 土師、須恵破片

SI-04 第17図 134.0 95.0 20.0 楕円形 たらい形 7,5YR2A黒色シル ト 須恵郷破片

SI―-05 第17図 140,0 104.0 16.0 不定形 たらい形 542/1黒色シル ト C/J環を含む) 土師、須恵破片

S【―-06 第17図 138.0 93.0 22,0 楕円形 な報 7.543/1黒 褐色シル ト (小礫を含む) 無 破片

第 3表  土境 観 察表

迎 輛 α 図MNc 長径 (ca) 短径 (側) 深 さ (an) 覆 土 備 考  (出土遺物等)

P-1 第22図 9 5YR3/1黒褐色シルト 須恵器破片

P-2 第22図 7,5狙3/1黒褐色ンル ト

P-3 第22図 5YR3/1黒褐色シルト

P-4 第22図 543/1黒褐色シルト

P-5 第22図 5YR3/1黒褐色シルト

P-6 第22図 6 7.5VE4/3褐色ンルト

P-7 第22図 イ.5YE2/1黒色シルト 土師器破片

P-8 第22図 543/1黒褐色シルト

P-9 第22図 5VR3/1黒褐色シル ト

P-10 第22図 9 5YR2/1黒色シルト 須恵器係 (第66図1,2)土師器破片

P― ■ 第22図 7.5YE2/1黒色シルト 須恵器破片

P-12 第22図 7.5VR3/1黒褐色シルト

P-13 第22図 543/1黒褐色シルト

P-14 第22図 7.5YR3/1黒褐色シルト 須意器破片

P-15 第22図 5YR3/1黒褐色シル ト

P-16 第22図 7.5Ⅵも/1黒摩詩てユシルト 土師器破片

P-17 第22図 7,542/1黒色シルト

P-18 第22図 7.543/1黒褐色シルト

P-19 第22図 7,543/1黒褐色シルト

P-20 第22図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-21 第22図 7.5YE2/1黒色シル ト 須恵器、土師器破片

P-22 第22図 7.543/1黒褐色シルト

P-23 第22図 7.5YR2/1黒色シルト 土師器破片

P-24 第22図 7,5m2/1黒色シルト 須恵器破片

P-25 第22図 7.5Ⅶ3/1黒褐色シルト

P-26 第22図 7.5YR3/1黒褐色シル ト

P-27 第22図 7,5狙3/1黒褐色シルト

第 4表  ピ ッ ト観 察 表 (1)
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遺構Nc 図版h 長径 (an) 短径 (m) 深 さ (an) 覆 土 備 考  (出土遺物等)

P-28 第22図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-29 第
'2図

7.5YR3/1黒褐色シルト 土師器破片

P-30 第22図 5YR3/1黒 褐色シル ト 土師器破片

P-31 第22図 翼鴎/1黒褐色シ,レ ト

P-32 第22図 5YR3/1黒褐色シルト 須恵器、土師器破片

P-33 第22図 7.5YR3/1黒褐色シル ト

P-34 第22図 7.542/1黒色シルト

P-35 第22図 7.5YE2/1黒色シルト

P-36 第22図 7.5狙2/1黒色シルト

P-37 第22図 7.5YR3/1黒褐色シルト 土師器破片

P-38 第22図 7_543/1黒褐色シルト

P-39 第22図 7.5YR3/2黒褐色シルト

P-40 第22図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-41 第22図 ■5YR3/1黒褐色シ,レ ト

P-42 第22図 7.5YR4/3褐色シ,レ ト 須恵器破片

P-43 第22図 7.5YR4/3 4B迫 邑:ングレト

P-44 第22図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-45 第22図 ■5YR3/1黒褐色ンルト

P-46 第23図 10Yn4/1褐灰色砂質土

P-47 第23図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-48 第23図 7.57R3/1黒褐色シル ト

P-49 第23図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-50 第23図 7.5YR3/1黒褐色ンルト

P-51 第23図 7.5YE3/1題シルト

P-52 第23図 7.5YR3/1黒褐色ンルト

P-53 第23図 8 7.5Y24/2灰褐色シルト

P-55 第23図 7 7.5YR4/2灰褐色シル ト

P-56 第23図 7.5YR2/2黒褐色シル ト 土師器破片

P-57 第23図 8 7。 5YR3/2黒褐色シルト 土師器破片

P-58 第23図 7.5Y22/1黒色シルト 須恵器破片

P-59 第23図 7.542/1黒色シルト

P-60 第23図 7.5YE4/3褐色シルト

P-61 第23図 7.5Y43/2黒褐色シルト

P-62 第23図 44 7.5YR3/3暗褐色ンル ト

P-63 第23図 7.543/1黒褐色シルト

P-64 第23図 7.5狙4/3褐色シル ト

P-65 第23図 7.5YR3/2黒褐色シルト

P-66 第23図 23 7.5YE2/1黒色シルト

P-67 第23図 器 7.544/4褐色シルト

P-68 第23図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-69 第23図 7.5YR3/1黒褐色シル ト

P-70 第24図 7.5Y田/1黒褐色シルト

P-71 第24図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-72 第24図 7_5YR3/1黒褐色シルト

P-73 第23図 7.5YR4/4褐色シル ト

P-74 第24図 7.5YR2/1黒色シルト

第 5表  ピ ッ ト観 察 表 (2)
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遣構Nc 図INQ 長径 (an) 短径 (飩 ) 深さ (qB) 覆 土 備 考   (出土遺物等)

P-75 第24図 7.5YR3/1黒褐色シル ト

P-76 第24図 7.5YE3/1黒褐色シルト

P-77 第23図 7.5YR3/1景誌絶 シ,レ ト

P-78 第23図 7.5YE2/1黒色シルト

P-79 第23図 7.5Y23/2黒褐色シルト

P-80 第23図 7.5YR3/2黒褐色シルト

P-81 第23図 7.5狙3/2黒褐色シルト

P-82 第24図 7.5Ⅶ3/2離 シルト

P-83 第24図 7,5m3/2黒褐色シルト

P-84 第24図 7.5YR2/1黒色シルト 須恵器破片

P-85 第24図 7.5Yn3/1黒褐色シル ト 土師器破片

P-86 第24図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P-88 第24図 7.542/1黒色シルト

P-90 第24図 7。 5YE2/1黒色シルト

P-91 第24図 7.543/1黒褐色シルト

P-92 第24図 44 44 7.543/2黒解説■シ,レ ト

P-94 第24図 7.5狙3/1黒褐色シル ト 土師器破片

P-99 第24図 7.5狙2/1黒色粘土

P 100 第24図 7.5YE3/1黒褐色シルト

P101 第24図 7.5狙3/1黒褐色シルト 土師器破片

P 102 第24図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P 105 第24図 24 7.5YR3/1黒褐色シル ト

P 106 第24図 7.5YR2/1黒色シルト

P 108 第24図 24 7.5YR3/1黒褐色シル ト

P 109 第別図 7.5YR2/1黒色粘土

P lll 第閉図 7,5YE3/1黒褐色シル ト

P l13 第24図 7.5YR3/1黒褐色シルト

P 第24図 7.5Yn3/1景〔4Rtシ ,レ ト

P 第24図 7.5Ⅶ2/1黒色粘質土

P l18 第24図 7.5Ⅶ2/1黒色粘質土

P l19 第24図 42 7.5Ⅶ3/1黒褐色シルト

P 120 第24図 7.5YE2/1黒色粘質土

P121 第24図

P 122 第24図

P 123 第24図

P124 第25図 土師器破片

P 125 第25図 土師器破片

P 126 第25図 土師雰 (第66図)

P 127 第25図

P 128 第25図

P 129 第25図

P 130 第25図

P131 第25図

P 132 第25図

P 133 第25図

P 134 第25図

第 6表  ピ ッ ト観 察 表 (3)
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第 3節 遺物

本調査では、土器類・瓦類・鉄製品・鍛冶製品・石器・

動物の骨等が遺構及び包含層等の遺構外から出上した。

特に第 7号溝跡 (SDk17)の覆土とI区の遺構外からは多

量に検出された。全出土遺物量の大部分は第 7号溝跡と I

区の遺構外出土遺物によつて占められている。第 7号溝跡

の出土遺物の重量別害1合は、下の図のとおり、土器が 70%

以上、瓦が 25%であった。また、本書に掲載した I区の遺

物の出土地点は右の図のとおりである。

石器 14.5kg 2.9%
金属製品 1.lkg O.2%
鍛冶関連遺物 2.6kg O.5%

±7.10.27.36_Hl 瓦16

±23

SD-07出 上遺物重量割合

±96.117

±37 鍛 7.8

え]6

1齢

(1)掘立柱建物跡出上の上器

掘立柱建物跡の柱穴からイ当欄勲勲勿が出土しているが、いずれも小破片であった。第 1号掘立柱建物跡
から第7号掘立柱建物跡まで奈良。平安時代の遺物が主なものと思われる。    なお、第2号掘立柱
建物跡 lST‐02)からは遺物は出上しなかった。

第 1号掘立柱建物跡6T-01)の柱穴P4の覆土から土師器の甕等の破片と須恵器の杯の破片が、P5か
ら須恵器ので底部ヘラ切り無高台の杯 (第 26図 1、 第7表)等の破片が僅力Wこ出上した。

第3号掘立柱建物跡 CST-03)の柱穴Pl、 P3から土師器の甕等の破片が働 こヽ出土した。

第4号掘立柱建物跡 6T-04Jの柱穴P2、 P4、 P6から土師器の甕等の破片が、P10から須恵器の回

転糸切り底部 (第 26図 2、 第7表)の破片が出上し危

97年度遺物出土状況_

±100石 7

±60

上5970.75.77.8485■ 5瓦 25

±51.71.81
■35.54.57.62.78.80_92.96瓦 18

±8.49.91

J二 54

±3.46.101

瓦1.5

■6.33.34.58.61.72
±22
±11.25.102105
上14.66.83
」二65 100
上21.93穀 1_2_3

■9_13.1619,20.40.97

±■

上器 356.lkg 71.4%
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第5号掘立柱建物跡 CST-05)の柱穴P5から内黒の杯の破片が、P12からは布目瓦、土師器の杯と甕

等の破片が、P14からは須恵器の杯、土師器の杯と甕等の破片が、P15か らは土師器の破片が出土した。

第6号掘立柱建物跡 tST-06)の柱穴 P2から口縁端印を折り曲げた須恵器の杯蓋 (第 26図 3、 第7

表)と P5から須恵器の杯の小破片が出土した。

第7掘立柱建物跡 (ST-07)の柱穴 P5から内黒の杯と土師器の破片が P6から土師器甕と須恵器杯の

破片が出土した。P-7からは内黒の杯の破片が出上した。

(2)道路状遺構出上の上器

道路状遺構を構成する第 2号溝跡、第 3号溝跡及び第 5号溝跡からは僅かな遺物が出土している。奈良

時代、平安時代 (8世紀後半から9世紀代)の遺物が出土している。

第 2号溝跡 CSD-02)(第 27図、第 7表)

覆土から、須恵器の無高台の杯 1、 2と 高台を付した杯 3、 4及び須恵器の鉢 5、 長頸壺 7、 甕 8、 9

が出土した。上師器の甕 6が出土した。欠損していて器高は不明である。 1の底部は回転糸切りで、2の

体部にはロクロロが強く残る。 3、 4の高台の断面形は平行四辺形を呈する。 5は日縁部で外反し、端は

面取りを施す。 7の月靡軸ま肩のはった球形を呈する。 8、 9イント面にタタキロを施す。6は底部に木葉痕

が施されている。このほか、日縁端部を折り曲げた須恵器杯蓋や内黒の杯の破片が出土している。

第3号溝跡 (SD-03)(第 28図、第 7・ 8表)

覆土から、内黒の杯 1～ 4、 内外両面に黒色処理を施した耳皿 5及び土師器の甕 6が出土した。 1と 3

の底吉日ま回転糸切り未調整である。4の底部は切り離し後回転ヘラ削りを施している。5の高台は欠損し

ている。 6の胴部の器厚は非常に薄く、削りを施している。

第5号溝跡 CSD-05)(第 29図、第8表)

覆土から働 斗こ遺物が出上しているが、いずれも′I研 であった。底部に手持ちヘラ削りを施した内黒

の杯 (1)、 須恵器の杯及び口縁端音Iが折れる杯蓋 (2・ 3)、 土師器の甕、須恵器の甕の破片が出土した。

(3)土境出上の上器

土墳の覆土から働 Wこ遺物が出上している。いずれも小破片であり、器種を特定できるものは少なかつ

た。第 1号土噴から第 6号土墳まで奈良・平安時代の遺物が主なものと思われる。

第 1号土壊 tSK-01)の覆土から土師器ロクロ調整の杯及び内黒、灰釉陶器の広日壺の頸部 (第 30図
2、 第8表)、 須恵器の甕 (1)等の破片が出上した。

第 2号土壌 CSK-02)の覆土からは土師器の椀、内黒の杯、須恵器の杯蓋 (第 30図 3)、 須慮器長頸壺

(4)、 須恵器の甕 (5)等の破片が出土した。

第 3号土壌 (SK-03)の覆土からは土師器及び須恵器の破片が出土した。

第4号土壌 tSK-04Jからイ郷 の無高台杯の破片が出上した。

第 5号土嬢 (駅-05)の覆土からは土師器及び須恵器の破片が出上した。

第 6号土壌 tSK-06)の覆土からは須恵器の無高台杯の破片が出上した。

(4)満跡出上の上器

第1莉 cSD-01)(第 31図、第 8・ 9表)

覆土から土師器の椀 1、 足高高台を有する椀型の器 建∋ 2、 灰釉陶器の椀 4・ 5、 灰釉陶器の段皿 3、
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羽釜 6が出上した。灰釉陶器の広口瓶の胴部 7が出上した 1及び 2は、体部が欠損しており全体の形や

器高は不明である。 3は漬け掛けを施している。 5の底音[及びその周辺は回転公ラ削りが行われていて、

高台の断面は三日月形を呈する。 6は体部に鍔状の突帯をめぐらせている。また、8は、器種は不明であ

るが、煮炊具か貯蔵良の底部かと思われる。内面側に沈線が縦横斜めの方向に刻まれ、付着物がみられる。

このほか、土師器の底部回転糸切りの杯、土師器の椀、土師器の皿、足高高台の椀型の器 141、 内黒の

椀、内外両面に黒色処理をした椀、土師器の甕、須恵器の甕、灰釉陶器等の破片が出土した。

第4号溝跡 (SD-04)(第 32図、第 9表)

覆土から、内黒の杯 1、 2が出土した。いずれも底部が回転糸切りである。そのほか、土師器の甕の底

部と思われる破片が出土した。

第7号溝跡 (SD-07)(第 33～48図、第9～30表)

円グラフで示したように、本遺構出土遺物の総重量約

500kgの うち 70%以上を上器類が占めている。土器類

を器種ごとに分けてみてみると、内黒の邦が最も多く

32.1%であつた。

食器では土師器の高イ、土師器の不、土師器の椀、土

師器の鉢、黒色土器のイ、黒色土器の椀、黒色土器の皿、

黒色土器の鉢等、土師器の盤、須恵器の郭、須恵器の鉢、

灰釉陶器の椀・皿等、緑釉陶器の椀・皿等、輸入磁器の

椀・皿等、刻書土器・塁書土器が出土した。煮炊具では、

土師器の甕、土師器の甑が出土した。貯蔵具では、須恵

器の壷、須恵器の甕、灰釉陶器の壺 。瓶等、黒色土器の

壷、緑釉陶器の壺が出土した。平安時代に属する土器が

多くを占めている。 SD-07出 土土器種類別重量割合
本遺構から出上した土器類は以下のとおりである。

ア 鰤 約 訪

1は高イの脚である。タト面は縦方向のミガキがなされている。

イ 土師器の杯

2から 66は土師器の無高台の杯である。ロクロ調整で、内面はロクロナデの後黒色処理等の調整を

施さないものである。22と 29は、底部はヘラ削りによる調整が施されている。そのほ力斗ますべて底部

回転沐切り未調整である。粗雑な作りのものが多ある。39と 42はとくに歪んだ成形であるぅ2の体吉Б

には 3本のヘラ描きが刻まれている。 6。 7の膊 日ま直線的に大きく開き、浅い。60と 61も体部の開

きが大きく、日縁部先端で折れてさらに開いている。60から66は皿状に体部が浅いものである。65・

66は底部に孔が穿たれている。破損していてよく分らないが、66は耳皿のように口縁が折れているも

のの可含とl■がある。

ウ 上師器の椀

67から76は土師器の椀である。ロクロ調整で、高台を有する。体部が比較的浅く直線的に開くもの

と体部の丸みに張りがあるものがある。71は日縁部の先端で外側に折れて大きく開いている。75と 76

の体部は直線的に大きく開き、非常に淘 r■

工 土師器の鉢

77と 78の回縁帥坊 端で内側に折れて内弯している。ロクロ調整のような横位のナデが施され、78

須恵器 郷 11.8rg 3.3%
灰釉 郭 9.5kg 2.7%
その他 1.lkg O。 3%

上師器 ＼
郭 47.3 kg

壷f墓導lo2.8途
28.8フイ ン/ 1他背『:玩

黒色上器 郭114.kg

(内黒) 32.1%
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の体部下半は削りが施されている。

オ 黒色上器の杯

79から162は内黒の杯である。79から81及び 89は体部の立ち上がりがはつきりして開きが小さく、

深めである。能 は底径が日径に比べて大きく、口縁部の先端は開かず直立気味である。154から 160

は大型のものである。開 。93・ 94・ 106・ 110・ 153の底部は手持ちヘラ削りが行われている。79・ 85

の底部とその周辺は回転
^ラ

削りされている。154は回転沐切りの切り離しを行つた後、粗雑なタッチ

のヘラ痕が残つている。そのほかの底部の切り離しは回転糸切り未調整である。105・ 112・ 157の底部

にはヘラによつて 1本または2本の細線が刻まれている。148か ら152の体部内面には縦のミガキが簡

略イ監されている。142の内面口縁部とクト面の体部から底音脱こ力鞘サて付着物がある。157の内面にも付着

物が残る。161・ 162は体部が非常に浅く、皿型を呈している。161の 日縁部の先は外反し、162は折

れて直立する。 土師擁の法量

土師郵の法量

10  ■  12  13  14  15  16cll 10    11    12    13    14    15

黒色土器の法量
内黒雰の法量

力 黒色土器の椀

163から182は内黒の椀で高台を付すものである。体訥ま直線的に開くものと丸みのあるものがある。

また、深いものと浅いものがある。日縁部の先が外反するものとしないものがある。163は体部が深く

直線的に開き、底部は比較的小さセ屯175の高台の断面は四角形を呈する。180と 1811静I地である。

1能 は体部内面の縦のミガキが暗文風に簡略化されている。

縞
　
輸‐封３‐‐
４‐矧‐‐削１１２‐

綿
　
駒
‐‐
４‐‐‐
３‐‐‐
２‐

口径
14  15  16  17  18cal
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183と 184は内外両面を黒色処理した椀である。高台が高く発達している。

キ 黒色土器の皿

185か ら189は内黒の皿である。体部が)F常に浅く、高台を付すものである。185から187の佑鋼ま

直線的である。188と 189は直線的な体部に口縁部の先が外反している。

190は内外両面を黒色処理した皿である。191は内外両面を黒色処理した耳皿である。体部が非常に

浅く、高台を付すものである。

ク 黒色土器の鉢等

192は内黒の鉢である。大型で高台は無く、底部の切り離しは回転糸切り未調整である。底部にヘラ

で線が刻まれている。

193は内外両面を黒色処理したミニチュアの不と思われる。底部の切り離しは回転糸切りである。

ケ 鰤 約 盤

194か ら199は盤である。194と 195の脚の端部は面取りが施されている。196はヘラで十字に切り

開けた透かしを有する。197は棒状工具で円形の透かしを突き開けている。198の脚の径は小さく比較
白斬田しち 196の体部内面には付着物があり、器面は一部黒変している。
コ 須恵器の不

2∞ から209は不蓋である。200か ら205の

つまみ吉降翰魅跡形を呈している。206のつま

み部の形は中央が若干盛り上がっているがほ

ぼ平で、接谷吉円のくびれは無い。また、日縁部

端部の形態は、207は外側に開いて折れ、208

と209は強く屈曲している。

210から229は無高台で直線的に開く体部を

もつ杯である。体部の外傾イk/Jヽ さいものから大

きなものがある。210の底部の切り離しはヘラ

切りである。213・ 214の底部イま手時ちヘラ削

りが行われている。222・ 226・ 231は底部の残

存面積が小さいので明確ではないが、手持ちヘ

ラ削りが行われていると思われる。その他は回

転糸切り未調整である。212・ 214・ 215・ 216・

218・ 223・ 224・ 226・ 228イこイ意ゥ(櫂碁が乃《らオL

る。224か ら229はロクロロが良く残っている。

235は無高台の不で、底部を回転糸切りで切

り離した後、周縁をヘラ削りしている。236と

237は体部の下位に稜をもって折れて立ち上

がる形態で、火欅がみられる。

230から234は高台を有する杯である。230と 231出′1理で膊 日ま深ヤ比232と 233は 口縁の径は大
きく、僻 日ま浅い。232と 233の底部はしっかりと回転ヘラ削りが行われているが、234の底部は回転
糸切り痕を残す。

サ 須恵器の鉢

239は平底より立ち上がり、直線的に開く体部から内弯して口縁部に至る形態を呈している。底部は
回縣 切り未調整で、口唇部は面取りが施されている。238は直線的に開く体部より頸部で締まり、外

反して日縁部に至る形態を呈している。日縁帯をも鳥

須恵郭 (無高台)の法量

須恵邪 (高台付)の法量

器高

5cm
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シ 灰釉陶器の椀・皿等

240から245は椀である。体部は丸みをもつて開き、高台を付すものである。240と 245の施釉はハ

ケ塗りで、240の釉の色は比較的緑が濃い。これらの高台の断面は三日月型を呈している。その他は漬

け掛け施釉である。高台の断面形は丸みを帯びた三角形で、244は四角形ぎみである。243と 244の底

音剛こは回転糸切り痕が残る。

246と 247は段皿である。246の膊 日ま反りが強く浅い。247は厚手で回転合ラ削り痕が粗く残る。

247の施釉イ賀責け掛けである。246は残存面積が小さく不明確であるが、ハケ塗りである。

248から256の皿の施和は漬け掛けである。257と 258の残存部には釉はみられなかった 257の底

部には回転旅切り痕が残る。249・ 251・ 256・ 257・ 258の高台の断面形は丸みをもつた三角形か四角

形である。

259から261は輪花皿である。施釉は漬け掛けで、高台の断面形は三日月形を呈している。

262・ 263は耳皿である。高台は無く、底吉印ま回転糸切り未調整である。釉の色は、262は飴色ぎみ

で263は青みがかつている。

ス 緑釉陶賠の椀 B皿等

264か ら266は緑釉陶器である。どれも小破片で詳細は不明である。264の胎土は淡い黄色がかって

いて軟らかい。平働まとても薄い色で剥落が激しい。265・ 266の胎土は灰色がかった白で、釉の色は%4
より濃い緑色である。

セ 磁器の椀・皿等

267か ら269は白磁である。267は高台を付けず、釉は底部まで全体に施されている。268は輪花椀

である。269心小破片で詳細は不明である。

ソ 刻書土器 日墨書土器

270か ら276は刻書土器である。底部あるしWま体部外面に文字がヘラ書きされている。270は土師器

の不で 271から275は内黒の不である。276は内黒の椀である。272は「芳」と読める。その他は半J読

できなかった。277は須恵器イの墨書土器である。これも破損が大きく判読はできなしも

夕 土師器の養

278から296は甕である。278は 日縁部が「く」の字状に外反し、内外両面を横ナデしている。279

イま口縁部の開きが河ヽさヤち 口紡常日ま債ナデされ、月同音呂t剖党方向イこヘラ肖」りがされている。280の 日褐常Б

イま「く」の字状に外反し、胴部外面はハケ調整が施されている。281は調整にロクロあるヤWま回転台を

用いていると思われる。口唇部は面取りが施されている。282は粘土帯積み上げによつて成形され、月同

音lψMttはヘラ肖Uり とサデが施されている。

283か ら291は小型の甕である。283から288はおそらくロクロあるヤWま回転台を用いてナデ調整が

施されたものと思われる。288から291はロクロによるナデ調整が施され、これらの底部の切り離しは

回転沐切りが行われている。

292・ 293は内外向向にヘラ削りが施され、器厚は薄し、 294・ 閉5の底部の径はとても小さく歪な円

形を呈している。内外両面にヘラ削りが施されている。296は大きく開く口縁部をもち、孔が穿たれて

いる。

チ 土師器の甑

297は甑である。底部端部の外面は削りによって面を取つている。

ツ 羽釜

298か ら302は体部上寄りに鍔状の突帯を付したもので、鍔が連続して胴部を一巡するものである。

299か ら301は 日縁部から鍔にかけての距離が比較的長ヤちこれらは外面の口縁訥まナデが施され、鍔

から下はヘラ削りが施されている。3ooの 口冷藉印ま開いている。
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3硯 は口縁部から鍔に力鞘すての距離が短く、日縁吉日ま内弯してヤヽる。残存部が月ヽさいため、明確では

ないが、3硯 はロクロによるナデ調整が行われている。

303は鍔んミ連続していなく、数力所で切れるものである。外面に削りとハケ調整がみられ、内面はナ

デが施されている。

テ 須恵器の壺

304から313イ割鶏切同に細い頸部を付け、日縁部は屈曲して先端で回縁帯を作る長頸壺である。頸部

の接合は 305が 2段階で 3∝ が 3段構成である。また、304と 309。 311の体部には接合部がみられる

ので、これらもおそらく3段構成である。306の頸部には2条の沈線がひかれており、肩に取つ手がつ

けられていた跡が残っている。

314は体部の肩の部分で屈曲する種類の長径壺もしくは、平瓶の肩の部分と思われる。胎土は比較的

白っぽけ灰色をして、瑠璃色の釉がかかつている。

315から319は長頸壷か短頸壺の底部である。315の底部には回転糸切り痕が残る。315の高台は裾

の張りが強く開いていいるが、316から319の高台の断面形は長方形である。

320は短頸壺である。日籐 町ま短く直立気味である。

卜 須恵器の斐

321から332は甕である。321は日縁部で、先端℃期則に折れている。322は張りのなし胡同部で、外

面は並行タタキを行いその上から工具によつてナデられ、内面は同心円タタキを行っている。323と 324

は突帯付四耳壺である。いずれも耳には子いまない。突帯の断面形は、323は三角形を324は丸みをもつ

た三角形を呈している。外面には並行タタキを行い、内面はナデられている。325は日縁部で大きく外

反している。326イ』同部より短く外反して口縁部に至る形態をしている。外面は並行タタキとナデを行

い、内面はナデられている。329は平底幻旧部肩が強くはる形態をしている。外面は並行夕タキを行い、

内面はナデが施されている。327・ 328・ 380・ 331は短い口縁部をもつものである。327は胴都外面に

並行タタキが行われており、焼きは甘く表面が剥落している①328も焼きは甘く表面が剥落しており、

327と 同一個体かもしれなヤ屯380と 331は小型で胴都外面に並行タタキが施されている。331の内面

はハケ調整が行われている。332は平底の底部で、胴廓外面に並行タタキが施され、内面は削りの魏

くナデが施されている。

ナ 灰釉陶賠の壷・瓶等

333は広口瓶の日縁で、白径は 14.6 clllである。釉イ:炒卜面全体的に、内面は日縁部の中ほどまで掛かつ

ている。334は長頸壺と思われ、僻 日ま良く張り、外面イ軒由が施されている。335から337は高台が付

くもので、壺または瓶の底部である。底部から月同部下部は回転ヘラ削りが施されている。338は日縁帯

をもつ口縁部で、小型のものである。339と 340は高台のない回転糸切り未調整の底部であり、小瓶の

底部かと思われる。

三 黒色土器の壷

341は内外向向を黒色処理した長頸壺の日縁部である。先端は折り返して日縁帯をつくる。

ヌ 緑釉陶器の壺

342は緑釉陶器で小型の壺の体部かと思われる。胎土は青灰色で硬質で、濃緑色の釉を施している。

ネ その他

343は漆塗の鉢である。須恵器の内外両面に漆が施されていると思われる。日縁帥ま折れて内傾して

いる。小片で細かい点は不明である。

第8号溝跡 CSD-08)(第 49図、第 30・ 31詞

覆土から土師器の杯 1～ 3、 土師器の椀 4・ 5、 内黒の杯6～ 10、 内黒の椀 11・ 12、 須恵器の杯 13、
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須恵器の壺 14～16等が出土した。

杯2と 3の購 日ま回転糸切りを施されている。4の高台は発達している。6～10の底部は回転糸切りで

ある。粗雑な作りで、 7・ 8の内面底吉脱こロクロロが強く残る。■・12は底部である。13は無高台で、

回転沐切りが施されている。14は長頸壺の頸部で、15は小型の壺か瓶であると思われる。16の底吉剛ま内

面に強いロクロロが残り、外面は回転糸切りを施している。

第9号溝跡 (SD-09)(第 50図、第 31・ 32表)

覆土から土師器の杯 1及び椀 2、 内黒の椀 3、 須恵器の底部4と灰釉陶器の椀 5等が出土した。 1の底

部の径は小さく、回転沐切りされている。 2の体部は大きく直線的に開いている。4は高台を付する杯と

思われ、底吉印司辺は回転かラ削りが施されている。 5は輸花椀である。

(5)ピット (P-01～ P-134)出上の上器

いくつかのピットの覆土から遺物が出上している。どれも小破片で、図化できたものは少ない。

P-01からイま須恵器杯の破片が出上した。P-07からは土師器甕胴音呂の破片が出上した。P-10からは

須恵器の無高台の不が出土した (第 51図、第 32表)。 1と 2の購 剛ま手持ちヘラ削りが施されていると思

われる。 2には窯印のようなヘラ描きが施されている。どちらも残存部が小さいため、明確ではない。その

ほか、土師器片と須恵器の壺の破片と思われる遺物等が出上している。P-11からは無高台の不が出上し

た。底音剛ま手持ちヘラ削りが施されていると思われるが、残存部が小さいため明確ではない。P-16からは

土師器甕の破片が出土した。P-21からは土師器長胴甕の胴部の破片及び両面に刷毛調整が施されている

甕の破片が出土した。また、須恵器の高台付杯と外面にタタキロが施されている甕の破片が出上した。P―

23から長胴甕が出土している。器厚は薄手で、日縁部は「く」の字を呈している。武蔵型甕であると思われ

る。P-24からは勾謀器不の破片が出土した。P-29か らは土師器の郷と甕の破片が出土した。不は非ロ

クロ調整のものと思われる。P-32からは土師器甕の破片と須恵器の高台付杯の破片が出上した。P-42
からは須恵器不の底部と壺または甕の日縁の破片が出上した。郷の高台断面は三角形を呈している。P-56
からは内黒の杯等の祓片が出土した。P-57からは内黒の杯の底部、土師器甕の胴部と須恵器甕の胴部が出

上した。内黒の杯の底部は回転糸切りが施されている。P-58か らイ辮 の胴部の破片が出上した。P
-84からは須恵器の日縁端部で短く折れている杯蓋が出上した。P-85から|ま土師器の破片が出上した。P
-94からは土師器片が出土し、P-101からは土師器杯の破片が出土した。P-124からは土師器と内黒の

破片が出土し、P-125からは内黒の破片が出土した。P-126からは内黒の杯が出土した (第 51図、第32

表)。 回転糸切りの底部で、内面は暗文風に縦ミガキが簡略されている。また、底部に回転糸切りの内黒杯の

破片が出土した。

(6)遺構外出上の上器

I区 (平成 9年度調査)(第 52～56図、第 32～39表 )

この調査地区からは遺構分布密度力Mヽ さいにもかかわらず、点箱 14ケースという多量の遺物

が出土した。次の図はグリッドごとの出上分布図であるが、出土地点は何箇所力ヽ こ分れて集中して出上し

ている。この一帯は緩や力斗こ窪んでおり、周辺から遺物が流れ込んだと考えることができる。また、表土

からも多量の遺物が表採されているので、耕作によつて遺構の多くが破壊されたと考えられることもでき

る。

主に奈良時代から平安時代の後半の上器が出上している。食器は、土師器の無高台のイ・椀・高杯・盤

と内黒のイ・椀と向向を黒色処理した椀・皿等が出土した。また、須恵器の杯・不蓋、灰釉陶器の椀・皿

及び緑釉陶器等が出上した。煮炊具は、土師器の長胴甕、小型甕、羽釜が出土した。貯蔵具は須恵器の長
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土器 総 重量 98.05随
| | | | | | |

D ● 0●

0 0 ●

螢
―/

章

●
 |

●
10kg以上 ● 6 kg以 上

‐o3kg以 上 ● 2 kg以上

。l kg以 下

璽
|

牛

頸壺・短頸壺・甕と灰釉陶器の広日瓶等が出上した。このうち、図化できるものを本書に掲載した。

1から 37は土師器の無高台の不である。ロクロ調整で底部回転糸切り未調整、内面はロクロナデの後

黒色処理等の調整を施さない。 1の僻 騨ま直線的に開き、ロクロロが強く残る。 2の底部の径は小さく体

部は大きく開く。25の内面に付着物がある。29から34は小型で、口径イン〕ヽさく体部は浅セ屯

38から44は土師器の椀である。ロクロ調整で、高台を有する。器 から42までは体部が比較的浅く直

線的に開く。43と 44は体部の丸みに張りがある。

45は高杯である。脚部は内外向向とも丁寧な横方向のナデが施されている。

46は足高高台を有する椀型の器 鶴 )の高台である。

47から67は内黒の杯である。底部の切り離しは回転旅切りですべて未調整である。  60の 口縁部内

面には付着物がある。61の僻 日ま比較的膨らみをもち、深い。62と 631難L較的大型である。64から67

の底部にはヘラ描きが刻まれている。

64から67は体部外面に刻線があり、窯印と思われる。68は体部外面に十字の刻みがあり窯印力咳J書土

器の可能性がある。

69から75は内黒の椀で、高台を有する。71から73は比較的小型である。74は縦のミガキが簡略化さ

れて暗文風である。75は花弁の暗文が施されている。

76から83は器の内外両面を黒色処理したものである。76は椀で、丁寧なミガキを施している。宥 か

ら81は皿で、高台を付け体部は直線的にのびて浅い。82は内面に黒色処理を施している。82はイか或い

は壺の底部と思われる。83は日縁部の先端が折れて内傾するもので、椀蓋かと思われる。

84は土師器の鉢であると思われる。

85から89は盤である。ロクロ調整で、大きな器イ朝却台をもつ。85の内面には付着物がみられる。86

と89の脚には方形の透かしがある。88は盤か高坪で、器部の底に孔が穿たれている。焼成後に開けられ

たと思われる。

90と 91は須恵器である。90は郭蓋で日縁の端部を内側に折っている。91は高台付きの杯である。体

部は箱型で高台の断面形は平行四辺形を呈する。

92から97は灰釉陶器である。92から95は椀で底部周辺に回転ヘラ削りを施す。921剖弔」毛塗り施釉で

ある。94の高台の断形は三日月形である。96と 97は皿で、97は底部とその周辺は回転
^ラ

削りが行わ

れている。96は底部に回転糸切り痕があり、漬け掛施釉である。

98と 99は緑釉陶器である。98の胎土は青灰色で内面にヘラミガキが施されている。底吉日ま糸切り痕を

残す。99は青灰色の胎上で、平齢ま98よ りやや濃い緑色であり、ヘラミガキは施されていない。
1∞ イま18世紀から19世紀前半の瀬戸・美濃の陶器の丸椀で、胎土は白色で透明な釉が掛かっている。

101か ら107は甕である。そのうち、101から104は長胴甕である。1011ま内面に僅力Wこ刷毛調整痕が

見られる。103・ 104イ剖同部から口縁部にかけて「く」の字状に折れ、口縁部の先端で短く外反している。
102と 103は回転台を用いたナデが施されている。105の日籐 岡ま短い。1弼 は小型甕でロクロ調整の作
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りである。底部の切り離しは回転糸切りである。107の底部外面には木葉痕がある。

108か ら1■ は羽釜である。鍔が連続して胴部を一巡するものと思われる。108は内外両面に刷毛調整

が施されている。109の外面は横位のヘラナデが施されている。111の外面はヘラ削りが施されている。

112か ら 115は須恵器の壺である。■2は長頸壷の頸部であり、内外両面に強いロクロロが残るё■3

は短頸壺である。■4・ ■5は凸帯付四耳壺か壷の底部であり、高台を付す。

116は須恵器の甕の底部で、外面にタタキロが施されている。

117と 118は灰釉陶器の壺か瓶である。■7は広口瓶である。

Ⅱ区 (平成 11年度5月 口6月調査)(第 57図、第 39・ 40表 )

この地区の遺構外出上の上器は少なく、すべて小破片であつた。内黒の杯、須恵器の杯土師器の甕、須

恵器の甕、須恵器の長頸壺、灰釉陶器の壷か瓶等の破片が出土した。 1は内黒の椀お部 である。 2は須恵

器の郷で火欅がみられる。 3は灰釉陶器の椀で、底部とその周辺に回転かラ削りが施されている。5は上

師器の甕の胴部から底部で、ロクロ、或しヽま回転治を用いて整形している。4は須恵器の鉢か壺で外反す

る日縁部を有する。 6は須恵器の甕か壺の口縁部である。

Ⅲ区 (平成 11年度 7月～9月調査)(第 58図、第 40表)

この地区は、遺構外から僅かな土器が出土した。

1から4は土師器のイである。土師器の無高台の不である。ロクロ調整で底部回転糸切り未調整、内面は

ロクロナデの後黒色処理等の調整を施していなVL 5は土師器の小型の椀である。ロクロ調整で、高台を

有する。 6・ 7は内黒の郭である。底部の切り離しは回転糸切りで、すべて未調整である。 8は内黒の椀

で、高台は欠損している。 9・ 10は灰釉陶器で、9は椀、10は段皿である。底部周辺は回転かラ削りが

施され、平齢翼罰サ掛けである。11インJ理甕で回転治を用いたと思われるナデが施されている。12イE勒野由

陶器の小瓶と思われる。

2瓦

本調査で出上した瓦は、てん箱 18箱に及ぶb掘立柱建物跡、道路状遺構、遺構外から出上した。第 7

号溝跡から多量に出上し、13箱を占める。

軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦 。平瓦・英斗瓦が出土した。完形は一つも無かった。狭端面から広端面まで自続し

て残存するもの、または左側縁から右側縁まで連続して残存するものも極めて少なかった。すなわち、全体

の形態や法量が明確にわかる程度に残存するものはほとんど無かった。

軒丸瓦及び軒平瓦は、これまでにも信濃国分寺跡及びその周辺の尼寺、瓦窯跡、明神前遺跡、道場地籍、現

国分寺、古城遺跡から出上し、数種類確認されている。本調査では、これらのうち人葉複弁蓮華文及び九葉

単弁蓮華文軒丸瓦、偏行唐草文軒平瓦と同じ文様の瓦が出上した。さらに、これまでに確認されていなかっ

た九葉素弁蓮華文及び十 (九)葉単弁蓮華文軒丸瓦が出上した。

(1)∞ 出上の瓦

第 5号屁Й柱建物跡 6卜∝)(第 59図、第 41表)

P12の覆土より、丸瓦が 1点出土した。一方の側縁部と両端部が欠損しており、全体の形や法量は不

明である。厚さ 1,9 cm、 残海長 10.2 cmである。凸面はナデで調整され、凹面は布目痕がある。側面は

凹面側を面取りしている。

(2)道路状遺構出上の瓦
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第 3号溝跡 (SD-03)(第 60図、第 41表)

東側の第 3号溝跡の覆土より丸瓦と平瓦が合わせて 3点出土した。

1の丸瓦は一方の側縁部と端部が久損しており、全体の形や法量は不明である。厚さ 1.8 cm、 残存長 12.6

cmである。凸面はナデで調整され、凹面は糸切り痕が残 り布目痕がある。側面は凹面側に分割痕が残る。

2と 3は平瓦で欠損により全体の形や法量は不明である。2は残存長 11,2 cmで、厚さは 1.8 cmである。

凹面は布目が残り、凸面は平行夕タキロが施され、部分的に布目が残る。狭端面まで布目がみられる。 3

は残存長 7.5 cmで、厚さは 1.7 cmである。凹面は布目が残り、凸面は平行タタキロが施される。側面には

分割痕がみられ、広端面に削りが施されている。

(3)満跡出上の瓦

第 1号溝跡 (SD-01)(第 61図、第 41表 )

本遺構からは、丸瓦 。平瓦合わせて 9点出上した。月ヽ片は図化 しなかった。
1から3は丸瓦で、4と 5は平瓦である。全体の形や法量は不明である。 1は残存長 5.5 cmで、厚さ

は 1.4 cmで ある。凹面は布目が残り、凸面はナデが施される。 2は残存長 9,3 cmで、厚さは 2.3 cmである。

凹面は布目が残り広端部は削られている。凸面はナデが施される。側面は凹面側を面取りしている。 3は
残存長 10,2 cmで、厚さは 1.9 cmである。凹面は布目が残り、布目には綴じ合わせ目がある。凸面はナデが

施される。側面は凹面側を面取りしている。 4は残存長 9.8 cmで、厚さは 2,3 cmである。凹面は布目が残

り、凸面は平行タタキロが斜状に施される。側面まで布目がみられ、スジ状の窪みがある。5は残存長 5,1

Cmで、厚さは 1,8 cmである。凹面は布目が残り、部分的にナデがみられる。凸面は縄夕タキロが施され、

糸切り痕がある。TRll面には削りが施されている。

第 7号溝跡 CSD-07)(第 62～75図、第 41～48表 )

本遺構から出土した瓦類を分類してみると図のように

なる。平瓦は全体の総重量の 77.8%を 占め、丸瓦は 19,6%
であつた。平瓦のうち凸面の調整が縄タタキロのものが多

く42.0%で、平行夕タキロのものが 35.6%であった。また、

焼成は還元炎のものが 63,4%、 酸化炎は36.6%で、灰色に

焼かれた瓦が過半数を占めていた。

軒丸瓦は、それとわかったものすべてを本書に掲載した。

丸瓦と道具瓦は、規模がある程度推測できる大きさのもの

を掲載した。平瓦等は側面 2面と端面 2面の4面のうちど

れか2つを残存しているもの、特徴のあるもの、残りの大

きいものを選んで図化し掲載した。

ア 軒丸瓦

本遺構から出上した軒丸瓦の瓦当文様は4種類ある。 1と 2は九葉単弁蓮華文、3と 6は九葉素弁
蓮華文、4は十葉 (九葉)単弁蓮華文、5は信濃国分寺創建期の人葉複弁蓮華文である。瓦当文様が

完全に残存しているものはない。

1と 2の九葉単弁蓮華文と同じ文様構成の瓦は、平成 8年上田市立第一中学校建設に伴なう却朔自跡の

発掘調査により出土している。これらは、『信濃国分寺‐本編石』(上田市教育委員会 19741づ |1弘文9に
所収されている現国分寺本堂東南隅から出土した九葉単弁蓮華文とも同じである。1の残存する大きさは、
縦 10.2cm、 横 10,lcm、 瓦当厚は2.1から2.5 cmである。 2の残存する大きさは、縦 7.5cm、 横 9,lc
m、 瓦当圧 2,l cmで ある。

SD-07出 上瓦種類別重量割合

その他 2.5kg 2.0%
軒丸瓦 0。 8kg O.6%

平瓦 96.5 kg 77.8%
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3の残存する大きさは縦7,8cm、 横 5,9cm、 瓦当厚は 2.O cmである。 6の残存する大きさは、縦 4.lc

m、 横 5。2 cmで ある。3と 6の軒丸瓦は、信濃国分寺跡やその周辺からの出土がこれまで知られていない新

資料である。

イ 丸瓦

7から46は丸瓦である。玉縁部が残るものは、7・ 11・ 33・ 34・ 35・ 36・ 37・ 38である。こ

れらは玉縁式の軒丸瓦であるといえる。これ以外の中で有段か無段かが明確にわかる程度に残存する

ものは無かった。玉縁部の長さはそれぞれ異なっている。玉縁長はそれぞれで、 7は 8,3 cm、 11は 2.7

cm、 33は 4,9 cm、 34は 5,7 cm、 35は 42cln、 36は 4.6 cm、 37は 40 cmである。また、38は肩吉Iのつ

くりが極めて浅い。

横幅が判るものは、 8・ 9。 10・ 33・ 34である。 8は 14.5cm、 9は 12,Ocm、 10は 14.8 cm、 38は

14.l cm、 29イま15.5 cmで ある。

厚さは l cmか ら3 cmの幅に分布する。2.2 cm前後の厚さのものが最も多く、次に 1.5血前後のものが

多い。

調整は 10と 43を除いて、凸面にナデを施し凹面に布目があるものである。10の凹面は横方向に削

られて布目がみられなヤ比 43の凸面は平行タタキロが施されている。16と 18の凸面の調整はナデが

主体であるが、部分的に平行タタキロがみられる。7と 12の凸面はナデのほ力Wこ削りもみられる。側

面が残るもののほとんどは凹面を面取りしているが、17と 19は向向を面取りしている。また、広端部

が残るもののほとんどは凹面に削りが施されているが、14は凸面が削られている。玉縁部が残るもの

のうち 35と 36の玉縁部凹面は削られている。そのほか、12・ 18・ 23・ 45の凹面と、14の凸面とに

糸切り痕がみられる。24・ 25と 41は玉縁部が欠損 している。24の凸面は無文でナデが施され、凹

面は布日である。側面は凸面側に面取りが施されている。25の凸面は無文で削りとナデが施され

ている。凹面には布目がみられる。側面は凹面側に面取りが施されている。26～ 28・ 42は広端部

である。26の厚さは比較的薄い。凸面には横方向のナデが施 され、凹面には布目がみられる。側

面は凹面側に面取 りが施されている。また、広端部は凹面側を広く削つている。28の凸面には横

方向のナデが施され、凹面には布目がみられる。側面は凹凸向向に面取りが施されている。42の

凸面には縦の粗い削 りがみられる。側縁部と広端部の凹面側に広く削りがみられる。27の厚さは

地較的薄い。凸面は無文で横位のナデが施され、凹面には布目がみられる。側面は凹凸向向に面取

りが施され、広端面も面取りが施されている

そのほか、17と 23の布目には布綴じ合わせ目がみられる。23は側面にまで布目がみられる。21の

凸面には深いヘラ痕力該Jまれており、刻字の可能性もある。

ウ 平瓦

本遺構から出土した平瓦は瓦類全体の重量の8割近くを占めている。

凸面の調整は縄夕タキロ、平行タタキロ、押型文、無文がみられる。その中で縄タタキロのものが多

く平瓦の総重量の4割以上を占め、次に多いのが平行タタキロであつた。凹面の調整はほとんどが布目

で、僅んヽこナデによる無文のものがあった。布目の l cm四方の密度は、第 54表のように4本X4本か

ら■本×13本まであった。そのうち、 7本×7本前後のものが最も多かつた。

側縁が削られて面を取るものとそうでないものがあっ危 削りを施しているものは、四面側が削られ

ているものと、凸面側が削られているものと、両面が削られているものがあつた。凹面に施されて布目

を消しているものが最も多かった。また、側縁に削りを施した後、さらに側面に面取りを入れるものも

みられた。

狭端部や広端部が削られて面を取るものとそうでないものがあっ亀 削りが施されているものの多く

は凹面側であるが、凸面側に施されているものもあつた。
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模骨の枠板痕跡の有無も、痕跡の無いものがほとんどで、痕跡のあるものは少数であつた。 i枚作り

の可能性のあるものがあつた。側面にまで布目が及んでいるものが小数であるがみられた。

工 道具瓦及び文字瓦

幅の狭い戻斗瓦とと思われる瓦も出上した。141か ら 146の幅は、8 cmから 16.5 cmの 間の中にあ

る。凹面が布日で凸面が平行タタキロを施 しているものが多い。144は、凹面は布 日で凸面は縄タ

タキロが施されている。凹面には模骨痕がみられる。143の凸面は平行夕タキロをたてよこに組み

合わせて格子 目をつくっている。

刻書による文字瓦と思われるものも存在した。76と 77は細いヘラによつて線が刻まれており、記号

か文字の可能い ある。

(4)遺構外出上の瓦

軒平瓦・軒丸瓦と道具瓦は、それと判つたものすべてを本書に掲載した。丸瓦は、側縁か端縁のどれか

が残存しているものを掲載した。平瓦等は側面 2面と端面 2面の 4面のうちどれか2つを残存しているも

の、特徴のあるもの、残りの大きいものを選んで図化し掲載した。

I区 (平成 9年度調査)彿 76～78図、第 48・ 49表)

この地区からは軒平瓦、軒丸瓦、丸瓦、平瓦、奥斗瓦が出土した。Ⅱ区、Ⅲ区に比べて、出土数が多

しも 下の図は、グリンドごとの出土量及び分布を示した図である。

ア 軒平瓦

1は偏行唐草文軒平瓦である。I区東部から出土した これと同一文様のものが現信濃国分寺本

堂北西から出上し『本編』に掲載されている。大きさは縦 5,5 cm、 横 6,9 cmで、瓦当面の上弦の残存

長は 3.4 cm、 下弦の残存長は 5,5 cm、 残存厚は 2.2 cmである。

イ 軒丸瓦

2は軒丸瓦と思われるが、残存部が小さく詳細は不明である。1と同じグリッドから出上し亀

残存長は 9.4 cmである。瓦当面の外区と珠文のような文様が存在する。内面は布目が施されている。

ウ 丸瓦

3から10は丸瓦である。

3から5イま玉縁部が残る。 31ま玉発翡郭から端辞郭まて遊斯字し、全郵棄′ま35,7 cmで どある。韓 イま4.5

cmである。凸面はナデが施され、凹面は布日である。側面は凹面側を面取りしている。4は玉縁が

3よ り短く、2.4 clllで ある。凸面は斜状の平行タタキロで、凹面はナデを施している。肩の作りも

3よ り小さく丸みをもつている。5は玉縁部の先が欠損しており玉縁長は不明である。凸面はナデ

が施され、凹面は布目である。側面は凹面側を面取りしている。

6は、凸面は斜状の平行タタキロが施され凹面は布日である。側面は凹面側を面取りしている。

瓦総 重 量  25,200g
| | | | | |

●
へ

● 0 0 キ
● ●

「奄 シ

づ 0 a10,。 じ文 卜 ● A Lrσ じf ト
V    

Ψ  ´ ~     ~~~0 才  ~~

● 8 kg以上 ●2 kg以上

。l kg以 下
刀
平
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7から9は、凸面はナデが施され凹面は布 日である。側面は凹面側を面取りしている。10は凸面

と凹面にナデが施され、側面は凹耐則を面取りしている。

工 平瓦

11から23は平瓦である。これらの凹面は 13を除いて布目が施されている。13は、布日はみら

れない。また、14は布目とタタキロのような痕がみられる。凸面は、15はナデが施され、22・ 23

は縄タタキロが施されている。それ以外は平行夕タキロが施されている。12の凸面と 13の凹面に

は糸切 り痕がみられる。22の広端面の凹面には削りによつて面が取られている。10・ 13・ 18・ 22

の側面は凹面に面取りが施されている。また、11の端面と側面に布目がおよびi枚作りの可能性

がある。

オ 道具瓦及び文字瓦

24と 25は英斗瓦かと思われる。幅は 24が 14.2 cm、 25が 13.l cmで ある。断面形は曲線状を呈

している。どちらも凸面は平行夕タキロで、凹面は布 日である。

21は文字瓦と思われる。凹凸向向に布目が施され、凸面には布目を部分的にナデて磨り消し、

そこにヘラ状工具で文字か記号を刻書している。

Ⅱ区 (平成 11年度 5月 日6月調査)(第 79図、第 49表 )

先にも述べたように、この調査地区の包含層等から出土した遺物量は少ない。軒丸瓦 2点、丸瓦 1,点 と

布目瓦の平瓦 H点が出上している。

1の瓦当文様は九葉素弁蓮華文で、第 7号溝跡から出上したものと同一文様である可能陛がある。第 1

号道路状遺構 (SD-02)の 南部の上層から出上した。破片の残存する大きさは、縦 11.5 cЩ 横 14.2

cm、 瓦当厚 2.2 cmである。

2は十葉 (九葉)単弁蓮華文で、第 7号溝跡から出上したものと同一文様である可能陶 ミある。残存

する大きさは、縦 7.9cm、 横 12.2cm、 瓦当厚 1,8 cnで ある。

3は丸瓦で玉縁部が欠損している。凹面に押型文が施されている。 4の平瓦の凸面は平行タタキロを施

し、5の凸面イ鴻 タタキロを施している。

Ⅲ区 (平成 11年度7月～9月調査)(第 80図、第 49表)

軒丸瓦、平瓦等が出土した。

ア 軒丸瓦

1は軒丸瓦の瓦当部であると思われるが、残存部分が小さすぎるため、文様等の詳細は不明であ

る。残存長は縦 3.5 clll、 横 6.5 clllで ある。

イ 平瓦

2と 4は平瓦で、2の凹面は布目で凸面はナデが施されている。側面には削りなどの調整が行わ

れおらず、端面まで布目が及んでいる。

4の凹面は布日で凸面は平行タタキロが施されている。側面には削りなどの調整が行われていな

い。側面まで布目が及んでおり、一枚作りの可能性がある。

ウ 文字瓦

3は平瓦の文字瓦と思われる。凹面は布日で、凸面は布目に部分的にナデで布目を消している。

ヘラ状工具で文字を刻書している。「大」という宇に読める。
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

わらび手文
四葉単弁蓮華文
二重圏文
十二葉素弁蓮華文
文様不明

(軒平瓦)  B 均斉蓮華文
C 遍行唐草文
D 針葉文

男lJ点地土出

☆悟寺…金室・ 講堂跡
鐙瓦 A・ B
宇瓦 A・ B

☆尼寺…金堂・講堂跡
鐙瓦 A・ BecoD・ E・ F
宇瓦 A・ B

☆瓦窯跡
宇瓦

☆明神両遺跡
鐙瓦 Aほか

☆字道場地域 (比丘尼井戸周辺)

鐙瓦 A・ E
宇瓦 A

☆現国分寺周辺
鐙瓦 B・ E・ G
宇瓦  C・ D

☆古城遣跡 (半成 8年調査 )

鐙瓦 G
☆国分遺跡群 (平成9.■年調査)

鐙瓦 A・ F・ G・ G。 ●・◎
掌π  C

信濃国分寺跡及びその周辺遺跡出土の軒瓦の一覧表
(五十嵐幹雄先生、1999『考古雑録(319)』 の表をもとに作成)

3金属製品 彿81図、第50表 )

合計 31点出土している。素材は鉄であると思われる。遺存状態は良くなく、器種や全体の形態をtELEで

きるものはほとんど無い。これらのほとんどは第 7号溝跡 (SD-07)か ら出上した。そのほ力Wま包含層
から出土したものもある。 I区から3点、Ⅲ区から2点出上した。Ⅱ区からは遺構からも包含層からも出土
しなかった。

1と 2は刀子で、3から21は釘であると思われる。いずれもほぼ断面方形に成形されていて、完成品イま少
なヤち 4は比較的細く、緩や力Wこ湾曲し、断面形も扁平である。釘ではないかもしれなし、 その他の鋏製品
は明確に器種は分らなヤ屯

4鍛冶関連遺物 彿 82～83図、第51荊

I区の包含層から錫杖鋳型が 3点出土した。羽日は I区の包含層と第 7号溝跡 (SD-07)の 覆土から
5点出上した。鍛治滓は第 7号溝跡の覆土から14点出上した
ア 錫杖鋳型

1から3は I区の東部のグリッドから出上した。胎土イ漸婢筆帯1分的に剥落しているが、 1はほぼ寇形
に近いとものと思われる。2と 3は破片であるが、同一個体ではない。いずれも焼けた痕や付着物がみら

れ、使用されていると思われる。 1は長さ 16.3 cm、 厚さ3.l cmである。2は残存長 10.8 cm、 厚さ3.l cm

である。 3は残存長 7.8cm、 厚さ 2.9 cmである。鋳型の戚形方法は蝋型によるものと木型によるものとが

あるが、これらは後者の粘上に木型を押し付けて型をとったものと思われる。錫杖は「逆ノ″`~卜型」を呈
し、中央軸ま相輪風である。東京国立博物館法隆寺宝物室長の原田一敏先生のご教示によると、この形式
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の錫状は8世紀から11世紀に属するということである。

イ 羽口

いずれも小破片で全体の形態を把握できるものは無い。焼成を受け。青灰色に変色している。第7号溝

跡 (SD-07)出 土の4と 5は先端部付近の破片と思われ、部分的に溶解している。包含層出上の7に

は薄緑色の釉が付着しているD

ウ 鋼冶滓

本調査で出土した鍛治津はすべて第 7引鋤  (SD-07)か ら出上した。全体で 解80,4g、 計 14点

出土した。形態や大きさはそれぞれ異なる。ほとんどに礫や砂の付着がみられ、木炭を付着しているもの

もある。また、第 7号溝跡から2点の銅岸が出土した。いずれも緑青に覆われ、形態は不明であり、製品

である可能性もある。 9は木炭と,蝶が付着している。

5石器等 彿 84・ 85図、第52表)

打製石鏃、砥石、敲石、擦石、凹石が出土した。

1は打製石鏃でⅡ区の遺構外から出土した。材質は黒曜石で先端と基部が久損している。

61瀬覇 で、材質ば燻石安山岩である。板状を呈して手ごろな大きさであり、中央が緩や力Wこ くびれてい

る。両端部が欠損している。 7も砥石で柱状を呈し、両端部が欠損している。材質ば輝石安山岩である。 I
区の東端付近のグリッドから出土した。熱を受けた痕跡があるが、連続してイ可度も被熱していないようであ

る。

8は敲石で、材質ば帰石安山岩である。 I区の遺構外から出上した。柱状を呈した転石を利用している。

両端部に敲打ちした痕がみられる。

10は擦石で I区の遺構外から出土した。手ごろな大きさで、平面形は円形を呈している。断面形は扁平な

形態で、一方の面は平坦で使用面と思われる。材質は輝石安山岩で河原礫のような転石を利用している。

9。 ■・12は凹石で、いずれも第 7号溝跡 (SD-07)か ら出土した。 9の石材は輝石安山岩で、1,3

程が欠損していが、重畳 5,800gを超える。厚みのある石材を用いて深い凹部を持ち、石鉢のような形態を

呈するЭ凹部の反対側の面は平坦であり、明ら力ヽ こ置いて使用したものと考えられる。11の石材ば厚石安山

岩で、重量 7,500gを超える。扁平だが厚みのある石材を用いている。深い凹部を持ち石鉢のような形態を

呈するが、その凹部の面の反対面にも小規模の凹部をもち、両面の凹部により石は貫かれている。両面の凹

部の周辺には敲打した痕がみられる。12の石材ば輝石安山岩で、厚みのある石材を用いている。深い凹部を

持ち石鉢のような形態を呈するが、その凹部の面の反対面にも小規模の凹部をもつ。重量は 990gで 9・ 11

と比べて小型である。

14は粘板岩で、薄い板状に剥離した石材を使用している。両面の平坦面に擦り痕がみられる。

6獣骨類 彿 53表)

第 1号道路状遺構の溝跡SD-02、 第 1号溝跡 (SD-01)、 第 7号溝跡 (SD-07)、 及び I区 と

Ⅲ区の遺構外から獣骨類が出土した。細片がほとんどであった。上田市立塩尻小学校の関谷圭史先生のご教

示をいただいた。

第 1号道路状遺構の溝跡SD-02か ら、重量にして合計40.6gの タシの角が出上した。第 1号溝跡から

は、16.9gの骨が出土したが、どれも細片であり種類は不明である。第 7号溝跡からは、合計299.9gのウマ

の歯が3ヶ所に分布して出上した。その他、I区の遺構外からは合計4.5gのウシの角と思われるものが出土

した。また、Ⅲ区の遺構外からは、合計 34.4gの ウマの歯が2ヶ所から出上した。
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脚
図MH0 議

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD-07

33-13

郭

上師 剛鵜
響:尋再帯幸打:鍵

む
乗雪く開く浅い体部

$イ垂ξ舒蚤手≧索:写り
Q)ロ クロナデ

一　
　
　
一

働
　

　

３３

不

土師

０
４
７
競

２
．３
．４
輯

Ｑ

　

海

醒
縞
睡
醜

響:赫郭
む

き権岳梁惣埼艦翠ヂる
α)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

一
　

　

一

働
　

　

３３

郭

土師

２．２，４６５．４端

醒縞睡醐

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む

絡:程息チt溌曽寛患チζ擾尾
著のある脚

6)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

一　
　
　
一

勧
　

　

３３

郭

土師

０
９
２日径て‐２．騨底径５．呻
響:穂,:囃

託賑のある体部 寺‖|::;帯:類り

一
　

　

一

働
　

　

３３

郭

土師

日径(11.8)

詭み:)

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
餅

絡!解Iチちに武キ蕪
託騒のある体部 ‖1吾夕暑率巨り

SD-07

33-18

郷

土師

暴籍
1と

;
底径 5,0
日出1/3嘘競

胎
焼
色

璧浮粗砂粒含む

愁;乳 :穏子チユ|こぶiヽ雹 鞠惣チ朝費ずる
$議台蕪砺り
$)日縁部ヨコミガキ
部分的に焦げている

SD-07

33-19

郭

土師

一

　

●

　

●
／

蜘瓢 響:議
:轟チ懸ζ

晋蜃部は外反する
OD S離窒:≧索:号り
Q)ロ クロナデ

SD-07

33-20

堺

土師

ｎ３．５４．４端

即
臨 巻:写夏帯こ打龍

む託顕のある体部
$議含象砺り
0)ロ クロナデ

働 -07

33-21

郭

土師

‐・６，４２５，７端
噸訥 樫:融駆&キ難

崇豚唇藤魏
の底部 $)ロ クロナデ

底部回転糸切り
Q)ロ クロナデ

SD-07

33-22

郭

土師

２．３４．０４．６端

醒縞躍囀
響:講:融像二評

託蜃のある体部 繰鉾夏りぐ努傘ラ譲

SD-07

33-23

郭

土師

Ｄ
ｌ
３
４

２
．４
５
．γ

噸
縞
略
醐

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅

絡孔:程影]露驀
託賑のある体部 ‖韓 百鷺ガキ

SD-07

33-24

郷

土師

か
２
０
競

２
．４
６
．電

謬

醐

胎
焼
色 尋衰話f舟 蠅

む
$)5YR6/4に ぶい橙

託蜃のある体部 ‰ 勇:索:こり
0)ロ クロナデ

SD-07

34-25

郭

土師

口径(11_D

露詮Б
胎
焼
色
雹弄、粗砂粒含む

8::程 Iチユ振ど
い橙 著のある脚

$諷
占蘇易り嘘ヘラ講

●)ロ クロナデ

SD-07

34-26

不

土師
馴
嚇

胎
焼
色 講5融ぱ

0)7.5YR8/3浅黄桂

晋矮蔀は外反する
C堵表葛計窒:蒸索:零り
0)ロ クロナデ

SD-07

34-27

杯

土師

冽
３．５５．４齢

Щ融 基講:献儡灰
平底
日縁部は外反する

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

●)ロ クロナデ

SD-07

34-28

郭

土師

耐
２．６４２端

Ｑ

　

た

醒縞睡醐
磐:釉絲 雲ヒキ妻選

蚤ろさヽL�不 瑚墨能揺素葛りの後ヘラ調整
●)ロ クロナデ

第 10表  土器 観 察表 (4)
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帥
図版Ю

絡
顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形   ほ   か

一
　

　

一

働
　

　

３４

郭

土師

黒審
11:4

底径 5.2
1/2

響:写爵ヽ写語佑豊窪
む平底

丸みのある体部
6)ロ クロナデ

Q印夢酵妥り

SD― o7

34-30

郷

土師

０
７
０日径く‐‐．癖鞭呻
轡:繭ζ部構

平底 0)ロ クロナデ
底部回転旅切り

0)ロ クロナデ

SD――o7

34-31

不

土師

０
４
２
完

■
３
．４
麟

噸
縞
醒
嚇

胎 ;礫、粗砂粒含む

笹:離謡(熙
平底
直線的に開く体部

$)ロ クロナデ

。Fl15に野蝉り

SD-07

34-32

郭

土師

１．０３．５４．５端
噛縮酪醐

報 :轟チ懸ζ
平底
丸みのある体部

0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

9)ロ クロナデ

SD-07

34-33

琢

土師

口径(11_llj

器高 3.1
底径 4.4
DR31/3嘘競

墨議:轟チ糠魯
上げ底ぎみの底部
直線的に開く体部

0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ロ クロナデ
繊維痕有り

SD-07

34-34

郭

土師

壕羊雪(1士
?

隅摯鰈 樫:繭臨チ錦
平底

冒鵬謁黒懸Я悪睾する
6)ロ クロナデ

。F拶酵妥り

SD-07

34-35

郭

土師

Ｄ
２
０
４跳鞭］
繰爾藤t瑳

大きく開く体部 0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

Q)ロ クロナデ

一
　

　

一

働

　
　

３４

不

土師口径．０．紳］韓
響:講≦ittl彗旨§

む平底

程躍袈筆惚ゑ解る
0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

二
働
　

　

３４

郭

土師

０
。３
．４
γ

噸縞睡嘲
響:融補鍵蜘誤解畠?懸 0)ロ クロナデ

。卿場評Eマ奔!妥

り

一
　

　

一

帥
　

　

３４

郭

土師

口径 la 8

議雇 i:!
日

'31/2～

医再完
後尋得挿言舒こ彗旨g含

む上げ底ぎみの底部
浅く丸みのある体部 緯;,:::夏

り
SD― o7

34-30

不

土師

口径 10,9

蓬雇 登:
日将ヨ8/48

響:稀:融墓葬
舘底部より直線的に開く体部 α)ロ クロナデ

底部回転糸切り
0)ロ クロナデ

SD-07

34-40

郭

土師

‐・４，３．６４４輔
蜘納醒醐

塊 :詞融
駄 粗砂粒含む

色;絡
l:4彩]髭ぶiキ魯

平底
丸みのある体部
日縁部は外反する

C)ロ クロナデ

。ど戸;子易評琶マ今;妻

り

SD― o7

34-41

郭

土師

８
１
１
競

Ｌ
３
．４
嘘

噛
縞
醒
聰

響:融磁藤iキ難
平底
粗雑なつくり

$)ロ クロナデ

。耳習町 翠リミガキ

SD-07

34-42

不

土師 瑯
］

鞠磁旨～卿
上げ底ぎみの底部
直線的に開く体部

α)ロ クロナデ

。F蓄ア看李望り

SD――o7

34-43

郭

土師

口径 11,8

EttEE &ユ
錆

塊 :露升
駄 粗砂粒含む

色;緞
;:程子チと|こぶtキ窪

託野のある体部
口縁部は外反する

$)ロ クロナデ

01戸 i野;評壱

'奔

!科

り

０７
　
　
襲

一
　

　

一

働
　
　
３４

郭

土師

‐１
．３
．４
薪

径
高
径
ば

口
器
底
ほ

集:団移k細姉含む
色;私{織χ推長ぎ鐘

平底 6)ロ クロナデ

Q∫
耐雪翌]蕉i秀と望り

11表  土 器 観 察 表 (5)
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帥
図UN0 納

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形   ほ   か

SD-07

34-45

郭

土師口径‐‐．器高３．』時
響:議

:轟チ罹軋
上げ底ぎみの平底
歪みが大きい

0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

SD-07

34-46

郭

土師

‐・５３．８４．６端

１

　

ん

略縞酪嘲
磐:櫛

:廷鍵
平底
丸みのある体部

$)ロ クロナデ

Q拝競 台留ヱデ

SD―-07

34--47

郭

上師

６
６
８
競

０
．３
．３
．強

唯縞酪叫

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

査:顧
I子と子チぢ髭武キ嚢

平底
丸みのある体部

ω)ロ クロナデ

9)ロ クロナデ

一　
　
　
一

働
　

　

３４

郭

土師

日径 10.7
器高 3.1
底径 5.6
暉絡/4輯競

燦:賢浮粗砂粒含む色;8;孔評謡チ息賽韓

平底 $と昇多
口
是筆電諮望壽島リ

ロク
9)ロ クロナデ

一
　

　

一

働
　

　

３４

郭

土師

７
０
６
競

０
．３
．４
輯

醒縞靡脚
磐:轟協:鍵

む平底 0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

SD-07

34-50

郭

土師

日径(10.0
器高 3.1

陥 争ダ

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

蒼:顧腿継艶
上げ底ぎみの底部
口縁部は外反する

Φ ロクロナデ
底部回転糸切 り

$)ロ クロナデ

SD-07

34-51

郭

土師

０

１

１

４
蜘紳］呻

繰赫郭
む平底

直線的に開く体部
口縁部はわずかに反る

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

Q)ロ クロナデ
付着物有り

SD-07

34--52

郭

上師
麓 患あ
暉組/3強競

響:尋耗盈号:こ雲ぃ橙
Q)5YR7/4に ぶい橙

麗写小さい郭
直線的に開く体部

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

SD-07

34-53

郭

土師

Ｄ
ｌ
０日径く‐０．紳蝉呻

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

笹:尋拓醍子チ:窪～5/8研赤褐
平底

目饗線低霧与禁薄外反する
$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

Q)ロ クロナデ

SD-07

34-54

郭

土師

黒豊
(1&プ

底径 Q.0
日

'静

路導
響:釉そ絲毯

0)2.5Y27/6橙

晋療的に開く体部
6)ロ クロナデ
底部回転糸切 り

0)ロ クロナデ

一
　

　

一

勧
　

　

３４

郷

土師

０．０３．０４４端

醒絡醒醐
響:尋零祐謎

む平底
浅い体部

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

一
　

　

一

働
　

　

３４

必

土師

口径 (9.8)
器高 27
底径 48
暉31/4転競

響:静爵雇亀キ巽
平底
小さい郭
直線的に開く体部

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

SD-07

34-57

郭

土師

５
０
４
競

０
．３
．４
転

醒縞睡阻
響:爾雅嵐キ攀

む
護写小さい郭

9)ロ クロナデ
底部回転糸切り

Q)ロ クロナデ

SD-07

34-58

郭

土師

Ｄ
ｌ
６

０
．３
．４
導

噸縞隧醐

胎 ;石共 礫、粗砂粒含む

名會:離
:子【子チ]になミfドモきf二/1穏贋

平底
浅い体部

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

Cn)ロ クロナデ

SD― o7

34-59

郭

土師

０。っ２．６４．０端
Щ縞醒醐

蟹赫B瓢騒
平底 $)ロ クロナデ

Q耳雪雪アセ烹狩蓼
り

一
　

　

一

働
　

　

３４

郭

土師

日径 16.4
器高 3.6
底径 &8
舞

響:写壽   
む平底

幕 畠紺結鍮に至る
C)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

第 12表  土 器 観 察 表 (6)
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帥
図UN0 練

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 か|ま形

SD-07

34-61 師

郭

　

土

６
，４

６
。

唯縞酪簿
雹 :議 精 1静6/3によい褐

上げ底ぎみの底部
歪みが大きい
体部の先端で屈折 して日縁部
に至る

$)ロクロナデ
底部回転糸切り

0)ロクロナデ

SD-07

34-62

邪

土師

か
８
０
２

●
　

●
　

一
／

聴縮聴醐
墨縮】蝿

上げ底ぎみの底部 6)底部回転糸切り

Q)

SD-07

34-63

郭

土師

口径 12_6
器高 2.5
底径 4.0
1/2

胎
焼
色

宣毒
、細砂粒含む

Φ 7.5Y27/4に ぶい橙
$)7.547/4 とこ』ドとヽ竜驚

奮鵬選膨馳ね瑞は融り舶さ
れる

$と景舌暴素扇り
0)ロクロナデ

SD-07

34-64

郭

土師 議郊響:議:就訴憩
上げ底ぎみの底部
浅い体部

G)ロクロナデ
底部回転糸切り

$)ロクロナデ

SD-07

34-65

郭

土師

口径 (9_分

亀影盈(1[)
隣 闘

響:融離凝&キ轟
底部に孔を穿つ α)ロ クロナデ

底部回転糸切り痕有り
0)ロクロナデ

SD-07

34-66

郭

土師

０
９
０
２

０
。■
４
ｙ

Щ
臨

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
麟

絡1謡影:賽韓

底部に孔を穿つ 0)ナデ

Q)ナデ

SD-07

35-67

椀

魅

●
　

●

　

●
／

噸縞隧醐
橙

橙
移

む
　
い
い

胎
焼
色 肇酌ある

ロクロナデ

ロクロナデ

０

０

SD-07

35-68

椀

土師回径く‐３．残高５。時叫

胎
焼
色

石英、雲よ 際、粗砂粒舘
財

絡乳:丑影

`優

糧
夏誘既脚

ロクロナデ

ロクロナデ

６

０

SD-07

35-69

椀

土師

日径(13.2)
残高 45

臨 1/4
基蘇蔀こ嘘費鵠台a禦圭2燭球 6)ロクロナデ

Q)ロクロナデ

SD-07

35-70

椀

土師口径．．．器高５。呻時

胎
焼
色 議絲 雲い橙

Q)5YR6/3にぶい橙

見怠あ斃脚
ロクロナデ

ロクロナデ

＄

●

SD-07

35-71

椀

土師

５

．
５

，

一
４

略姉隧鰯
響:写夏帯こ打:蓬

む
夏息広ぼ言体部査り折れて外

ロクロナデ

ロクロナデ

Φ

①

SD-07

35-72

椀

土師 イ;|二:|||lil) 橙

む
　
　
ぶ

胎
焼
色

高台を付す
丸みのある体部
日縁部は外反する

ロクロナデ

ロクロナデ

⑪

①

SD-07

35-73

椀

土師

Ｄ
０
０跳

呻

む胎
焼
色

見銹競脚
ロクロナデ

ロクロナデ

Φ

①

SD-07

35-74

椀

土師

の
２
０
４

蜘騨呻呻
響:写身羊ξ聯打1母 こヽ§

む
目轟嵌鮮る

ロクロナデ

ロクロナデ

＄

９

SD―-07

35-75 師

椀

　

土

９
０蝉残高３．底径．晒
磐:議

:轟が提
浅い直線的な体部 $)ロクロナデ

Q)ロクロナデ

SD-07

35-76

椀

土師

日径(16.llJ

残高 (&妙
底径 ―
呻

響:尋身祐尋酵祐魯
睡む高台を付す ロクロナデ

ロクロナデ

⑪

①

第 13表  土 器 観 察 表 (7)
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図版Ю 納

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD-07

35-77

鉢

土師

星讐Q&9)

底径 ―
日場円辟→耶

響:臨訂とミキζ
軸口縁部は先端で折れて内湾す

る
α)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

一　
　
　
一

働
　

　

３５

鉢

土師
ｍ７．８・螂

醒嬬醒瞭
基轟携駆ミi嘔 碧ぞ宅台鍵 2折

れて内α)ロ クロナデ

●斧場暑弁昇ケ
ズリ建鞘め

SD-07

35-79

郭

土師

っ
２
０

唯縞醒協
窪:醗掘き発逮!粒

含む平底
深めの体部

士ζ暮身魯

占票入勁 耳f糸
切

SD-07

35-80

郷

土師

口径 14.2
器高 5.5
底径 6.0
日臓部1/2ィ臨ヨ完

響:礁,解惣絲平底
体部は深めです hが りの外傾
力Ⅵ さヽい $耳          と羞

一　
　
　
一

働
　

　

３５

琢

土師

口径(13.6J
器高 5。 3
底径 (5.0
1/3

響:唇堤缶言打選
帷む

綸 爪誓ぞズ農写る 静量雹元羞覇回筆緊弼ず
ヘラ

SD― o7

35-82

郭

土師

黒警(1ユ

::)

膠 &0 響:蘊逼碗嵐謬
平底
大きめの底部
直線的に開く体部 睡綽搬蓄耕

SD-07

35-83

郭

土師

４

０

７

径
高
径
２

回
器
底
ν

繰融蹴譴 平底

きゑ黒患え籍馨外反する ‖

“

3タヨξξ三写き:尋雹
切

SD-07

35-84

郭

土師

０
０
の殿底径く４．呻

静
瓢 駄 粗蜘 誇

継亀熟誤/6橙

胎
焼
色

託蜃のある体部より短く外反
して日縁部に至る

0)ロ クロナデ

。)鷲目蓬途
切り

SD-07

35-85

郭

土師

口径 12.4
器高 4.0
底径 5.5
ほぼ完存

響:議ξ
粗砂粒含

蒻のある榔より口郷は
外反する

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

35-86

郭

土師

口径 13.0
器高 4.0
底径 5。 8
日母吾1/2～E3完

塊:静 穀 嵐醜 飾
色;絡亀躍部

/1灰白
雅
張りのある体部より外反 して
日縁部に至る *IIlξ ;,三与薇葛り

黒色処理

一　
　
　
一

働
　

　

３５

郭

土師

０
９
０
４

＆
４
６
．ｙ

噸
縞
睡
醐

磐:説,ど解
む丸みをもって開く体部

練
り

SD-07

35-88

郭

土師

径．２．訥径６．嚇

口
器
底
ほ

響:臨惑/肥乱 平底 9,と轄融迄:撮与k覇り
$魏 いなミガキ

０７

　

　

８９

一
　

　

一

勧
　
　
３５

杯

土師

別・９６．２端
噛縞酪醐

噸呻］
駄
聯

静
脇

胎
焼
色

平底
深めの体部直線的に開く

$)底部回転糸切りの後ヘラケ

0)ミ ガキ
黒色処理

SD― o7

35-90

不

土師

の
３
Ｄ
２

５
．■
７
．Ｖ

噸
脇 線 :質移

虫 粗砂粒含む

色;緞報矛箪
4に襲追

上げ底ぎみの底部
丸みのある体部より外反 して
口縁部に至る ltll:ヨ,二予薇覇り

黒色処理

SD-07

35-91

郭

土師

０
０
０
２

２
４
６
．Ｖ

Щ
縞
醒
醐 的峯　雌黒

駄朗蜘蝦

胎
焼
色

尭ぱ唇底髭好鯉霜賢ぅ頼して
口縁部 :こ至る 粋 【纂

巽亀♂
輔回転糸切

黒色処理

SD-07

35-92

郭

土師

口径 12_9
器高 45
底径 駐7
H32/3電競

磐:寵線星絶4盤
上げ底ぎみの底部

禁注齋農9宅島鐵走≧歯ず
α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

Q)ミ ガキ
黒色処理

土 器 観 察 表 (8)
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帥
図版W

器種
顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

一　
　
　
一

勧
　

　

３６

不

土師 中鱒中］
基綸 縄 晋矮部は外反する

0)底部手持ちヘラケズリ

①)ミ ガキ
黒色処理

一　
　
　
一

働
　

　

３６

郭

土師

口径(11.8)
器高 3.6

踊籍 み♂

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;」Eヨ!JL子色;8:辞矛

`塞

にぶい黄橙
上げ底ぎみの底部

舜食9宅島矮穀走銑
ずかにα)日縁部ロクロナデ

底部ヘラケズリ
Q)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

36-95

辱

土師

賭 靴 l
底径 5.3
1/2

響:爾15諭 て�却
0)7.542/1黒

平底
丸みのある体部よりわずかに
外反して日縁部に至る

6)ロクロナデ
底部回転糸切り

Q菫
包疋羞

SD-07

36-96

郭

土師

口径 13.1
器高 &8
底径 6.0
暉32/3糖講

鍵 :雹斧
、雲母、礫、粗砂粒飾

色;絡れ:4Bチt乗
ぶL鳩

平底

學縦絵9篭鐵走鋭
α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ミ ガキ中心部放射状 日縁
部ヨコミガキ 黒色処理

SD-07

36-97

琢

土師

●

　

●

　

●
／

噸縞聴醐

胎
焼
色

巨斧
、礫、粗砂粒含む

6)5Y27/3にぶい橙
0)N3/暗灰

平底
丸みのある体部より外反 して
口縁部に至る

デナ

］卿］拗SD-07

86-98

郭

土師

口径(13.0

課 ョ
とi

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒諮

笹:臨濯ν6橙
護5のある体部よりそのまま
口縁部に至る

$)底部回転糸切り

●)黒色処理

SD-07

36-99

邦

土師

３．５４．４６．３端
醒縮睡硼

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
餅

8:I滞ラ:/量
にぶい褐

平底

きゑ黒患毛挙駅に外反する
6ち 口

み最辛雇回蜃巽ワ夢奏?
$)ミ ガキ
黒色処理

一　
　
一
１

帥
　

３６

不

土師

勁４．７開端
Щ縞酪醐

胎
焼
色

石英、際ヽ粗砂粒含む
財
6)5Y26/4にぶい橙
0)N2/黒

平底

界授寧ぢ習羞鍮薄垂2折
れてC4)底部回転糸切り

体部下半ケズリ
$)ミ ガキ
黒色処理

一　
　
一
１

働
　

３６

郭

土師

２．３・０５．７輔
踵
剛

響:議:諜嬰評
平底
丸みのある体部よりゆるく外
反 して日縁部に至る

$)ロ クロナデ
底部回転糸切りの後ヘラ調整

① 黒色処理

一
　

一
１

帥
　

３６

郭

土師

０

１

１

２
．４

５
．

略縞睡塊
後絨 僣鰐

上げ底ぎみの底部

を喜脅象累抱皇管
部より外反

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

●)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

86-―

103

郭

土師

回径(13.D
器高 3.9
底径 6.0
1/4

胎
焼
色

石共 雲よ 駄 粗砂粒舘
朗
ω 10Y巳7/4:こ』Aと 縮ヽ
0)ド2/黒

琵蜃のある体部より折れて外
反 して日縁部に至る 紳鉾石り

脚

SD-07

36-
104

郭

土師

Ｄ
９
７

径
高
径
４

日
器
底
ｙ

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む

諷 _5Y46/4にぶい橙
0)N2/」黒

上げ底ぎみの底部
丸みのある体部より外反 して
口縁部 |こ至る

6)ロクロナデ
底部回転糸切り

●)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

36-
105

辱

土師 斜
］

胎 ;礫、粗砂粒含む

笹:臨踏74酬追
平底
直線的に開く体部よりわずか
に折れて回縁部に至る

6)ロクロナデ 底部回転糸切
り 窯印有り

0)ミ ガキ
黒色処理

一　
　
一
１

勧
　

３６

郭

土師 中鵜 響:講5詠嵐響
上げ底ぎみの底部
丸みのある体部よりわずかに
外反して口縁部に至る

$)ロクロナデ
底部回転糸切りの後ヘラ調整

●)ていねいなミガキ
黒色処理

一　
　
一
１

勧
　

３６

杯

土師

０
０
０口径て．２．紳底径く５。呻
後捕稔穏

晋蜃蔀はゅるく外反する
α)ロクロナデ
底部回転糸切り
●)包厄基剥落

一　
　
一
１

帥
　

３６

郭

土師日径‐２．５『底径５．６呻
胎 ;石入 礫、粗砂粒含む
焼 ;后野色;緞報矛箪

4にぶい橙 著のある脚 G)ロクロナデ 底部回転糸切
り 体部下半回転かラケズリ

・ 羞鼻雪き曹券筆
テ
基琶逸理

口
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帥
図8N0 締

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かとま形

SD-07

36-
109

郷

土師

回径(13.0
器高 4.5
底径 7.1
1/3

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
財
$)5YR6/4にぶい橙
Cn)N2/舅罠

上げ底ぎみの大きめの底部
日縁部は外反する

0)ロ クロナデ 底部回転糸切
り 体部下半ケズリ

0)ミ ガキ
黒理

SD-07

36-
110

郷

土師

醒縮醒Й

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
餅

緞;:趨,I寒蚤黄
平底
丸みのある体部 絵1甲

ちヘラケズリ
黒伽

一　
　
一
１

働
　

８６

郭

土師

０
０
８
競

２
．４
４
嘘

噸
縞
酪
］

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
餅
6)5YR7/4にぶい橙
0)N3/暗灰

丸みのある体部よりそのまま
口縁部に至る

$)ロ クロナデ
体部 卜部手持ちヘラケズリ

0)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

36-―

112

郭

土師口径く‐４．０，器高４．‐中］

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
閉
$)7.5YR6/3に ぶい褐
0)N2/黒

託矮のある体部よりわずかに
外反して口縁部に至る

6)底部回転糸切りの後ヘラ調
整

0)ミ ガキ
鋤

SD-07

36-
113

琢

土師

口径 13.3
器高 4_8
底径 5,7
2/3

胎
焼
色

石英、雲母、礁 粗砂粒飾
財
α)7.5YR5/2灰 褐
9)N2/黒

斑
丸みのある体部よりそのまま
口縁部に至る

り
デ
切

ナ
糸

］嚇］働SD-07

36-
114

郭

土師

Ｄ
２
９
４

●
　

●
　

●
／蜘識

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒鈴
財

絡盈:異2明級
平底
丸みのある体部
内湾ぎみの日縁部

$)ロ クロナデ

.緊庭∵
りの体ラ講

SD-07

36-
115

郭

土師

口径(12.0
器高 4.1
底径 6.0
0H31/3輯競

響:諦5許絲 蘇鑢
0)7.5聰 /1黒

丸みのある体部

0デ勢縣議轟監軸
ヨコミガキ付着物有り 黒色処理

SD―-07

36-
116

不

土師
郭訥径５．‐嚇

口
器
底
ほ

響:蔽轟騨
む
託蜃のある体部よりそのまま
日縁部に至る

6)ロクロナデ 底部回転糸切
り

$)黒色処理

SD-07

36-―

117

郭

土師

日径(13.D
器高 3.7
底径 5,7
Dl静鶴導

胎 ;石英、雲母、礫ヽ祖砂粒節

替:尋孫う緞6橙

91差音融迄子E3薇あり宿覆天考筆裂
9)黒色処理

SD―-07

36-
118

郭

土師口径．３．紳底径６．時

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

雹:尋抒う罹妥4にぶLle
誤扉亀?尉

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ミ ガキ
黒帥

SD-07

36-―

119

郭

土師日径く‐３．７，器高４．０底径５．４］
線 :固酔

駄 粗砂粒含む

色;騎報が浸
6/2灰褐

上げ底ぎみの底部
直線的に開いてそのまま口縁
部に至る

6)ロクロナデ
底部回転糸切り

0)ミ ガキ
黒色処理

十
　

一
１

働
　

３６

不

土師

黒審(1&;)

詭チ亀岳畿
響:尋滸挿手打嗜]g陛

含む上げ底ぎみの平底

0鷲娠評写ン礁七可り
黒色処理

SD-07

86-
121

不

土師

別
４２６．０輔

噸縞醒醐

胎
焼
色

静
瓢 駄 粗砂粒鮒

$)5YR6/6橙
0)5Y2/1黒～7.5Yn7/2明椒

藤覇下位に張りをもち直線的
に開く

α)ロ クロナデ

$)重目透途
切
乳落

SD-07

36-
122

郭

土師

且
４
７
．錆

径
高
径
ぼ

口
器
底
ほ

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒飾

笹:患括狙6/4にぶい種
Q)N2/黒

平底
口縁部は外反する

9)ロクロナデ
底部回転糸切り

Cn)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

37-
123

郭

土師 申紳底径５．４］
響:講:醜豫F評 丸環黒抱皇管

部よりそのまま
α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

37-
124

不

土師

Ｚ

４

６
。

唯縞醒Ｗ

胎
焼
色

静
凱 k粗 砂粒鈴

9D5YR5/4とこ』ドとヽ現討q
3)7.5Y23/1黒 褐

平底
丸みのある体部 ‖臨 百摯デ

黒色処理

土 器 観 察 表 (10)
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酬
図版Ю 納

穣
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD-07

37-
125

郭

土師

４
４
６
．Ｖ

噸縞酪醐
響:講:醜稲霊

平底
直線的に開いてそのまま口縁
部に至る

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ミ ガキ
黒色処理 剥落

SD-07

37-
126

琢

土師口径く‐３．‐，器高３．６底径６．３］

礫、粗砂粒含む
餅
$)5VR6/6橙
Q)N2/ 黒

胎
焼
色

平底
直線ぎみに開く体部より日縁
部に至る

$)ナデ

。)で昇牽奄鶏放射状の暗紋

SD-07

87-
127

郭

土師

Ｄ
７
０
３日径く‐２．紳底径ぐ６．］

鍵 :雹毒
、礁 粗砂粒含む

色;協饂′
7僧
長
ぶと導鵡

平底
丸みのある体部よりわずかに
外反して日縁部に至る

0)ヨ コナデ

Q彊
爵]晉ξ畢≧

部
璧赳途逸

ロ

SD-07

37-
128

郭

土師

っ

９

２

３

３
．３
．６
．電

Щ縮躍醐
響:臨郡温辮 丸みのある体部

上げ底ぎみの底部
6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ロ クロナデ ミガキ
黒色処理

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　． 　　　　　　．

働
　

３７

郭

土師

一
　

●

　

●
／

呻絡酪嘲
響:尋毒と,子僣量「橙

0)N2/黒

平底 α)ロ クロナデ

.偏で昇牽
糸切りの後ヘラ調整

黒色処理

SD-07

37-
130

不

土師

口径 12_1
器高 40

層繕完粋
3

塊 :召屋許
白僣為k礁 細脇諮

色;綸彊沙妥
3にぶい移N4灰

平底
口縁部でわずかに内側に折れ
る Iとこ::figi薇5り

SD-07

37-
131

郭

土師口径て‐３．４，器高３．６底径６．０］
響:議

:鯰チ禅毯平底
直線的に開く体部より口縁部
に至る

り切

”蛉耕融

９

Ｑ

SD-07

37-
132

杯

土師口径‐２．８蜘底径５．６］
胎 ;石ス 礫ヽ粗砂粒含む

笹:臨股73阻～Mな
平底
丸みのある体部

C4)ロ クロロが強く残る

印Fで昇牽糸切り
黒色処理

一
　

一
１

勧

　

３７

郭

土師

３．４４．‐５。．輔
醒縞醒附

胎 テ石ス 礫ヽ粗砂粒含む

笹:患宅46/6橙
Q)2.5CY2/1黒

平底
丸みのある体部

0)ロ クロナデ
底部回転糸切りの後ヘラ調

9)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

37-
134

郭

土師

０
０
０
４

２
．４
５
，ｙ

蜘
縞
聴
醐

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

笹:臨漑3鶏
斑
直線的に大きく開く体部

$選
晶茜暴累研李

く残る
Q)ミ ガキ
黒伽

SD-07

37-
135

郭

土師

賭 靴 :
底径 5.5
HF31/3転競

響:i;;二
1,:31iiこ
盈、!:遭)。立含む平底

直線的に開く体部
α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

m)ミ ガキ
黒色処理

SD― o7

37-
136

郭

土師

４
４
６
．ｙ

噸縞醒醐
響:尋耳モ訪釜

粗備舘上げ底ぎみの底部

雲轡選録露塾管部
よりそのま

。拝部回転糸切
り

黒理

一　
　
一
１

勧
　

３７

郭

土師

口径 128
器高 3.5
底径 6.4
:ユ I耕

響:諦扁i遼

粗`随鈴
0)7.副鴫/1黒褐

直線的な体部より口縁部は、
わずかに外反する

α)ロ クロナデ

。挿で昇牽糸切り
黒色処理

一　
　
一
１

働
　

３７

郭

土師

口径(12.5)
器高 3.6
底径 6.9
BIM鶴1/3

響:議:誘卦F斜
平底
浅く直線的に開く体部

α)ロ クロナデ

0)ミ ガキ
黒色処理 付着物あり

SD―-07

37-
139

郭

土師

０
５
Ｄ
４

●
　

●
　

●
／蜘紳蝉呻
響:尋壽モ誅墓

粗魅む平底
大きく直線的に開く体部

0)体部下半から底部ヘラケズ

9)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

37-
140

不

土師 呻蜘脇
磐:尋壽モ訪ご

粗蜘平底
丸みのある体部より折れて外
反する口縁部に至る ‖|きヨ景索砺り 

部下半ケズ
黒色処理

17表  土 器 観 察 表 (11)
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遺eN0
図版

器種
NO種

法   量
類残  存 質器 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD― o7

37-
141

郭

土師

口径(12.5)
器高 4.2
底径 5.7
暉31/4NE3

基爾身夢、評 護ξのある体部より外反して
口縁部に至る

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

3)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

37-
142

郭

土師

Ｄ

５

４

■
３
．４
閉

蜘絡醒鵬
磐:穂曇定孔辮顧

平底 直線的に開く体部より

亮衆岳護塁写薄好憲R量の付
着物あり

$)日縁部ヨヨナデ

0)鞠台留

'デSD-07

37-
143

郭

土師

Ｄ
０
６
喜

＆
４
６
．嘘

噸
縮
酪
醐

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒的
断

駄:、夢撃潟浅黄橙
平底
張りのない体部よりそのまま
口縁部に至る

$)ロクロナデ
底部回転糸切り

Q)ミ ガキ
黒色処理

一
　

一
１

働

　

３７

郷

土師

口径(15.6)
器高 4.2
底径 6.6
暉静鱒1/8

胎 ;石英、雲母、礫ヽ粗砂粒釣

笹 :尋
托解遜先≦

ぶい責橙

上げ底ぎみの底部
浅く直線的に開く体部

0)ロ クロナデ

$『で昇牽糸詔臭部は放射状、
日縁部ヨコミガキ 黒色処理

一

　

一

１

働
　
３７

辱

土師

径‐２．高３．径５．嚇

口
器
底
ほ

胎 ;石英、礫(粗砂粒含む

蒼:fittξ甘チ4:号【
浅い体部

呈塀選繁5蓬鼻
α)ロ クロナデ

●)付着物あり
黒色処理

SD― o7

37-
146

郭

土師

⑮
調
６。２齢

噸融
胎
焼
色

石共 礫、粗砂粒含む

尋孫わ選妥6橙
上げ底ぎみの底部
浅い体部

6)底部回転糸切り

0)黒色処理

SD-07

37-
147

不

土師

‐２．４５．薪

醒縞隧
暉

胎
焼
色

賓弄
、雲駄 粗砂粒含む

釉;膨量
7/4にぶい橙

上げ底ぎみの底部 6)ロ クロナデ 体部 卜半回転

Q':簗否農射瞑熙7で券軍絶
よる暗文を施す 黒色処理

SD-07

37-
148

郭

土師

径‐３．訥径５．嚇

口
器
底
ほ

蟹誡  黒尭琢暦言2繰辱笹りゆるく外
反する口縁部に至る

6送最昌墓素切ぢ部大半はケ�
Q塁継鰯状の取軌す

SD-07

37-
149

郭

土師口径く‐３．５，勲底径５．０］

胎 ;石英、粗砂粒含む

書:尋縣2選74にぶい橙
上げ底ぎみの底部
丸みのある体部より内湾 して
口縁部に至る

$識
罷諭 :ケ

ズリ
$)4条の放射状

^ラ
ミガキに

よる暗文を施す 黒色処理

SD― o7

37-
150

郭

土師 申脚］

胎
焼
色

石英、長石、礫、粗砂粒鈴

愚括狙6/6橙
0)N2/黒

託環があって大きく開く体部
6基底部回転糸切りの後ヘラ調

Q)4盆
鍵
放射状の暗文を施す

SD-07

87-―

151

郭

土師

４
４
６
．酪

噸縞朧鵬
橙橙ヽ加

胎
焼
色

平底

・豊魯琵羞よ:憲隻警認挙
ヘラ

SD-07

37-
152

不

土師

３
．
‐
調
６
．
５
朝

噸
縞
醒
醐

響:朧月湊ξ
蜘

0)7.5YRl.7/1黒

平底
体部は浅く丸みがある

6)ロ クロナデ

●)ミ
尾ξ

糸

量練
の暗

０７
　
　
開

一　

　

一

１

働
　
３８

郭

土師

口径 15.8
器高 4.8
底径 &2
暉静日1/2

胎
焼
色

雹弄
、雲母、k粗 砂粒釣

駐掲づ選妥
4にぶい橙

平底 大型の郭
丸みのある体部

0)底面手持ちヘラケズリ

Q)ていねいなミガキ
黒色処理

SD-07

38-
154

郭

土師

日径(17.8)
器高 5.6
底径 6.4
隅 螂

胎
焼
色

雲母、礫ヽ粗砂粒含む
財

私;鱒繰
4にぶい橙 蒲与離籟9宅島鐵走

至る

$)ロクロナデ ケズリ

・ 菫包厄垂
SD-07

38-
155

郭

土師

口径(15.0
器高 5.5
底径 6.6
暉静醐3/4

響:認藷:こ韓
Q)N2/黒

上げ底ぎみの底部
大型の郭
丸みのある体部

α)ロ クロナデ
体部 卜半ヘラケズリ
底部回転糸切りの後ヘラ調整

●)ミ ガキ 黒色処理

SD― o7

38-
156

郭

土師

口径(16.5)

謹   (社 :)
al静鱒1/4

塊 :雹毒
、礫、粗砂粒含む

色;絡盈:澤影i乗
ぶL追

大型の郭 平底

樫穏墓轟混勝馬餐争る
6)ロクロナデ

●)ミ ガキ
黒色処理

第 18表  上 器 観 察 表 (12)
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帥
図8N0 糀

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD-07

38-
157

郭

土師

０
２
０日径ぐ‐８．識呻

線 :静
款 駄 粗砂粒舘

色;緞
;1舒選炭

にぶい難
戟客奪っ薮きく開く榔

°ち
口
逢最占姦糸厨げ

に窯日JA
O)付着物あり
黒色処理

SD-07

38-
158

郭

土師

曇轡
(1&ぽ

底径 8.2
叫 脇

繰寵騨牌む大型の郭 平底
直線的に開く体部

$)体部下半ヘラケズリ ロ縁
部ヨコナデ 底部回転糸切り

●)ミ ガキ
黒色処理

SD― o7

38-
159

郭

土師
噸縞醒呻

鍵:静 瓢 k粗砂粒的
色;8報ひ階災橙

大型の郭
上げ底ぎみの底部
張りのある体部
口縁部の端でだヽさく外反する

$)体部下半ヘラケズリ
底部回転糸切り

$)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

38-
160

郭

土師

Ｄ
０
０
３

＆
＆
７
．ν

噸
縞
聴
醐

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
閉

絡1夢望海
にぶい黄橙

大型の郭 平底 $)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ていねいなミガキ
黒色処理

SD-07

38-
161

琢

土師 中鋤］］

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

諷 _5YR7/4にぶい橙
0)N2/黒

TT型
上げ底ぎみの底部

0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)黒色処理

SD-07

38-
162

郭

土師

黒審(1と
P

Ittξそ底吾Iン! 鞠がこ盈、牌
皿型 平底
底部より大きく開き口縁部の
先端で折れて立つ

ω)ナデ
底部回転糸切り

$≧龍
SD-07

38-
163

椀

土師

４．４開劇端

１

　

潟

醒縞醒醒
襲融 /部取

高台を付す
深く直線的に開く体部

α)ロ クロナデ

0)郭部黒色処理

一　
　
一
１

働
　

３８

椀

上師 中器高５，０底径８．０］

胎
焼
色

礫ヽ粗砂粒含む
財
$)7.5YIE7/3にぶい橙
$)N2/黒

屎鼻亀銀て直線的に開き外傾
の角度は刑ヽさい

0)日縁部ヨコナデ

0と己で芽キ 麟
一
　

一
１

働

　

３８

椀

土師

口径(140

臨報窪:昂
Fi哺3す

」留I己む高台を付す
浅く大きく開く体部

0)ロ クロナデ
体部 卜半ケズリ

0)ミ ガキ
郭部黒色処理

一　
　
一
１

働
　

３８

椀

土師

蠅５。２６．９端
噸縞降醐

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒鈴

遭:尋恥鱗Ow/2al蛇

高台を付す
丸みのある体部 堵籍銹要リ

Q)郭部黒色処理

SD-07

38-
167

椀

土師

３
．６
，７
．郎

聰縞睫酷

胎
焼
色

礫く粗砂粒含む
麟
(り 5Va6/4に ぶい橙
0)1042/1黒

肇稔緊戦言い
α)口縁部ロクロナデ

0)郷部黒色処理

SD-07

38-
168

椀

土師

口径(15_llJ
残高 3.5
底径 (9.1)
体部1/4

&轟戯盈、解 高台を付す
浅く直線的に開く体部

0)ロ クロナデ

$)郭部黒色拠理

SD-07

38-
169

椀

土師

０
７
０
３

５
。４
７
．嘘

Ｑ

　

胞

略
縞
躍
嘲

胎 テ石英、雲母、礫ヽ粗砂粒飾

笹:届托546/4にぶと追
Q)N2/黒

夏奪免ぼをもって大きく開く
体部
粗っばいつくり

0)ロ クロナデ

Q)郭部黒色処理

SD-07

38-
170

椀

土師

口径 144
残高 46
底径 ―
体部2/3

墨詢酢
k蜘 丸みのある体部

口縁部はわずかに外反する
高台痕

α)ロ クロナデ ケズリ

$)ミ ガキ
郭部黒色処理

SD-07

38-
171

椀

土師

●

　

●

　

●
／

蜘縞躍螂
磐:講5論と縛

Q)N2/黒

亮哀宅想曹た体部より口縁部
の先端で外反する

9協とξ詣舌i肇第壺写り
$)辱部黒色処理

SD-07

38-
172

椀

土師

０
７
の回径ぐ‐６．紳鞭呻
響:尋轟巖群環塾

高台を付す
体部は浅めで丸みがある
日縁部は外反する

9)ロ クロナデ

0)付着物あり
郷部黒色処理

土 器 観 察 表 (13)
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法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 か:ま形

SD-07

38-
173

椀

土師

０

４

２日径く‐５．騨底径６。呻

胎
焼
色

静 k粗砂粒含む
6)5YR7/3に ぶい橙
9)N2/黒

高台を付す Φ
房客目泰憲ょく残る

0)日縁部ミガキ (ヨ コ)

郭部黒色処理

SD-07

38-
174

椀

土師

‐４．３＞４．９ぐ５。５＞瑯
Щ絡醒醐

墨臨み臨
む扉拿雫俎花張りがある

$)ロ クロナデ
体部下半ヘラケズリ

Q珠鼻璽也処理
SD-07

38-
175

椀

土師

口径 142
器高 5.4
底径 6_7
日母31/2‐H3

胎
焼
色

石英、雲母、礫ヽ粗砂粒舘
朗
$)5YR7/4に ぶい橙
0)N3/暗灰

高台を付す

奮馨お霰舌石譴角形を呈する
Φ 口縁部ロクロナデ
底部回転糸切り

$)口縁部ロクロナデ 剥落
郭部黒色処理

SD-07

39-
176

椀

土師

口径 (16。 つ
器高 6.6
底径 7_9
BH34閣

磐:蔽:諄ポ saag覧筆導ゎずかに外反
する

6)ロ クロナデ

0)ミ ガキ
郭部黒色処理

SD-07

39-
177

統

土師

４．７６．‐６．２輔
呻縞醒醐

響:諦5詠嵐響 粟念報 のある体部
a)口縁部ヨヨナデ

$)郭部黒色処理

SD-07

39-
178

椀

土師

回径(14.7)
器高 6.0

階 /儀辞
基寵艤齋

む
目§鼻怒寛爾宅ゑ反する

Φ ロクロナデ

Q蛛韻腑
SD-07

39-
179

椀

土師

０
０
０蜘紳底径ぐ６．呻
磐:寵線子鷲電

体部は丸みをもち、日縁部は

ぞ躍動震る
6)ロ クロナデ

0)ミ ガキ
堺部黒色処理

SD-07

39-
180

擁

土師

Ｚ
５
．５
．ν

鞭縞躍醐
経:説編 :難 諄 鵬

梯唱R口綱昭防福瑞
$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ミ ガキ
郭部黒色処理

SD― o7

39-
181

椀

土師

０
１
５
４

嗽縞睡醐

む胎
焼
色

け椀
を
の論樫

$色最台曇索砺り
$)ミ ガキ 付着物あり
郭部黒色処理

SD―-07

39-
182

椀

土師

一
４
６
．競

醒嬬酪脚

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒鈴
餅
α)7.5YR5/4にぶい褐
Q)N2/黒

高台を付す ω ロクロナデ

●
触

を施す

一　
　
一
１

働
　

３９

椀

土師

一
５
．０
．た

醒姉醐躙
響:詢訃

k蜘 高台を付す $)ミ ガキ

0弄零役君いなミガキ
黒色処理

SD-07

39-
184

椀

土師

日径 ―
残高  3.3
底径 9.0
底部のみ

胎 ;石煮 礫、粗砂粒含む

笹:臨爆
高台を付す

け拗］脚SD-07

39-
185

皿

土師

口径 12.7
器高 3.3

fiξ二/2鍵ユ
響:乱詠こ惚

む夏禽森銀市
$)

Q珠鰯
ロナデ

SD-07

39-
186

皿

土師

り

１

　

４

２
．２
．
一
Ｖ

噸姉隧螂
攀絲/腿

体部は浅 く大きく開き内湾す
る
高台痕

Φ

9)聴 理

SD――o7

39-
187

皿

土師

噛姉麒螂

む

瞬韓
胎
焼
色

浅い体部 $)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ
郷線 理

SD-07

39-
188

皿

土師
纏 (浄 缶
暉静田1/2

響:寵通肥亀 屎舗票口郎は外反する
0)口縁部ロクロナデ
体部下半回転ヘラケズリ

G鰯 キ (ヨ コ)

第 20表  土 器 観 察 表 (14)
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帥
図版Ю 観

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

SD-07

39-
189 師

皿
　
　
土

●

　

●

　

●
／

噸妬聴嚇
響:写亭ヽ写酵,竜ききき

含む浅い体部

高台痕

6)ロクロナデ

0珠銘薫惣鬼亀
SD-07

39-
190 師

皿

　

土

０
９
０
２

３
．Ｚ
５
．Ｖ

噸
縮
聴
醐

磐:議麿
瞬む高台を付す

浅い体部
0)ケズリ ミガキ
黒色処理

0)ロ クロナデ
黒色処理

SD-07

39-
191

珈
　
卸

０
８
Ｄ

唯嬬睡郵
響:綿1黒

0)2.5GY2/1黒

HIllL α)ていねいなミガキ
黒色処理

0)ミ ガキ
黒色処理

SD-07

39-
192

鉢

土師

口径Q6.5)
器高 9.6

蹟禁晟多解
磐:綜詩そ鼻,6橙

上げ底ぎみの底部
体部は丸みをもって開く

G)底部回転糸切り痕有り

0)ロ クロナデ
黒色処理

SD-07

39-
193

た
　
　
師

導
７
　
土

饉 よぢ
底部

帷蜘　倣鰍
蔽朗側酬

胎
焼
色

/J迎
ロクロ作りと思われる

$)黒色処理

0)黒色処理

SD-07

39-
194 師

盤

　

土

口径 ―

喬蜃〔夕:::) 響:編勇に鸞
脚台 0)ナデ

0)ナデ

SD-07

39-
195 師

盤

　

土

２

０

一
７
．＆

４
Ｑ
Ｖ

略姉櫂躙
埋締驚鞘

脚台 9)ナデ

Q)ナデ

SD-07

89-
196

盤

土師

一

７

．

一唯賄櫂螂
響:穂梅 紹と罐揚書子霧

によω

①

ロクロナデ

ロクロナデ

SD-07

40-
197 師

盤

　

土

口径 ―
残高 7.5
裾径 ―
脚部

鍵:畳砕粒含
む

色テ絡鰐 %化慈言婁桂

脚部に3カ所の円型の透かし
を有する

$)ケズリ ナデ

0)ケズリ ナデ

SD-07

40-
198 師

盤

　

土

口径 ―
残高Ql.0

麟 /543

胎 ;礫ヽ粗砂粒含む

書 :尋
掲号

7/静
辞橙～N4/灰

高い脚台 6)ナデ

0)ナデ

SD-07

40-
199

盤

土師

日径 ―
残高 4.3
裾径 ―
接合部

胎
焼
色

粗砂粒含む
閉
$万YnS/8橙
0)5Y46/8橙

ω

ω

ロクロナデ

ロクロナデ

SD-07

40-
200

蓋

薙 呻脇 接蘇
む 狐み部の接合部はくびれる 9)回転ヘラケズヴ ナデ

$)ナデ

SD-07

40-
201

蓋
　
無 ］櫛鰍

胎
焼
色

礫ヽ粗砂粒含む

縣6版
0)N6/灰

ω

①

SD-07

40-
202

蓋
　
無
呻韓裾径一醐

基蒲ξ像i嘔

偏平な宝珠形のJRみ ＄

＄ ミガキ

SD――o7

40-
203

蓋

無 呻櫛裾径．螂
繰席

む ０

０

SD-07

40-―

204

蓋

無

狐み径3.2
残高 1.4

稀 師
褻蔀

む ⑪

①
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帥
図版Ю 緩 猿  暴 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 か1ま形

SD-07

40-
205

蓋

無 ］弾裾径．的

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅
0)7.5Y4/2灰褐～Nl.5/黒
$)Nl_5/黒

JRみ部接合部はくびれが小 さ
とヽ

6)ナデ

Q)ナデ

SD-07

40-
206

蓋

薙

狐み径1.7
残高 1.7
裾径 ―
H猫転掲1/3

響:懃痴,褒

報念可3奇祟ふ省ミ
くヽ接合$)ヘラケズリ ナデ

0)ナデ

SD-07

40-
207

蓋

無

JRみ径一
残高 1.2
裾径(16.0)
郵

胎
焼
色

礫ヽ粗砂粒含む
餅
0)N4/灰～N7/灰白
Q)N5/灰

雪環躙
やや翔朝き①

9)ナデ

SD― o7

40-
208

蓋

薙

０
０
４嵯韓裾径く‐５．帥
墨鵡 ,委

口縁部端部が「 く」字状に屈
曲する

$)ヘラケズリ ナデ

$)ナデ

SD-07

40-
209

蓋

徳

JAみ径―
残高 1,9
裾径(17.0
螂

胎
焼
色 級級

／

／”
々

呻　卿卿
螂餅伽卿

口縁部端部が「 く」字状に屈
曲する

6)ナデ

0)ナデ

SD-07

40-
210

郷

嫌

口径(14_8)
器高 41

蹟や挙詣
つ 経:融諄象

上げ底ぎみの底部
直線的に開く体部

$)底部ヘラ切り

●)ナデ

SD-07

40-
211

郷

無

Ｄ
７
Ｄ
２

２
．３
．６
．ν

噸
締
聴
醐

響:与
;子;こ与オ奔サ三吸

上げ底ぎみの底部
直線的な体部

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

9)ロ クロナデ

SD―-07

40-
212

郭

劉 息

０
９
０

略縞酪螂
響:融臨儡

直線的に開く体部 α)ナデ
底部回転糸切り

0)
火欅あり

SD-07

40-
213

郭

無

０

４
０

‐４
．＆

く７
．

醒綿醒郵
磐:融鶴壕纂π駕雛

直線的に開く体部 $)底部ヘラケズリ

0)ロ クロナデ

SD-07

40-
214

郭

須恵

口径(13.llJ

器高 3_6

得髯F指苫

`/7

磐:詫廊餘
体部の外傾は大きくない $)ロ クロナデ

底部ヘラケズリ
9)ロ クロナデ
火欅あり

SD― o7

40-―

215

辱

薙

０
８
０
２

３
．３
．■
７

噸
縞
聴
醐

磐:写
FIぢユ甘】持姜

含む上げ底ぎみの底部
丸みのある体部

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ロ クロナデ

SD― o7

40-
216

郭

薙

黒豊
(lζ

:P
底径 6.4
鵬 蹴

磐:議: 豹三吸
平底
大きく開く体部

$鶴
喬隷 扇り

0)ロ クロナデ
火欅あり

一　
　
一
２

働
　

４０

辱

薙

８

４

４

３

噸縞醒螂
磐:蔚蕊羅曇i難 漂覇は直線的に開く

$)底部回転糸切り

0)ロ クロナデ
火欅あり

SD-07

40-
218

郭

無

日径 13.4
器高 3,5
底径 6.6
ほぼ完存

胎 ;石入 礫ヽ粗砂粒含む

雹:顧盤:月識キ翻婢
上げ底ぎみの底部
体部は大きく傾 く

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ
火欅あり

SD-07

40-
219

郭

嫌

っ
７
０
３

●
　

●
　

●
／蜘紳蜘岬
磐:瓢郡轟m班 級

上げ底ぎみの底部
直線的に開く体部

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

SD-07

40-―

220

郭

雑

口径(15.D
器高 3.7
底径 (8。 つ
nH31/2輔

磐 :臨 10v26/1骰

直線的に開く体部 α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

m)ロ クロナデ
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帥
区脚 糀

譲
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　．．．．． ≡．́一一一一

働
　

４０

郭

無

っ
８
０口径く‐３．器高３．底径く６．呻

む

瞬　販阪
礁餅御硼

胎
焼
色

上げ底ぎみの底部
丸みのある体部

6)ロ クロナデ

$財場評EE4望り

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　⌒．．．．．．́一一一

働
　

４０

郭

無

口径(14.つ
器高 3.6

儒祭苫銘
° 響:融骨駅肇

大きく開く体部 α)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　⌒．． ャ．́一一一

働
　

４０

郭

無

口径 14.6
器高 3.7

蹟鍮/3岳疑

胎 ;礫ヽ粗砂粒含む

雹:顧解:チ!委

上げ底ぎみの底部
大きく開く体郡

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ
火欅あり

SD-07

40-
224

不

無

３．６３．７６．６端
略縞隧咄

胎 ;礫、粗砂粒含む

管:忌托OY5/1灰
0)10Y5/1灰

上げ底ぎみの底部
大きく開く体部

$と最占曇累研琴く残る
$)ナデ
火欅あり

SD-07

40-
225

堺

無

醐３．７６．８端
噸縞躍醐

胎 ;穏k粗 砂粒含む

書:騒
:群子チi謁奔サΞ吸

斑
大きく開く体部

0)ロ クロナデ

。拝部回転糸切り

40-07

40-
226

辱

無

０
４
Ｄ

‐４

３
．て７
．

醒縞醒郵

胎 ;雲母、礫ヽ粗砂粒含む

笹:顧隅雛武キ酬畷
丸みをもって大きく開く体部 $)ロ クロナデ

只欅ち5ク
ロナデ

SD-07

40-
227

郭

薙

口径(140
器高 3,7
底径 (7.0)
BIMB-3

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;慎u子色;8;、γ優

少し丸みをもって開く体部 $)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

SD-07

40-
228

郭

無回径く‐２．８，器高３．５中的

胎
焼
色 薮

薮
一
一

リ

リ

む
　
オ
オ

平底
大きく傾 く体郡
群

ω ロクロナデ

Q∫弄EWヌ騨 り
火欅あり

SD-07

40-
229

郭

無

口径 13_8
器高 3.5

儒祭歯矛:

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
麟
$)N7/灰白～N3/暗灰
0)N7/灰白～N4/灰

上げ底ぎみの底部
大きく傾 く体部
厚め ‖;1暑夕暑率夏り

SD-07

41-
230

琢

無

回径 10_6
残高 41

儒鍮 HH4

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
麟
$)N6/灰～N5/灰
0)N6/灰～N5/灰

箱形の体部
口縁部はわずかに外反する
高台痕

α)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

SD-07

41-
231

郭

無

０，０４．‐６．２端
噸縞隧聰

響:募孫,長:昆,灰
0)N6/1～ N4/灰

高台を付す
箱形の体部
口縁部はわずかに外反する

6)ロ クロナデ

a)ロ クロナデ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一^一一́一́一一一

働
　

狙

不

蕉

０
７
０日径く．５．紳底径ぐ‐．．呻

胎 ;礫、粗砂粒含む

笹:離謡銑騒
高台を付す
箱形の体部
重ね焼

6)底部ヘラケズリ

0)ナデ

SD-07

41-
233

不

無

０
０
０日径く．６．融呻

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅

絡祥:緩

高台を付す
箱形の体部

$)底部ヘラケズリ

Q)口縁部ナデ

SD-07

41-
234

郭

須恵

口径 ―
残高 5.2

脇
響:辱≒9亀凄こそ/灰 譲念懸 α)底部回転糸切り

0)ロクロナデ

SD――o7

41-
235

郭

無

Ｄ
５鞭鰈叫
響:講 5称1評

蛤む
0)7.5Y5/1灰

冷|:多 :子冨部騨岳|

SD-07

41-
236

郭

無

口径(12.0
器高 42
呑三ξそ臨部Iン9

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む

新 575/11更
0)7.5Y5/1灰

上げ底ぎみの底部
箱形の体部 。デ

ヶ突▼
ナ
層発謎塾譲雲場む
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図版酌 維

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD― o7

41-
237

郭
　
無

暴讐
(1争

!)

底径 7.0
日縁3-4E3完

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;農u子色;甜

;と :群子チi明奔サ三チ優

上底ぎみの底部
箱形の体部

格子
呂後是素吾辺褒り屏奏な

切

火欅あり

SD― o7

41-
238 恵

鉢

　

須

日径(23.り
残高 14.5
底径 ―
暉VH3 4

胎 ;粗砂粒含む

笹:諷AI灰
9)5V4/1灰

緩 く締まる頚部より外反 して
口縁部に至る

0)ナデ

9)ナデ

SD― o7

41-
239

鉢
　
無

暴讐髯と[)

底径 (9.働
日

'3NE31/2

胎 ;粗砂粒含む

笹:患妊OY5/1灰
0)10Y5/1灰

平底よりす とがり、体部上位
で張り内湾 して口縁部に至る
日唇部は面取 りが施される

$)ナデ

$)ナデ

SD-07

41-
240 釉

椀

　

灰

０
７
０日径ぐ‐８．器高５．底径く８．醐
饗:郁癌旨

高台を付す
丸みのある体部
外反する日縁部
重ね焼 刷毛拳り

$斧牌 夢今ラケズリ
東濃

SD-07

41-
241

擁
　
廟

３
．
０

２
．
８

６
．
６
螂

噸
縞
醒
噸

胎 ;礫、細砂粒含む

書:遍開硝灰白
9)N7/灰白

高台を付す
浅めの丸みのある体部
漬け掛け Q斧苦ア讐甲季

ヘラケズリ
東濃

SD― o7

41-
242

椀
　
囲

晟審
(2争

!)

臨 輸

胎 ;礫ヽ細砂粒含む

ぞ占:fi手
:子患チi号毒自定:子子チ1,岳自

甕序懲甲
き丸みのある体部

高台痕

0)ロ クロナデ

製遭研軍季ヘラケズリ
SD-07

41-
243 釉

椀

　

灰

口径(18.llJ

器高 6.0
底径 (8.6)
日量3NE31/2

む含艶　附踊
鞠餅卿朗

胎
焼
色

高台を付す
丸みのある体部
漬け掛け

6)ロ クロナデ

裂送
ロクロナデ

SD-07

41-
244

椀
　
朋

一
４

＆

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;礫ヽ細砂粒含む

雹:尋瞬子子チB委自馬評χ炭各自
高台を付す $)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ
東濃

SD― o7

41-
245 釉

椀

　

灰

７
の

一
２

．
７

．
２

く

／

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;礫ヽ細砂粒含む

笹:尋発:穏だ炭色覇:`争6隔

す

榊］義
$)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ
搬

SD―-07

41-
246 釉

皿

　

灰

０
ｌ
Ｄ蜘器高２．底径て８．四

胎 ;礫、細砂粒含む

笹:議
::穏究談 瓢斡］

0)ロ クロナデ
体部下半回転ヘラケズリ

0)ロ クロナデ
東濃

SD-07

41-
247

皿　
　
廟

口径 14_1
器高 2.9
底径 7_0
暉静闘2/3

胎 ;礫、細砂粒含む
焼 ;E」子色;緞朔電子1姑戻督れ,1発万黍

段皿

扉拿禽筈花段を有する
漬け掛け

6)ロ クロナデ
回転ヘラケズリ

裂逃
ロクロナデ回転ヘラケズリ

SD-07

41-
248

皿　
　
廟

Ｄ
８
０日径く‐３．器高２．底径て６。呻

胎 ;礫、細砂粒含む
焼 ;俵u子色; t4;II子

:チ斜|▼解環彩招

高台を付す

簿サ解
6)ロ クロナデ

$)ロ クロナデ
東濃

SD-07

41-
249

皿　
　
踊

０
７
０

醒縞酪鄭

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;自u子色;釉

:雅 :穏握籐拒狂解チ姿自

高台を付す

醤ひ簿琴
6)ロ クロナデ

9)ロ クロナデ
東濃

SD― o7

41-
250

皿　　．廟

か
０
０

４

３
．＆

醒縞酪
一部

を::郁感目を:子子チB号に目

船
郷
船

台
い
け

高
浅
漬

0)ロ クロナデ

製送
ロクロナデ

SD-07

41-
251

皿　
　
廟口径て．３．８抑］］

胎 ;礫、細砂粒含む
焼 ;苫υ子埴L;(4;::::子

:チil十
三子争寛子チ1,I

船
榔
船

台
い
け

高
浅
漬

0)ロ クロナデ

9)ロ クロナデ
搬

SD― o7

41-
252

皿
　
噺

０
６
０
４

２
．２
．６
．Ｖ

Щ
縞
聴
醐

胎 ;礫ヽ細砂粒含む

老彗:fi手
:と,チiサ【自

紺
脚
船

台
い
け

高
浅
漬

G)ロ クロナデ ケズリ

0)ロ クロナデ
東濃
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器種
顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD-07

42-
258

皿
　
廟

口径 (13.つ
器高 2.6

踊絲 解
響:辱拷措静拷民曽定、ィサ優自

紺
螂
鋤

台
い
け

高
浅
漬

6)ロ クロナデ

製造
ロクロナデ

SD-07

42-
254 釉

皿

　

灰

０
８
０
２

●
　

●
　

●
／

誤
醐

響:稲薙蔀チ炎自
蘇

鮒

台
い
け

高
浅
漬

C)ロ クロナデ ケズリ

$)ロ クロナデ ケズリ
東濃

SD-07

42-
255 釉

皿

　

灰

０
４
０
４

噸詭
胎
焼
色 自

白
灰
灰

／

／呻　灰白̈Ｎ７灰白”Ｎ７
鰤餅卿岬

高台を付す
浅い体部
漬け掛け

$)ロ クロナデ

裂甚
ロクロナデ

SD-07

42-
256 釉

皿

　

灰

０
９
８
４

●
　

●
　

●
／

噸絡酪醐
磐:幕耗覺路拷夏轡寛子チ!後自

郎

船

台
い
け

高
浅
漬

6)ロ クロナデ ケズリ

$)ロ クロナデ ケズリ
東濃

SD-07

42-
257 釉

皿

　

灰

Ｄ
３
０騨儡
響:謡権

む
夏禽森景声

ロクロナデ

ロクロナデ
Φ　①難

SD-07

42-
258 釉

皿

　

灰
錘  (1を〕
暉静酪1/3

響:駆絲旨
夏禽森錦| リ

デ
ザ
ハ
デ

ナ
ケ
ナ

ロ
ラ
ロ

ク
ヘ
ク鱒醍∞韓SD-07

42-
259 釉

椀

　

灰

０
４
０
４

鞭詭 磐 :尋
ヤ常幣テ邑,～5Y6/1灰

粟鱗期のある榔
呈写警紀τ甜ぞ

ヘラでつまみ
ω)ロ クロナデ
体部 卜位回転ヘラケズリ

製送
口
名尼洗

デ

SD-07

颯―
260 釉

椀

　

灰

０
８

７

．
３

．

一
聴姑躍Ｍ

磐:蘇纏
む 即 ぞヘラでつまみ

高台痕

$Ъ矮難雪看今昇
ケズリ

裂浪
口
名是洗

デ

SD-07

42-
261 釉

皿

　

灰

３．８２．８７．２端

醒霧 響:尋材そ写,優自
日縁部に4カ所ヘラで日唇部
を持ち上げている

悟詩彗を代帽昇競
き

$)ロ クロナデ
体部下位回転ヘラケズリ

鎚幣継
デ

SD-07

42-
262

皿

　

釉

耳

　

灰

７
．
６

２
．
７

４
．
７
輔

略
縞
躍
咄

磐:謡樋-6/2tll―な
平底 $)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ
東濃

SD-07

42-
263

皿

　

釉

耳

　

灰

０
７
っ
４

蜘紳蜘呻
響 :献

挽 ～5Y7/1辰

平底 $)ロ クロナデ

奏!彊iζアセξ姿:妥

り

SD-07

42-
264

椀
　
帥 脚
中

響:鷺爾塾♂
剥落が激 しい ω

鰈

SD-07

42-
265

皿　　一翻

星豊
11:

騒忌
響:籍≧霊

口縁部は外反する 6)ロ クロナデ

裂差
ロクロナデ

SD-07

42-―

266

椀
　
鰤酬底径．中

磐:籍≧駆
0)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ
搬

SD-07

42-
267

皿
　
餓

回径(15.D

繹脆
2 響:駆線ニサ三夢

丸みのある浅い体部
口縁部は外反する

α)ロ クロナデ

(内 )

SD-07

42-
268

椀
　
饂

ｍ２．８一爛
醒妬醒罐

胎
焼
色 専,Iξ]を委奔サ三夢

日縁部は外反する G)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ
輪花椀
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図8N0 議 猿  暴 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 かほ形

SD-07

42-一

269 磁

皿

　

白

口径(21.6)
残高 1.4

唇矮部二部
経:融‖纏i三毅

回縁部は外反する ０

０

ロクロナデ

SD-07

42-
270

郭

土師

一
■

６
．

醒妬配醐
響:蘊露贔

上げ底ぎみの底部 $)底部回転糸切り痕有り

樫魯諺荘筆茫婿を紺
SD-07

42-―

271 師

椀

　

土

回径‐４
．残高 ４
．鯨

胎
焼
色

細砂粒含む

緞;】号%,1量
ぶい橙

丸みのある体部 6)ロ クロナデ

●深瓢言男暮ぞ春す
黒色処理

SD-07

42-―

272

邪

土師

暴豊
『

2

底径 6.9
底部1/2

胎
焼
色 齢単TH;『∵

む
$)2.5Y2/1黒

平底 6)ヘラケズリ

脇 荏刻暮霧砦琴
SD-07

42-
273

邦

上師

口径 ―
残高 1.2

モΞζ三1/B・

2 磐:昂身そこ,釜
に含む上げ底ぎみの平底 6)底部回転糸切り痕有り

隅 走刻讐暑砦琴
SD-07

42-―

274 師

郭

　

土

星箇 fl
底径 7.2
底部1/4

磐:簡蠍
平底 0)底部回転糸切り痕有り

Q)ミ ガキ 黒色処理
底部外面に刻書を有す

SD-07

42-
275

邦

上師

一
■

６
．

日径
残高
底径
底部

響:継訥目ぞ綿
上げ底ぎみの平底 $色

轟乙曇素砺り痕有り
絲是健が抑

SD-07

43-
276

椀

土師
暑量

(1;:感

BF静8-3

胎
焼
色 講i品絲 梅

●)N3/暗灰
諄ξ顎疫む鵠踊罐
る

粘争牽:ぞ績馨専景r工
具によ

黒色処理

SD-07

43-
277

不
　
無
時棘底径６．醐

胎
焼
色

細砂粒含む

臨 ゅ争炭
―プ 晋履的に開く体部

6)ロ クロナデ

岩博錦け千名i足雪墨醤静写り
SD-07

43-
278 師

甕

　

土

■
６
．
一
Ｖ

噸嬬酪嘲
橙縮

６
明

む
　
ν
６

騨

］
］

胎
焼
色

需薫は「く」獣猷財
る

$)胴部ヘラケズリ (タ テ)

Q)ナデ

SD-07

43-
279

甕

土師

０
１
　
３

＆
４

一
ν

噸
姉
醒
嘲

磐:綿
9:暮

長胴甕 ヨヨナデ

ヨコナデ
ヘラケズリ

＄

印

SD-07

43-
280

養

土師

０
０
　
部馴底径一射

胎
焼
色 赫 ぱ

岳爆薫は「く」字状に外反す
る

$)刷毛調整

印)ヨ ヨナデ

SD―-07

43-
281

甕

土師

く‐９．８＞４．５一脚
醒露 墨榔

'1極

紳橙簡慧縮絡
ナデ

ナデ

＄

●

SD-07

43-
282

養

土師
廟
底径‐０．醐

胎
焼
色 綜詩そ邑

'6橙

Ct4)7.5YR7/1明褐灰

話辱走線為手ぞ
り丸みのある

9)ナデ
ミガキ

Φ ナ デ

SD-07

43-
283

養

土師

０
９　部

く・４．５．一静

略嬬醒嘘

胎
焼
色

豊砕粒含
む

酷;孔 :4♀チ41とぶtキ懲
告書霞定皇媛

部より外反 して
6)ナデ

0)ナデ

SD-07

43-
284 師

養

　

土

星ぞξ(1::子 )

唇瓢ラ4
巻:穂

'4鰯

小型甕 ロクロナデ

ロクロナデ

Φ

①
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顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かとよ形

SD-07

43-
285

甕

土師
の６．４・螂

醒嬬酪瞭
響:編鷺

小型蓋
口縁部は外反する

＄

●

ロクロナデ

ロクロナデ

SD― o7

43-
286

甕

上師

星讐(1争
1)

底径 一
日傷賠阻/4

基穂欅
小型甕 $)ナデ

●)ナデ

SD-07

43-
287

甕

土師

口径(10,8)

唇蟄与:

胎 ;粗砂粒含む

筐:顧麗尤騨
小型甕 3)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

SD― o7

43-
288

甕

土師

４
Ｄ
泡絲底径く７．蜘
響:饂聯 い橙

鍔議ぎみの回
lill:;‖:::憂

り,哀男守り
SD― o7

43-
289 師

甕

　

土

０
８
０

日径ぐ‐４
．器高 ‐６
．鰍

胎 ;粗砂粒含む

笹:謗謡羽廷武嘔
小型甕
平底よりす 卜がり丸みのある
胴部より外反して日縁部に至
る

$)ロ クロナデ

.F習ア看李雫り痕有り

SD-07

43-
290 師

甕

　

土

０
３
８
競

＆
５
。６
。強

噛
細

酪
醐

鍵:畳津粒含
む

色 ;$)5Y26/6橙
9)7.5Y27/4にぶい橙

る
至

あ
に

の
部婦噛

り
て

が
し量頼

り

り

甕
よ
よ

樫雅脚る
淋1吾う暑率夏り痕有り

SD-07

44-
291

養

土師

口径 ―
残高 10.0

層雛 騒

胎 ;粗砂粒含む

笹:騨脚絡芦
小型甕

晋層轟
り立ち上がる丸みのあ

$)ロ クロナデ

●∫霙翌躍ヌそF姿:妥

り

SD― o7

44-
292

甕

上師

６

７

／

一
４
３
．Ｍ

醒鋪躍脚
響:諄輻欅悠礁

平底 ⑪ ヘラケズリ

Q)ヘラケズリ

SD-07

44-
293

養

土師

日径．
残高 ４

．臨
鍵:豊砕粒含

む
色;絡れ謡,チ:魯

$)ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

SD-07

44-
294 師

甕

　

土

一
２
．３
．

径
高
径
部

口
残
底
底

擁:麗犀、粗砂粒含む色;絡
l:鵜チt箪福

釜jお唇菅胴部 ω)ケズリ

Q)ケズリ

SD― o7

44-
295

養

土師

一
２
．３
．競

略姉躍脚
響:尋旱モ豊;::こ蛮福

小さい底部
張りのある胴部

ケズリ

ケズリ

＄

Ｑ

SD-07

44-
296

甕

土師 剛底径．中
響:講:D:蘊懇

口縁部に1孔を慣つ $)ナデ

0)ナデ

SD-07

44-
297

甑

土師

一
＆
７
．部

醒嫡聴醍
響:尋属寺とが鍵

輩む ケズリ

ケズリ

Φ

⑪

SD― o7

44-
298

羽釜

土師
橿蔓 正8

体部一部
磐:融す母耕与§

む 管瑚壕華裁埓訴軍雪宅露著
ていΦ 胴部ヘラケズリ 9絶め

0)ナデ

SD-07

44-
299

羽釜

土師

１
・０
・
一
Ｖ

噸細醒螂
塊:蚕鼻、粗砂粒含む色;絡

l:碧:チ4髭ぶi輻

禦難解藉朝著a、 α)ナデ

0)ナデ

SD-07

44-
300

羽釜

土師
］７．０一螂

醒嬬酪唯
響:融,線

密瑚警筆謙井争蕎喜幕ぼと
てい$)ナデ

$)ナデ
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顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 とま か

SD-07

44-
301

雅
　
卸

口径(19.0
残高 9.5

酪 議
響:訂:郁ミi輻

体部に鍔状の突帯を付してい
る

$) ナデ
ヘラケズリ
ナデ印)

SD-07

44-
302

雅
　
卸

０
０
　
部馴底径．叫

強

笹 豊砕粒含む

8:l:轟:チ1にぶiヽ雹
管部異響管皇奢高憮辱よ百

い$)ナデ

Q)ナデ

SD-07

44-
303

雅
　
卸

口径 ―
残高 7.4

蹟鍮_轟 磐:融欅
む 甲粟懇轄盤局協

ている

$)ナデ

$)ナデ

SD-07

45-
304

一霊
　
　
無
碁冨(I雰 I)

H31/3″E33
響:絆謀 暴彩霧呈する胴部

$)ケズリ

Q)ナデ

SD-07

45-
305

一望
　
　
無

口径 ―
残高 19.0

絲
樫:編

む
晶覇憲肩で張る

6)ナデ

0)ナデ

SD-07

45-
306

一望
　
無

０
９径く６．高７．径．鵬

口
残
底
暉

磐:梅
,絵

瀑覇要り細い頚部が直立ぎみ
にのびる

$)頚部に2条の沈線をひく

牒あ澪と、てぃた痕有り
SD-07

45-
307

一盟
　
無

の
９
　
４

＆
４

一
Ｖ

聴
嬬
睡
嘲

磐:穂
,優

暑蓼覇に折り返し口縁帯を有
する

$)ナデ

0)ナデ

SD-07

45-
308

一亜
　
無

か１　４

く６．４
一翻

醒姉酪唯
響:絲ユ炎

岳懇零に折り返し日縁帯を有
する

$)

●)

SD-07

45-
309

一霊
　
　
無

日径 ―
残高 15.0
底径 ―
胴部一部

胎
焼
色

む含
　
灰
灰

麟駒
暴琴霧ある胴部

$)ヘラケズリ

G)ロ クロナデ

SD-07

45-
310

一望
　
　
無

星讐 1万 0
底径 ―
胴部一部

胎
焼
色 綜髯群5'オリープ灰

0)N5/】天

長頚壷の体部
肩部で張る

$)ナデ

0)ナデ

SD-07

45-
311

一霊
　
　
無

口径 ―
残高 7。 9
底径 ―
胴部一部

磐:二梯博,三
む 長頚壺の体部

肩部で張る
0)

Q)ナデ

SD-07

45-
312

一望
　
薙

展籍 1「 5
底径 ―
胴部一部

磐:絲溌
0)5Y6/1灰

長 (短)頚壷の田部 6)ヘラケズリ

Q)ロ クロナデ

SD-07

45-
313

一盟
　
無

口径 ―
残高 8.9

暦鍮

胎
焼
色

む

雌朗阻
長 (短)頚壺の胴部 6)ヘラケズリ

0)ロ クロナデ

SD-07

45-
314

一霊
　
薙

一
４

一
部

略姉醒肝
4息

:i阜,:絲ブ～10Y7/1贋白癬 の紛 で屈曲する
$)自然釉が施される

0)

SD-07

46-
315

一里
　
無

径
高
径
部

口
残
底
底

3.2
8.6

胎
焼
色

粗砂粒含む

紳舘ぁ麻
唇習憲?庚「 学形に開く

$退素隷 切り痕残す
$)ナデ

SD-07

46-
316

一盟
　
　
無

星豊 
「

2
底径 (6.0
日3-轟～臨31/2

胎
焼
色 暑驚岳写]灰

Q)5Y5/1灰
畳毒弓整豊琴塗

が弱く断面は
$)ケズリ

●)ケズリ
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顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

SD-07

46-
317

一望
　
　
無

口径 一
残高 7.8
底径 6_6
B3-3NE競

基線
む 長頚壷の底部

高台は踏ん張りが弱く断面は
長方形を呈する

3)ナデ

0)ナデ

SD-07

46-
318

一望
　
無

口径 ―

篠雇(&5
底部1/3 呻朗］］

胎
焼
色

彊姥薪ヨ懲躍り州く繭は
四角形を呈する

9)ケズリ

9)ナデ

SD-07

46-
319

一霊
　
　
無

回径 一
残高 7.6
底径 10.6
H3-3嘘競

胎
焼
色 灰

む
　
１瞬餌卿噸

長 (短)頚壺の底部
高台は踏ん張りが弱く断面は
長方形を呈する

$)ナデ

Q)ナデ

SD-07

46-
320

一盟
　
薙回径く‐０．３，残高５．３底径．的

胎
焼
色

む含
　
灰
灰

麟閉卿硼

題 壷 $)ナデ

$)ナデ

SD-07

46-
321 恵

甕

　

須
く２７．。８．４・脚
醒嬬醒噛

響:爾民
む 甕の日縁部 3)ナデ

Q)ナデ

SD-07

46-
322

養
　
無

星魯1『 7

層紬

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅

釉;I::子 :チ!夕焉

張りのない胴部 0)タ タキロ

(内)タタキロ

SD-07

46-
323 恵

養

　

須

０
　
部口径．韓底径．離

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
$)5Y4/1灰
●)5Y4/1灰

雇勝軽鋼踪講錦
で耳に孔は無い

9)タ タキロ

9)ナデ

SD-07

46-
324

甕
　
無

日径 ―
残高 5.3
底径 ―
体部一部

響:絲
'1級

肩部に断面が三角形の突帯を
回し耳状の突起を付す

C4)

Q)ナデ

SD-07

46-
325

養
　
無

０
２　部

く２４．５．一静

醒姉降唯

塊:畳津粒含
む

色;釉
;、γ疫

0)

(内 )

SD-07

46-
326

甕
　
無

２
．５
．
一
囀

噸棘醒醐

胎
焼
色

粗砂粒含む
財
0)N3/暗灰
0)7.5Y5/1灰

張りのある胴部より短く外反
して日縁部に至る

0)タ タキロ ロクロナデ

0)ナデ

SD-07

47-
327

甕
　
無

く４３．６，５．２・螂
醒第靡唯

胎 ;雲母、粗砂粒含む

雹:謳隅4先既
口縁部は短 く外反する $)ナデ

0)ナデ

SD-07

47-
328

甕
　
無

口径 ―

饉雇(iti)
日31/3～E33

磐:尋鱈巖
平底よリヤ トがり張りのある
胴部に移行する
胴部上位が強く張る

0)胴部タタキロ

0)ナデ

SD-07

47-
329

甕
　
無

０
２　部

饂
＆
一静

醒妬離罐

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
閉

絡1町斧諄L璃

0)タ タキロ

0)ナデ

SD-07

48-
330

甕
　
無

Ｇ‐，４≫９．‐一爛

略嬬降罐
窪:静そ監,F婁倉ぃ褐

粘土帯積み上げ 0)タ タキロ

印)ナデ

SD― o7

48-
331

義
　
無

口径(19.6)
残高 5。 0
底径 一
口縁部一部

繰穂オ優
広回の甕 0)タ タキ

Q)ナデ

SD-07

48-―

332

甕
　
無

口径 ―

警雇(11称
用哺輯31/2

響:補子炎
粘土帯積み上げ ω タタキ日

印)ナデ

第 29表  土 器 観 察 表 (23)
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顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かとま形

SD-07

48-
333

日
　
　
釉

広
瓶
　
灰

４
０
．
一
〃

噸細酪醐

胎
焼
色

礫、細砂粒含む

:皐;:Iと:チ雰IΞチ程:こ II子子チIF: 奮ゑ部:こ折り返し口縁帯をつ
くる

C)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ
東濃

SD-07

48-
334

霊

廟

星讐 
「

6
底径 一
胴部■部

響:絡嵩雰子ブ灰 翻憲呈する体部
$)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ
搬

SD-07

48-
335

一盟
　
　
朋 信鼻,『あ 灰熾

触
５Ｙ６

５Ｙ６

ヽ
２
．

む
　
２
．な

胎
焼
色

高台を付す $)体部下位ヘラケズリ

●)ロ クロナデ
搬

SD-07

48-
386

一盟
　
　
廟

饉 (&乙
脚 /4

魯:蘇雅孔拙
高台を付す C)底部から体部 卜位回転ヘラ

ケズリ

盤差
ロクロナデ

SD-07

48-
337

一望
　
　
廟

回径 ―

瓢 iカ
響:融磁Fttκ形韻自

高台を付す $)体部下位ヘラケズリ
底部ヘラケズリ

0)ロ クロナデ
東濃

SD-07

48-
338

/J司臣

灰釉

口径 6.0
残高 1.9

臨 1/4
磐躯猛

回縁帯をもつ 3)ナデ

製送
ナデ

SD-07

48-
339

柿
　
廟

５
０
氾口径．韓螂帥

胎
焼
色

礫、細砂粒含む

写撃:0子:チi優～7/1灰白

平底 犠緞 窃:ケ
ズリ

Q)
穀

SD-07

48-
340

輔
　
朋

１

０

一

２

．
５

．
２

て

／

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

礫、細砂粒含む

f皐与:I予:チを,十
三チエ子チ!;鷺自

平底 $鰯
:ケ

ズリ

0)
東濃

SD-07

48-
341

霊

土師 中櫛底径．申
響:融ぴ

含む 折り返し口縁帯をつける
犠龍
$鰯

SD-07

48-
342

小壼

翻口径．韓底径．的

胎
焼
色

青灰色 硬質
断
釉は濃緑色

球形の体部 $)ロ クロナデ ヘラケズリ

0)ロ クロナデ
搬

SD-07

48-―

343

無
　
無 中駆中

口縁部は先端で折れて内傾す
る

① ●)う るしを施す

SD-08

49-1

郭

土師

日径 ―

窪雇(息:】;
醐

響:認惣途
α)ナデ

0)ナデ

SD-08

49-2

郭

土師

一
■
５
．

径
高
径
部

回
残
底
底

胎
焼
色

粗砂粒多量に含む

:;;:Y5/1り〔
0)5Y4/1灰

平底 $)底部回転糸切り痕有り

0)ナデ

SD-08

49-3

不

土師

５
っ

一

２

．
３

．

醒姉降醐
窪:編欅

平底 $送
素否転糸切り痕有り

$)ナデ

SD-08

49-4 師

椀

　

土

口径 ―
残高 2_7
底径 7.2
底部

響:箱
,息 鰯

高台を付す $)ナデ

0)ミ ガキ

SD-08

49-5

椀

土師

径．高２．径．脚

日
残
底
体

騒穂叛旨韓
a)ナデ

Q)ナデ
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顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 か|ま形

SD-08

49-6 師

郭

　

土

４．８４．‐６．４掘
呻縞酪脚

鍵:賢津■多
量に含む

色;緞
;帝ジ量

6/4にぶい橙
告矮騒言魚隻写習 α)ナデ

。F妻早
孫糸切り痕有り

黒色処理

SD-08

49-7 師

郭

　

土

一
３
．６
．

径
高
径
部

口
残
底
底

響:盤舒属岳魏
$)N2/黒

上げ底ぎみの底部 0)ナデ

。)で昇軍糸切り痕有り
黒色処理

SD―-08

49-8

郭

上師

一
２

．
６

．
４／

径
高
径
謡

口
残
底
底

響:尋幹,3ユにぶい黄橙
上げ底ぎみの底部 6)ロクロナデ

Q)苦ア哲李嬰り痕有り
黒理

SD-08

49-9

郭

土師

口径 ―
残高 1.6
底径 (5。 つ
底部一部 熱

胎
焼
色

0)底部回転糸切り痕有り

0)ナデ
黒理

SD-08

49-10 師

堺

　

土

０
０

一

１

．
５

．
３

談

醐
基尋幹争8,韓紳橙

上げ底ぎみの底部 0)底部回転糸切り痕有り

0)黒色処理

SD-08

49-11

椀

土師口径一韓底径て８．鵬
鍵:賢摩粒含

む
色;縦撮り望/4にぶい黄橙

高台を付す 0)ロ クロナデ

0量E纏ナデ

SD-08

49-12 師

椀

　

土

口径 ―
残高 2.5

詈鶴

`ン

P
蟄尋第5B,嫌帥橙

高台を付す $)

0)黒色測理

SD― o8

49--13

郭

無

口径  ―
残高 3.0
底径 6.8
底部

胎 ;粗砂粒含む

後触 酸
平底 3)底部回転糸切り痕有り

0)ロ クロナデ

SD-08

49-14

士重
　
　
無

口径 ―
残高 7,9
底径 ―
頚部一部

胎 ;粗砂粒含む

雹:縄 《/1拓
褐灰

長頚壷の顎部 $)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

SD―-08

49-15

一頸
　
無
」残高４．底径て５．鵬 牌緞

胎
焼
色

小型の壷
高台を付す 段

体部から底部に自然釉がつ

Q)ロ クロナデ

SD-08

49-16

一盟
　
　
無

５
０

一
２
。で９
．定

錘

醐

鍵:賀津粒含
む

色;附州影炭灰
高台は「八」字形に開く $巻醤譴繁訓翼鉢:ケ

ズリ

SD-08

49-17

養
　
無 中残高２．３底径．的

響:尋
,そ尋,炎

口縁部は外反する $)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

SD-09

50-1

郭

土師

０・３３．０４．０端
噛縞降醐

響:融節ヨ緊
小さい底部
丸みのある体部

$)ロ クロナデ

Q拝習ア畜李學り痕有り

SD-09

50-2

椀

土師

４
，
０

４
．
９

７
．
２
蹴

噸
縞
睡
聯

燦:賢浮
粗砂粒含む

色,絡雅謡〔チ1瑠露例難

高台を付す
大きく開く体部

6)ナデ ケズリ

0)ナデ ミガキ

SD――o9

50-3 師

椀

　

土

日 径  ―

残高 1.8

攘鍮 8.0
響:肺ボ獅鬼

高台を付す α)ナデ

0)ナデ
黒色処理

SD-09

50-4

郭

無口径．韓底径‐２．呻
塊:賛浮

粗砂粒含む
色;絡乳:報チi優

高台を付す C)底部から体部下位回転ヘラ

0)ロ クロナデ

表  土 器 観 察 表 (25)
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顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD-09

50-5

椀

廟

０
９
　
部口径く‐４．残高２．底径．射

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅
6)10Y7/1灰白
Q)10Y7/1灰自

日縁部をヘラでつみ上げてい
る

$)ナデ

0)ナデ
東濃 輪花椀

P-10

51-1

郭

無

０
２
０蜘鰍 瞬

礁
灰
灰

欣朗酬硼

胎
焼
色

直線的に開く体部 0)ロ クロナデ
底部回転ヘラ切り

Q)ロ クロナデ

P-10

51-2

不

嫌口径く‐３，議呻

胎
焼
色

鷲浮
組砂粒含む

0)N6/灰
0)N6/灰

舌療的に開く体部
$)底部刻みによる窯印有り

$)ロ クロナデ

P-126

51-3

郭

土師

口径(12.0

議雇(&ら
1/3

胎 ;雲母、礫ヽ粗砂粒含む

管 :臨
慇

2RIB6ん酪哺

上げ底ぎみの底部
丸みのある体部

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

9)ロ クロナデ
黒色処理

醐ェ　５２．．

琢

土師

口径 11_6

譲雇(::絲
1/4

胎 ;微砂粒含む

笹:顧脚雉武キ離
平底より外反ぎみに立ち上が
る

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

●)ミ ガキ

翻Ｉ　５２．２

郭

上師口径‐２．紳韓嚇

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

隷_:程子チ解覆深;(鰹
赤褐漂覇に丸みをもち口縁部で外

傾する

6)ナデ
底部回転糸切り

0)ナデ

朝Ｉ　５２．３

不

土師

賂 壮 ぢ
底径 40
2/3

塊 :互斧
、雲母、細砂粒含む

色;8:認墨I姑髭ぶiキ壽雹
語純く醸をも如潮
は外反する

$拮騎s新旨苫蟄期り
0)ナデ

翻Ｉ　５２．４

郭

土師

唯縞醒閉

胎
焼
色

石英、雲母、礫、粗砂粒締
餅
0)7.5狙7/4にぶい橙
0)7.5Y27/4に ぶい橙

平底より内湾 して立ち上がる °
鶴舌蘇5り

0)ナデ

翻Ｉ　５２．５

郭

土師
錘 瀦
2/8

響:諦 5冨写活脇 ユI聰

Q)7.5VR6/4に ぶい橙

漂覇妥呂離 皇宮も
ってそ‖1暑夕暑率憂り

醐Ｉ　５２．６

不

土師

２

３
，４

醒縞醒別
響:尋壽モ跡:争

橙～7/6橙 霧寿払軒能秀撃義舞が
り回$)ロ クロナデ

底部回転糸切り
印)ナデ

醐ェ　５２．７

郷

土師

径‐‐．熟径４．嚇

口
器
底
ほ

後緬融i冊麟託騒のある体部より口縁部で
外反する

6)ロ クロナデ

。∫踊罰“
コ博云創り

鞘ェ　５２．８

郭

土師口径‐‐．７曲中］
塊 :覆浄

雲よ 細砂粒含む

色;8"号

“

腕7選嬰懸転黄橙
平底より直線的に開いて日縁
部に至る

6)ロ クロナデ

Q)ヂ写転糸切り

醐Ｉ　５２．９

郭

上師

回径 10_3
器高 3。 3
底径 46
2/3

胎 ;徴砂粒含む

笹:顧隅鱗辞
晋瓢は頼する

.1尋昇牽糸切り

翻Ｉ　５２．‐０

郭

土師口径‐０．紳］嚇
磐:諦厨i僣虫供:却

$)7_5YR8/3鶏

上げ底ぎみの底部より立 Lが
り底部近くに稜をもち口縁部
に至る 峠‖|liヒζE筈たあり

醐ェ　５２．‐．

郭

土師回径‐．．２器高３．４中時

胎
焼
色

石共 礫(粗砂粒含む

患冤47/6橙～10Y5/1灰
0)7.5YR6/4に ぶい橙

上げ底ぎみの底部
体部は内湾する

デ
切″藤一デ

鉾醐孵
翻ェ　５２．‐２

郭

土師

回径(la 0
器高 Z7
底径 42
暉静静齢

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
6)5YR6/6橙
0)7.5Y26/6橙

上げ底ぎみの底部
回縁部はゆるく外反する 緯錦夏り

第 32表  土器観察 表 (26)

-125-



帥
図8N0

器種
顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

翻１　５２．‐３

郭

土師

醒縞醒盟

鍵:静
粗砂粒含む

色 ;6)5Y27/4にぶい橙
$)5YR7/6橙

平底
口縁部でわずかに外反する

0)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ナデ

緋一　
　
・‐４

遺
Ｉ
　
５２

郭

土師
謹 &:
締

蓼朧
む 上げ底ぎみの底部より内湾し

て立ち上がる
9,差甘融ぞi彊与薇砺り
$)ナデ

醐Ｉ　５２．．５

郭

土師

回径 11.9

議雇 &】
2/3

胎 ;礫、粗砂粒含む

書:臨糾離
平底
体部は内湾 して日縁部でわず
かに外反する

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ナデ

醐ェ　５２．‐６

郭

土師

径
高
径
存

口
器
底
完

胎 ;礫、粗砂粒含む

雹:離謡鴇髭武嘔
平底
口縁部で外反する

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ナデ

醐ェ　５２．．７

琢

土師

賂 壮 :
底径 46
2/3

胎
焼
色

静
k粗 砂粒含む

絡!脇娠熱錦
平底より内湾 して立ち上がる

櫓1事幹切り

翻Ｉ　５２．‐８

郭

土師

一堡
員
径
３

日
器
底
〃

響:阜純ほ称標1048/3厳橙
平底
丸みのある体部

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)

醐ェ　５２．‐９

郭

土師

径
高
径
４

口
器
底
ｙ

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅
α)7.5Y27/4にぶい橙
0)7.547/4にぶい橙

平底
体部にうすく稜をもつ

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ナデ

朝
I

52-20

郭

土師

０
．３
，４

略縞酪椀

胎
焼
色 忌托阻7説こぶLキ

墓雹

平底
口縁部でわずかに外反する

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ナデ

翻ェ　５２．２‐

郷

土師

径
高
径
３

日
器
底
γ

響:講藤堪嚢
平底
直線的に開く体部

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)

期Ｉ　５２．２２

郭

土師 ］緯］時
巻:蔚胡羅曇i肇

平底
口縁部で外反する

α)ナデ
底部回転糸切り

9)ナデ

一朝Ｉ　５２．２３

郵

土師

口径 11.5

霞雇 登】
3/4

響:議:臨6焼

平底より立ち上がり口縁部で
わずかに外反する

91差彗融と:≦奉蕉:二り
Q)ナデ

醐ェ　５２．２４

郭

土師

径
高
径
３

口
器
底
ν

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

書:絲鍛彫]髭武輻
平底より内湾して立ち上がる $)ロ クロナデ

底部回転糸切り
Q)ナデ

翻Ｉ　蜘

辱

土師

径‐‐．高３．径５，嚇

口
器
底
ほ

響:説牌
む

0)7,5澱7/4にぶい種

藤軍は丸みを持ち段を有する
9堵垂ξi蓬苫肇蛎り
0)ナデ 付着物あり

醐Ｉ　５２．２６

不

土師

口径 11,0
器高 2.7
底径 4.6
1/4

胎 ;石英、雲母、碑(細砂粒含む

笹:騨器彫す端 6κ種
上げ底ぎみの底部
体部はゆるく外反する

I‖仁:i鉾覇り

翻ェ　５２．２７

郭

土師
蜘紳］時

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
麟
$)2.5YR6/8橙
① 2.5Y26/8橙

上げ底ぎみの底部より外傾 し
てヤ Lがり口縁部に至る

Φ 底部回転糸切り

9)

醐Ｉ　５２．２８

郭

土師

９
．３
．４

醒縞醒Й

胎 ;粗砂粒含む

雹:騨謡牌踊摯7臨
平底
丸みのある体部

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ナデ
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帥
図all 維

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

外

　

２９

離
ェ　５２．

郭

土師

９
。２
．４

醒縞離閉

胎
焼
色

微砂粒含む

謳Iとと子チをに景キ難
晋瓢は外反する

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

3)ミ ガキ

翻Ｉ　５２．３０

不

土師

口径 9。 1

器高 2.3
底径 3.8
3/4

響:講ξ酵拷醸彊
む習騒的に開く体部

$)底部回転糸切り

$)

醐Ｉ　５２．３‐

郭

土師

醒縞睡錆
響:講贔だ轟

む平底より内湾して立ち上がる $退素否転糸切り
0)ナデ

鰯Ｉ　５３．３２

郭

土師

口径 8.9
器高 2.6
底径 4.5
2/3

磐:講轟墓箱蘊
晋蜃部は外反する

$)覇誘窒垂:索:二り
$)ミ ガキ

翻Ｉ　５３．３３

不

土師

日径 8_8
器高 2.1
底径 4.0
1/2

胎 ;石英、雲母、礫、細砂粒鈴

笹:謳艦彩]髭ミキ華
傘謹aぢ直線的に立上がり口
縁部に至る

$送
素置転糸切り

0)ナデ

翻Ｉ　５３．３４

郭

土師

＆

２
．４

醒縞醒閉
響:融れ終建 漂野はゆるく外反する

$)ナデ
底部回転糸切り

$)ナデ

翻Ｉ　５３．３５

不

土師口径‐‐．器高３．底径．呻

胎
焼
色 忌托皿7馴こぶぃ責橙

0)10YR7/3にぶい貢橙

口縁部は内湾する $)ナデ

Q)ナデ

翻Ｉ　５３．３６

不

上師

口径 (10。 つ

蓬雇(な 勝
HIMB増

胎
焼
色

石共 粗砂粒含む

胞駿
小型の不 6)底部回転糸切り痕有り

Q)ミ ガキ

外

　

３７

離
Ｉ　５３．

郭

土師

口径(10.llJ

器高 3.1
底径 3.2
1/3

胎
焼
色

平底
小型の郭

$)底部回転糸切りと思われる
痕有り

$)ミ ガキ
付着物有り

醐Ｉ　５３．３８

椀

土師

回径 12.8
器高 43
底径 6.0
3/4

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
断
$)5Y26/6橙
Q)5YR6/6橙

暴g写約奪占鰹 百
6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

一朝ェ　５３．３９

椀

土師

瑚
５．４７．４崎

Ｑ

　

虎

醒縞醒嘲

胎 ;礫、粗砂粒含む

笹:離謡彩:脅ぶぃ橙 ∃権誕iBテと筆夢る
$)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

醐Ｉ　５３．４０

椀

土師

４
５
．
一

径
高
径
３

日
残
底
ν

繰箱,ζ雛 見怠念露奮体部
ω群話象ラケズリ
0)ロ クロナデ

翻Ｉ　５３．４．

椀

土師
籐 造i)
1/4

胎
焼
色

徴砂粒含む
財
$)2.5Y8/2灰白
Q)2.5Y8/2灰白

同葛t竪こ上がり口縁部で外
反する

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り痕有り

0)ロ クロナデ

翻Ｉ　５８．４２

椀

土師

口径 143

蓬雇 生9
1/3

胎
焼
色

静 瓢 駄細砂粒飾

釉;乳謡

`チ

:鍵鵡

平底より直線的に開く 6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

$)ナデ

醐・　蜘

椀

土師

星讐
1::B

底径 6.9
2/3

響:講:論
に響i!:!Il与

離 宿季かに外反する
$色累舌曇索5り
0)ロ クロナデ

醐Ｉ　脚

椀

土師口径一棘呻呻
磐:議Ч孫黒訓ν販同自t辱こち上がる

ω ロクロナデ
底部回転糸切 り

$)
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帥蜘
締
顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か れヽほ形整

翻
I

53-45

訴

土師

一
＆

一
哺

醒姉羅脚

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
$)547/6橙
$)10YR7/4によい責増霊～N3/η舒り〔

Ｇ

●

ロクロナデ

ケズリ ナデ

翻
I

53-46 師

盤

　

土

一
＆

９
．２

′

′

醒嫡羅螂
響:編

'4難

高台を付す ０

０

ロクロナデ

ロクロナデ

期
I

53-47

不

土師

２．６３．９５．０蹴
呻縞酪叫

響:幕托需岳据邑雲と、黄橙 晋蜃部付近で内湾ぎみとなる
$)底部回転糸切り
Q)ヘラミガキ 中Jbに 向かって

鞣瑞鶴銑冒輿阻
醐
I

53-48

郭

土師

Ｈ３．２躙端
醒縞酪脚

響:融遷移:こ雲と追
平底
体部は浅い

$)底部回転糸切り痕有り

3)ミ ガキ
黒色処理

翻
I

53-49 師

堺

　

土

２．０３．８・９端
醒縞醒Ｍ

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

尋希拶望んにぶい黄橙
平底
体部はゆるい丸みをもちその
まま口縁部に至る

α)底部回転糸切り痕有り

0)ミ ガキ
黒色処理

醐
I

53-50

郭

土師

口径 12.1
器高 3_9

籐 /3継

胎
焼
色

粗砂粒含む
断

綸澪茅量
7/3にぶL理

平底

環碧慧ど高羞筆落培學ゑ足舜
C)底部回転糸切り痕有り

0推§珂著中皇琶尾毯
って縦に

醐
I

53-51

郭

土師

口径 13.2

悪雇 争!
嚇 蹴

響:説惑/記亀 縁日
る

ち
す益頼

み
く

丸ヽ
さヽ和

割
ゆ
端雅雑靭

$)底部回転糸切り痕有り

0)ミ ガキ
黒色処理

醐
I

53--52 師

杯

　

土

‐・６３．７４．３端

１

　

れ

醒縞酪囀

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む

忌与.5YR7/3にぶい橙
Q)N2/黒

晋蜃蔀の先端r‐/Jヽ さく外傾す
る

0)底部回転糸切り

Q塗包瓦羞
醐
I

53-53

郭

土師

口径(12.0)
器高 3_4
口径 45
嚇 鴎

響1甲請潔逗:難
平底
口縁部付近で内湾する

C)底部回転糸切り痕有り

$)ていねいなミガキ
黒色処理

翻
I

53-54 師

郭

　

土

０

１

８

１
．４

４

Ｑ径
高
径
４

日
器
底
Ｖ

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅

釉報ジ量
7/4にぶい橙

体部に丸みをもつ $)底部回転糸切り痕有り

0)ミ ガキ
黒色処理

翻
I

53-55

不

土師

０

５

８

■

３
．４

径
高
径
２

日
器
底
Ｖ

胎
焼
色

粗砂粒含む
断

滸報ジ量
73にぶい橙 無馨示きぞ角農与冒

縁部の先
Q)ミ ガキ
黒色処理

6)底雌 切り痕有り

醐
I

53-56

郭

土師

暴豊
(1と

P
底径 4.1
暉静路3/4

胎 ;程嵐 粗砂粒含む

後撒 鵬 咤 鍮 建塾密
をもちそのま6)底部回転糸切り痕有り

0)ミ ガキ
黒色処理

翻
I

53--57 師

郭

　

土

っ
１
２鞭緯底径５．呻

胎
焼
色

粗砂粒含む
閉
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)N2/黒

体部は直線的に開きそのまま
口縁部に至る

Φ 底部回転糸切 り痕有り

印)ていねいなミガキ
抑

翻
I

53-58

不

土師

０
８
０殿脇

胎
焼
色 蘊

'3弾

管戦静宮も如郵割ヽ 6)底部回転糸切り

Q)ミ ガキ
黒色処理

翻
I

53-59

郭

土師

の
６
６口径ぐ‐５．識呻

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
財
$汀.5VR7/4にぶい橙
0)N2/黒

体部は直線的に開いてそのま
ま口縁部に至る

ω 適語冊ヨ竜耕終1切 り賄 り

●)ミ ガキ
黒色処理

翻
I

54-60

郭

土師

暴箇
1と

;
底径 住0
2/3

胎
焼
色

礫ヽ粗砂粒含む
断
6)7.5VE7/3に ぶい橙
$)7_5YR7/3に ぶい橙

平底 6)ロ クロナデ

Q偏で昇牽
糸

留羞部に付着物有
り 黒色処理
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帥
図版Ю

器種
顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

翻Ｉ　５４．６．

郭

土師口径ぐ．３．６ぅ器高５。‐底径６。９］

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
α)7.5VR7/3に ぶい橙
$)N2/黒

体部姑學泉建衆食事を
ち口縁

0)底部回転糸切り痕有り

Q)ミ ガキ
黒理

翻ェ　５４．６２

郭口

土師枷器高６．４底径５．４］

胎 ;粗砂粒含む

管:患托m7/3にぶい橙
$)N2/黒

大型の郭
上げ底ぎみの底部
体部にゆるい丸みを持つ

$)底部回転糸切り痕有り

0)ミ ガキ
黒色処理

朝ェ　５４．６３

郭

土師

口径(16.1)
器高 5.1
底径 6.7
暉静脳将

胎
焼
色

蚕犀
、粗砂粒含む

⑪ 10YR7/2にぶい黄橙
$)N2/黒

簸藩晃錦名状きぞ球農与冒
縁

α)底部回転糸切り痕有り

Q握き冗著中会琶尾毯
って縦に

醐ェ　５４．６４

不

土師

一
■

６
．３／

′

醒嬬略醐

胎
焼
色 濫 ■4にぶい赤褐

0)N2/黒

平底 $)底部回転糸切り

Q耳菫琶禿理
?有り

期Ｉ　５４．６５

琢

土師

口径 ―
残高 1.6
底径 5.6
底部1/3

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
$)7_5m5/4にぶい褐
●)Nl.5/黒

平底 0)底部回転糸切り痕有り
底部に窯印有り

●)ミ ガキ
黒理

翻Ｉ　５４．６６

杯

土師 甕1チξ5 響:蘊
'3韓

平底 6)底部回転糸切り痕有り
底部に窯印有り

0量龍

一朝ェ　５４．６７

不

土師

一
２

．
７

．
２

く

／

醒篤酪醐

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
0)7_5Y27/4に ぶい橙
0)N2/黒

平底 0)底部に窯印有り

0)ミ ガキ
黒色処理

翻Ｉ　５４．６８

郷

土師口径一韓底径．的

胎
焼
色

静
駄 粗砂紅含む

絡!隅鴇髭ぶIキ難

0)体部に「十」字の刻みあり

Q)

緋
　
　
・６９

遺
Ｉ
　
５４

椀

土師
錘 (&あ
BF4ESE

響:二詩そ鼻,6橙
① N3/暗灰

高台を付す
丸みのある体部

α)ロ クロナデ

0)ていねいなミガキ ロ郷
ヨコミガキ 黒色処理

翻ェ　５４．７０

椀

土師

８

５

４

２

呻縞酪醐

胎 ;礫、粗砂粒含む

書:臨暖76橙
高葛t辱こ上がり日縁部で小
さく外反する

α)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ナデ 黒色十器が二次焼成
をうけたもの

一朝Ｉ　５４．７‐

椀

土師

口径(11_1)
器高 47
底径 5。 1

暉紐/3強競

胎
焼
色

粗砂粒含む
麟
α)1045/1褐灰
0)10m5/1褐灰

高台を付す
小型の椀
体部の腰が強く張る

① 体部ヘラケズリ ロ縁部ナ
アQ)醜

醐ェ　５４．７２

椀

土師

径‐０．高４．鶴嚇

日
器
底
ほ

む

嚇
晦噸

紳財伽蝦

胎
焼
色

高台を付す
小型の椀
体部に張りがある

6)体部下半ヘラケズリ ロ縁
部ロクロナデ

Q)ミ ガキ 中央蝉
口縁部ヨコミガキ 黒色処理

翻Ｉ　５４．７３

椀

土師 剰呻嚇

胎 ;礫、粗砂粒含む

笹:臨
辮 0振携

ヽ
患I追

諄な疑脚
C)ロ クロナデ

Q)ミ ガキ
黒色処理

醐ェ　５４．７４

椀

土師
暑::(lξ ;
呻

響:脇佑綿 纂a宅財のある螂 6)体部 卜位ヘラケズリ

Q)ロ クロナデ ミガキ 暗文
黒色処理

翻Ｉ　５４．７５

椀

土師
謹 (&l)
暉静郎1/8

後絲 韓 高台を付す
丸みのある体部

α)ロ クロナデ

$)ロ クロナデ ミガキ 暗文
黒色処理

翻Ｉ　５４．７６

椀

土師

一

３

．
６

．
３′

／

略嬬醒齢
響:暑貯謀

高台を付す ω 黒働 興

Q菫誂
いなミガキ
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酬
図UN0

糀
顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

醐Ｉ　５４．７７

皿

土師
麓 &!

「

34囲 ”財呻嚇

胎
焼
色

高台を付す
浅く直線的に開く体部 材拗料碑

＄

＄

醐Ｉ　５４．７８

皿

土師

口径(12.5)
器高 2.8
底径 5.8
日

'34E3
い餅呻呻

胎
焼
色

直線的にのびる偏平な体部に
高台を付す
日縁部は外反する

$)黒色処理

0)ミ ガキ
黒色処理

醐ェ　５４．７９

皿

土師

展晉 ア4
底径 7.0
底部1/4

胎 ;粗砂粒含む

笹:諷生,及
0)N4/灰

高台を付す ω 黒色処理

0)黒色処理

翻ェ　５４．８０

皿

土師

一
■

６
．３

醒姑隧醐
墨棉雪

高台を付す $)黒理

$)ミ ガキ
黒色処理

期
I

54-81

皿

土師

口径 一
残高 1.8
底径 6.4
底部1/2

響:絆譴
0)Nl.5/黒

高台を付す 俳)黒色処理

0)黒色処理

翻１　５４．３２

郭

土師

遍訴雪
~■

5

騒恥瑞

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

書:離託先談
郭かあるいは壷の底部と思わ
れる ‖1曇魯銘竃切り

翻ェ　５４．８３

蓋

土師 矯翻
胎 ;細砂粒含む

箇:胞曇
体部は直線的に開き口縁部が
折れて内傾する
朝颯曇?

$)ていねいなミガキ
黒色処理

0)ていねいなミガキ
黒色処理

翻
I

54-84

鉢

土師

日径C23.7)
残高 3,0
底径 ―
口縁部一部

繰昂幹子写言難討橙
口縁部が折れて立ち上がる 6)ヨ ヨナデ

Q)ミ ガキ
黒色処理

翻ェ　５４．８５

盤

土師

０

２

儀

■

一
噸姉樅醐

線:賢浮
粗砂粒含む

色 ;$)7.5Y27/4にぶい橙
0)7.547/4にぶい橙

日縁部に向収りが施される $)ロ クロナデの後ヘラケズリ

Q)ナデ
付着物有り

翻Ｉ　５４．８６

盤

土師

径．高く３．径．舗

口
残
裾
接

響 :昂
辱そ三,:信基話選

/6橙

脚台の裾部 3カ所に紡錘形の
透かしを有する

C4Jロ クロナデ

●)ロ クロナデ

翻Ｉ　５４．８７

盤

土師口径．坤裾径．呻

胎 ;粗砂粒含む

雹:謗謡鴇廷武瑳
6)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

翻Ｉ　５５．８８

盤

土師回径．脚申
胎 ;石英、礫ヽ粗砂粒含む

笹:離謡尭籐～72殿
焼成後郭部に一孔を穿つ Φ

⑪

翻１　５５．３９

盤

土師口径．櫛鉤呻

胎 ;粗砂粒含む

笹:離謡影:驚ぶぃ橙
裾部先端に稜を有する ω

④

醐ェ　５５．９０

蓋

撤

６
０

一

２

．
６

．
晦姉熱螂

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;后野色;釉

;祥酵庚

口縁端部を折り曲げる α)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

翻Ｉ　５５．９‐

杯

無

０
２
０
４

住
６
．９
．７

噸
縞
聴
醐

磐:蘊
む

評鵡く脚に高台を付$)ロ クロナデ

$)ロ クロナデ

翻ェ　５５．９２

椀

廟

０
６
０口径く‐８．識呻

胎 ;細砂粒含む

笹:昂語子子ケ!褒自
丸みをもつ体部
口縁部が小さく外反する
高台を付す

G)胴部 卜半回転ヘラケズリ
ハケ塗り施釉

裂追↑
ケ塗り撤
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帥
図UN0 糀

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ形整

翻ェ　５５．９３

椀

廟
一調７．４綿

醒姉酪瑯

胎 ;石気 礫、粗砂粒含む

ぞ彗:離
:とこチi定 Iチi;【 :∃

高台を付す $)底部、体部下半回転ヘラケ
ズリ

Q)
東濃

醐Ｉ　５５．９４

椀

灰釉

一調８．６脚一

醒嬬睡醐
響:詭縁繁轟,談

高合の断面形は三日月形 0)底部、体部 卜半回転ヘラケ
ズリ

$)
搬

醐Ｉ　５５．９５

椀

灰釉
甚憂√ぁ
底部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

笹:患括Y7/2～8/2灰白
Q)5Y7/2～ 8/2灰白

高台を付す $)底部、体部下半回転ヘラケ
ズリ

$)
東濃

醐ェ　５５．９６

皿

灰釉

０
５
０
４

蜘縞聴呻
塊:質洋

細砂粒含む
色;絡、,チ疫自

詩番に段を有する
高台を付す

0)底部回転糸切り痕有り

$)
東濃

朝Ｉ　５５．９７

皿

灰釉

］削く６．０≫棚
醒縞躍醐

響:尋Fi5桁lE:4栃舟,自
$)7.5Y7/1～5Y7/2灰白

高台を付す α)底部、体部下半回転ヘラケ
ズリ

$)
東濃

醐Ｉ　５５．９８

椀

帥

回径 ―

毛::忌2/;:;

胎
焼
色

青灰色 硬質
財

緞;i隅:チ i4菖,岳

高台を付す α)底部回転糸切 り痕有り

盤換

いヽラミガキ

醐Ｉ　５５．９９

椀

鍮

口径 一
残高 2.4

層君託チ9.り

胎 ;青灰色 硬質
焼 ;Jttu子

色 ;6)10GY5/1緑 灰
Q)10GV5/1級

高台を付す 俳)ナデ ケズリ

農基
ヘラミガキを施してい細ヽ

翻Ｉ５５．‐００

椀

朧

一
１
．３
．

径
高
径
部

日
残
底
底

胎
焼
色 双奴

一
一

リ

リ
オ
オ鞭朗卿］

謝琴出し高台 ?
6)透明釉

鰺裂塾

期ェ５５．皿

養

土師

口径QO.0
残高 10.6
底径 ―
口綱賠卜」部

響:議:融醸彊
む

齋農9弩瞥爆難走塾管
やかに$)ナデ調整

$)刷毛調整

朝Ｉ５５．‐０２

甕

土師

０
５

＆
４

一

Ｑ
ｌ醒第醒Й
襲補芳廷鍬蕪 長経雰獲じ露習羞象・駐

字
α)回転台を利用したナデ

$)

翻ェ５５．‐０３

査

土師

星豊
(2&:)

底径 ―
口編塙阻/4

胎 ;粗砂粒含む

笹:尋抒::4腕 僣N、桂 響習走呂晶 夏解離訂瑠麗与
る

0)回転台を利用 したと思われ
るナデ

0)ナデ ケズリ

翻Ｉ５５．‐０４

甕

土師

日径(22つ
残高 5。 6

底径 ―
口縁部1/3

響:編

'4熙

響著走呂晶 那 唇ヤ
外反する

$)口縁部回転台を利用したナ
ア

①

翻Ｉ５５．．０５

甕

土師 中櫛底径．］
響:櫛

'4熙

小型甕
田部より小さく外反 して口縁
部に至る

Φ ナデ 回縁部 ヨコナデ

。年不子調茅ズリ調隆

翻Ｉ５６．‐０６

甕

土師

回径 (9.0
器高 10。 8
底径 7.5
1/2

響:蘊醜鋲v 鎌ぎ好妹譜議建
至る

α)ロ クロ調整のナデ
底部回転糸切り

$)ナデ

翻Ｉ５６．‐０７

甕

土師

一
０
，４

３

て

／

醒姉睡醐

胎
焼
色

金雲母、粗砂粒含む
朗

絡1町斧悠韓

平底 $)底部木葉痕を有する

Q)

一醐Ｉ５６．‐０８

羽釜

土師 中残高５。３底径．中

胎
焼
色

礫ヽ粗砂粒含む
餅

8光韻移7色にぶ
い橙

体部上位に鍔状の突帯を付す ① 刷毛調整

$)刷毛調整
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帥
凶8N0 糀

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かとま形

外
　
　
０９

齢
ェ５６．．

羽釜

土師 的残高‐０．６底径．中
磐:徹桁そ武嘔

体部上位に鍔状の突帯を付す 0)ナデ調整

Q)ナデ ミガキ調整

醐ェ５６．‐‐０

羽釜

上師

０
６　部

ぐ‐７．５．一静

醒賄酪略
磐:櫛催

体部上位に鍔状の突帯を付す
日縁部に強い面取 りが施され
る

ω

ω

ヨコナデ

醐Ｉ５６．Ш

羽釜

土師

００　部

く‐５，９．一静

唯姉隧醇

胎 ;雲母、粗砂粒含む

雹:騨謡:チ4艦武瑶
省薮蓋偕矢誓で岳黍了泰晃意
れる

$)ケズリ調陸

0)ナデ調整

翻Ｉ５６．‐‐２

望

須恵

口径 ―
残高 7.4
底径 一
頚部一部

響:瀧議i麟

長頚壷 $)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

醐
I

56-
113

堕

須恵

口径(15,つ
残高 5.1
底径 ―
口縁部一部

響:綜髯格昇〕炎索
短頚壷
口縁部から頚部が短 く肩が張
る

0)ヨ ヨナデ

$)ヨ ヨナデ

翻１５６．‐‐４

霊

無

４
Ｄ

一
４

６
．４

Ｑ
フ

醒姉躍醐
響:肺覺級 高台を付す ０

０

外

　

１５

離
ェ５６．‐

望

無

口径 一
残高 2.5
底径 7.0
底部

響:命与峰,ヨ
む 高台を付す 9)底部ヘラ切り

0)ロ クロナデ

朝Ｉ５６．．．６

甕

薙

一
２

．
２

．
４

Ｑ
Ｖ

径
高
径
部

口
残
底
底

響:昂阜;夏
'4に

ぶい赤褐
平底 $)タ タキロ

0)ケ ズリ
指頭によるナデ

外

　

１７

離
ェ５６．‐

口
　

釉

広
瓶
　
灰

０
９日径く‐９．勲底径一醐

!::二阜争阜子チ;ほ自
広口瓶 $)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ 灰釉を施す
東濃

翻Ｉ５６．‐‐８

盟

灰釉

回径 ―

警雇
1些 5

R3NE3-3
を:::阜手i::と子チI;【自

高台を付す 9)胴部下半ヘラケズリ
釉が施される

Q)ナデ
東濃

翻Ⅱ　５７．．

椀

上師

口径(16.llJ

残高 4.4
底径 ―
口縁～牌弔

磐:講
:亀チ手営ζF雹

0)

$)黒色処理

翻Ⅱ　５７．２

不

嫌

口径(13.0)
残高 2_9
底径 一
日縁～433

響:議命i豊狭
粒含む $)火欅が見られる

0)

醐Ⅱ　５７．３

椀
　
廟

５
０
弱

一
２
．＆

２

く

／

醒嬬睡醐
響:郁盛募若

高台は比較的高め 0)底部、体部下半回転ヘラケ
ズリ

Q)
東濃

翻Ⅱ　５７．４

鉢

無

０
０
　
導

４
７
．
一
用

Ｑ
　
　
”

醒
嬬
酪
峨

磐:尋零れ

'i侯

轡粒含む
口唇部に面取りが施され日縁
帯をつくる

$)ロ クロナデ

Cn)ロ クロナデ

翻Ⅱ　５７．５

菱

土師

８
０
導

一
９
．９
．用

く

一

醒嬬醒醐
磐:三旱手i:藁功i::ミli:ξ

お立含むロクロあるいは回転台を用い
て成形 している

Φ

①

ロクロナデ

醐Ⅱ　５７．６

甕

無

０
９
　
部口径ぐ‐６．棘底径．叫
響:爾

i廟】臨泡麟
甕か壺の口縁部と思われる
日縁帯を持つ

Φ

⑪

ロクロナデ
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帥
図版Ю 練

顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

翻Ⅱ　５７．７

甕

蕪日径．棘底径．的
響:二詩髯≧据狭:,ユ灰

Q)7_5Y6/1灰

$)タ タキロ

0)

醐皿　５８．．
師

不

　

土
謹 &i
lよ旧陛虎昇子

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

雹:fi争
:I子と子据こ針1喜:g打 ]ヽチ騒

上げ底ぎみの底部
丸みのある体部

6)ロ クロナデ
底部回転糸切り

Q)ロ クロナデ

期Ⅲ　５８．２

杯

土師

唯縞醒薪
墨昂滉打こ打綽

む上げ底ぎみの底部
丸みのある体部

$)ロ クロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

外

　

３

齢
Ⅲ　５８．

郭

土師

口径 10.6
器高 2.7
底径 44
暉32/3輯議

胎 ;礫(粗砂粒含む

篭:騨冊難
小型の郭
平底

Φ ロクロナデ
底部回転糸切り

$)ロ クロナデ

魏Ⅱ　５８．４

琢

土師

９．６２．９８．８端
醒縞睡Ｍ

胎 ;醸、粗砂粒含む

雹:顧隅先騒
揺

嚇 ω ロクロナデ
底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

醐Ⅲ　５８．５

椀

土師
蜘瓢

胎 ;石英、礫ヽ粗砂粒含む

笹:謗謡統隠嘔
餡を付

$)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

醐Ⅲ　５８．６

郭

土師
麓 恐あ
1/2

燦 :団酔
駄 粗砂粒含む

色 ;6)2_5Y7/2灰黄～N2/黒
0)N2/黒

著のある脚 $)ミ ガキ

。偏習ア看今要
り

黒理

期Ⅲ　５８．７

不

土師

３．０３，７側端
噸縞醒聰

塊 :団酔
駄 粗砂柱含む

色 ;6)2.5Y24/1赤灰
$)N2/黒

上げ底ぎみの底部
丸みのある体部 粘1吾夕暑率夏り

黒色処理

醐Ⅲ　呻

椀

土師

口径(140
残高 42

鯨

胎
焼
色

雲母、礫く粗砂粒含む
朗
$)5YR7/4橙
Q)N3/暗灰

口縁部は外反する 0)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ
黒色処理

醐皿　５８．９

椀

灰釉口径く‐５，。鱒底径８．２呻

胎
焼
色

礫ヽ細砂粒含む

散 _5Y8/1随～7.5Y6/1灰
Q)7.5Y3/1舶 ～7.5Y6/1灰

脅客9岳a竺菅月型を呈する
漬け掛け

$)体部 卜位から底部回転ヘラ
ケズリ

Q)ナデ
東濃

醐Ⅲ　５８．‐０

段皿

灰釉

口径(140

蓬尼g(&あ
1/4

磐:配編17巧Ⅵぬ灰
$)7.5Y8/ほ 白～7_5Y6/1灰

客雪を鵞写
有する皿 6)体部下半から底部回転ヘ ラ

ケズリ
0)ナデ
東濃

靭Ⅲ　蜘

甕

土師

口径(149)
残高 1&0
底径 ―
DHOB34

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
麟
6)5VR5/閉絹～5Vn4/1褐灰
$)5m4/1褐灰

小形甕 $)ナデ

0)ナデ

翻Ⅲ　５３．．２

/J�

灰釉
一韓底径．螂

胎
焼
色

細砂粒含む
餅
th)2_5CY6/1オ リー▼′り〔■ド6/り〔
0)N6/灰

体部から頚部へゆるやかにす
ぼまる

$)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ
東濃

第 40表  土 器 観 察 表 (34)

-133-



帥
図版Ю

種 類
残 存 法 量 質瓦 整調 考備

ST-05

59-1

瓦
　
部

丸

体

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

灰色粒子を多く含む
還元
聰/暗灰 儲詈:吾離継

陸捌

蜘職６０．．

瓦
　
部

丸

端

さ

　

さ

長
幅
厚 客:昂露忌Ⅲ霙写纏電賄師師

布目$/1�)8X9 糸切り痕
ナデ
分割痕

無段

SD43
職
60-2

瓦
　
部

平

体
i目

さ (1::そ
:

厚さ 1.8 響:陥電ミ燃蘇琶唖師肺
李尋夢少ギ習

X8布
目 狭端面まで布目痕

SD-03
醐
60-3

瓦
　
部

平

体

長さ
幅
厚さ

胎 ;褐色粒子を含む

篭 :酪雀6/輝鶉 7.5YR7/3に 軽
唖師鰤

布目$/19f)9X13

/纂
夕去鶏ヶズリ

SD 01

61-1

丸瓦

玉縁部

９
ぅ
４

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色

褐色粒子を含む
還元
10VR6/1灰～7/1灰白

面
面
面

凹
凸
側

寮昇受讐酬
傲6 ナデ

SD卜01

61-2

瓦
　
部

丸

端

さ

　

さ

長
幅
厚 響:昂亀f:軍範

む 面
面
面

凹
凸
側

布目$Aurj5X7広 用ケズリ
ケズリ
凹面側を面取り

SDに01

61-3

瓦

部

丸

体

長さ(10.2)

目さ (生 :)

胎 ;褐色粒子を含む

笹:守争町/6橙～6/1褐灰
亘
画
面

凹
凸
側

布日SAgFJ9Xlo布綴糾 日

由諦尋詠り
SDい01

61-4

瓦

部

平

体

長さ
幅
厚さ 磐:得岳路元を星:種

面
面
面

凹
凸
側

布目感/19rJ7X9
押型文
布目

棚署竜罵菊写罷のスジ状のく
ばみあり

SD 01

61-5

瓦

部

平

体
i言

:き

(IB:::
厚さ 1.8

胎 ;黒色粒子を含む

笹:需力灰
面
面
面

凹
凸
側

斑舅夢學督鴻繋切ぢ覆
ケズリ

SD-07

62-1
妻藝覇

1/4
を言  モII:4: 胎

焼
色

涙耗1子
が多い

5VR6/6橙

九葉単弁蓮華文

饗雪詈諄∈2::・

5

SD-07

62-2

軒丸瓦
瓦当部

1/5
獲 〔&:; 胎

焼
色

白色粒子を含む
還元
H3/暗灰

九葉単弁蓬華文

甕曇詈諄舒
14.8

SD-07

62-3 櫛螂郵
そ善   〔:::; 胎

焼
色

褐υ !ヽ礫を含む
酸化気味
7.5YR4/1褐灰 5YR6/6桂

覆報 蓬話0

瓦当厚2.0

SD 07

62-4

瓦
部
８

丸
当
Ｖ

軒
瓦 機    〔::子:

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
5Y4/1灰  10YE5/2灰黄褐

十 (九)葉単弁蓮華文

豊蜃讐ヶ志 蓮子径
0.}0.6

SD-07

62-5
瓶鍋
一部

軒
瓦 穣   (``::;

胎
焼
色

黒色峙白色粒子を含む
還元
N3/暗灰 2.5Y5/1黄灰

俊義甕奎蓬蓄発 瓦当厚2.6
*創建期信濃目分寺のもの

SD卜07

62-6
瓶鍋都

軒
瓦 をと   〔争】; 胎

焼
色

褐色粒子を含む
酸化
10狙7/3に ぶい黄橙 紹欝富講6

SD-07

62-7
鍮
～体部

ξ目さ 〔ニユ:::
厚さ 2.2

胎 ;黒色粒子を多く含む

雹:轟力灰 N4/灰
晰師鰤

布目9れgFj7X7
ナデ ケズリ
両面を面取り

布目は玉縁部から筒部まで同

SD-07

63-8

瓦
　
部

丸

端

長さ(11.0)
幅  14.5
厚さ 2.2

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元気味
5VM/1福灰

面
面
面

四
凸
側

布日$/1�)6X8広端部ケメリ
ナデ (ヨ コ)

凹面側を面取り

SDI17

63-9
一
部

瓦
部
端

丸
体

長さ(20,1)
幅  12.0
厚さ 1.5

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
7.5Y5/1灰 10Y4/1灰

面
面
面

凹
凸
側 縁鋸ピ

脚

SD 07

63-10

瓦
　
部

丸

体

長さ(11.0
幅  14.8
厚さ 1.9

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
2.5Y5/1～4/1黄灰

面
面
面

凹
凸
側

挙多
ズリ

凹面側を回収り

SD-07

63-11
鞠
～体部

i目

‐き
 〔::子:

厚さ 1.2

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
10Y4/1～5/1灰

面
面
面

凹
凸
側

布日感/1gf)7X6
ナデ
凹面側を面取り

SD-07

63-12

瓦

部

丸

体

き

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

自色粒子を含む
還元
5Y6/1～ 5/1灰

面
面
面

凹
凸
側

亨昇$今安サ
X8 糸切り痕

両面を面取り
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種 類
残 存 法 量 瓦 質 整調 備   考

SD…07

63-13

瓦
　
部

丸

端

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色

む含を

鶴元倣
白
還
誦

凹面 ;布目G/19fJ7X7 広端部ケズリ

局唇:占吾側を面取り
SD-07

63-14

瓦
　
部

丸

端

き

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

白色、黒色粒子を含む
還元
N4/ -5/り〔

面
面
面

凹
凸
側 零昌彗客妥サ

lX繋切り痕
SD-07

64--15

瓦
　
部

丸

端

長さ(13.7)
引目   (8.0)
厚さ 1_5

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
7_5Y5/1灰

師師砺

布目$/1�)5X6 広端部ケズリ
ナデ
凹面側を面取り

SD-07

64--16

瓦
　
部

丸
　
体

長さ(13.0)
嘲目   (9.2)
厚き 1.9

胎
焼
色

白色、褐色粒子を含む
還元
5Y5/1 9〔

面
面
面

凹
凸
側

亨昇辮 ヅヅキロ
両面を固取 り

SD-07

64--17
”
部

瓦
部
端

丸
体

長さ(11.1)
幅  (8_4)
厚さ 1_5

胎
焼
色

褐色粒子を含む
還元
2_5Y4/1 ヨqぅに  5Y4/1 り〔

面
面
面

凹
凸
側

布目$/108X9布綴合せ日広端部ケズ,

ナデ
両面を回収り

SD-07

64--18

瓦
　
部

丸

体

長さ(13.3)

宿目さ (113)
胎
焼
色

白色粒子、石英を含む
還元
N6/ ,〔  H5/ り〔

面
面
面

凹
凸
側

卒屏夢少軍詈
Xそ

斜会甲
り写デ

SD-07

64-19

瓦
　
部

丸

端

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色 器評孫i蒜

舘面
画
面

凹
凸
側

布日$/1面)7X6 広端部ケズリ
ナデ
両面を回収り

SD-07

64-20

瓦
　
部

丸

端

長さ (5.0)
引目   (5。 1)

厚さ 1.6

胎
焼
色

白色粒子を多く含む
還元
N3/暗灰

面
面
面

凹
凸
側

布目$/19Fj5X7 広端部ケズリ
ナデ
凹面側を面取り

SD-07

64-21

丸瓦

玉縁部

長さ (8.0
嘲目   (5.5)
厚さ 2.1

胎
擁
色

自色粒子を多く含む
翫
7.5Y5/～6/灰

師師師

布目$/19F)1lX13 玉縁部ケズリ
ナデ
凹面側を面取り

刻隅語?

SD-07

64-22

瓦
　
部

丸

端

長さ (8.0)
囀目  (10.8)
厚さ 2.3

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
N5/り〔

腑師鰤

布目感/1面)7X6 広端部ケズリ
ナデ
凹面側を面取り

SD 07

64-23

瓦
　
部

丸

体

長さ(12.0)
幅     (4.9)
厚さ 1.8

胎
焼
色

白色粒子を多く含む
還元
5V4/1灰 7.575/1灰

噺師腑
亨昇階 ぜ平

X5布綴合せ目 糸切 り痕 側面まで布目痕

SD卜07

64-24

瓦

部

丸
　
体

長さ(11.4)
申三   (8.3)
厚き 2.5

胎
焼
色

褐色粒子を含む
還元
10Y6/1うに

面
面
面

凹
凸
側

亨昇$字要ザ
X5

凹面側を回収り

SD卜07

65-25

瓦
　
一部

丸

体

長さ
幅
厚さ

胎
焼

色

白色粒子を含む
還元
10Y4/1灰

面
面
面

凹
凸
側

布日$/19fJ7X6
ナデ (ヨ コ)
凸面側を固収り

SD-07

65-26

瓦
　
部

丸

端

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色

褐色粒子を含む
還元
10Y6/1灰

面
面
面

凹
凸
側 吾孫哲魏」

6広

端部、凹面にケズリ
SDド07

65-27

瓦
　
部

丸

端
偏:さ  〔女阜:
厚さ 1.4

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
10Y4/1灰

師
師師 零暑と甘悟3;埒遠至と融り

SD-07

65-28

丸瓦
端部

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
擁
色

白色粒子を含む
還元
N4/YA

面
亘
向

凹
凸
側

亨昇雙害酬
1lX10 ケズリ

両面を面取り

SD 07

65--29

瓦
　
部

丸

体

長さ (7.4)
囀 ヨ   (11,1)

厚さ 1.3 響:昂盈/F設、読級師師鰤

布目GAgr)8X7
ナデ
凹面側を面取 り

SD-07

65--30

瓦
　
部

丸

体

長さ (8。 1)

囀畠   (6.2)
厚さ 2.0

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
2.5Y4/1 ^Ψ 5/1 1q切〔

面
面
面

凹
凸
側

亨昇舒
1め 7X7

凹面側を面取 り

SD 07

65--31

瓦
　
部

丸

体

長さ(27.2)
幅     (5.1)
厚さ 1.2

胎
駐

色

白色粒子を含む
還元
10BC4/1暗灰 10Y4/1灰

面
面
面

凹
凸
側

布目$れgrJ6X5
ナデ

SD 07

65-32

瓦

部

丸

体
尾さモ1盈】:
厚さ 2.9

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
N5/灰

面
面
面

凹
凸
側 吾謡:黙手

SDに07

65-33

丸瓦
玉縁部
～体部

長さ(23.3)
幅  14.1
厚さ 2.4

胎
焼
色

褐色粒子を含む
西捷イと
7.57R7/6橙 ～7/4にぶい種

晰師師

布日$/19f)6X7
ナデ (タ テ)
凹面側を面取り
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遺hH0
図脚

種 類
残 存 法 量 瓦 質 整調 考備

SD 07

66-34
部
部

瓦
縁
体

丸
玉

”

長さ(12.4)
幅  15.5
厚さ 1.7 響:魏6談斑監見ユと追巴零:亨昇受彗ぜ;6X5

側面 ;凹面側を面取り

誹 07

66-35 瓶鞠襴
長さ(24.2)
嘲邑   (8.6)
厚さ 2.0 客:絶/晶鼻顔i説/臨 紹:腑鋸ザ

螂ケズリ 肩部のつくりが浅
い玉縁から体部ま
で 1枚の布

SD卜07

66-36

丸瓦
鞠
～体部

長さ(13.5)
申邑   (7.6)
厚さ 1.9 響:尋財慧墓～Ⅶ/噸 紹:吾維謎

鞘部ケズリ
SD-07

66-37

丸瓦
玉縁部
～体部

長さ
幅
厚さ

胎 ;褐色粒子多く含む

雹:脊袋轟梵名灰～7/4にぶい橙
岡面 ;布目$/1�)6X6

紹 ;占箭忌詠り
SD―o7

66-38

丸瓦
玉縁部
～体部

長さ (7.2)
唱目   (7_2)
厚さ 1.8

胎
焼
色

褐色粒子を含む
酸化
5YE6/6橙～■5YR6/4騨い糧

布目91�)5X6
ナデ (ヨ コ)晰師鰤

SDド07

66-39

丸瓦
体部～

螂

長さ(16.5)
申畠   (7.2)
厚さ 2.1 響:得岳元票亀宅う晶雲ぃ赤褐圏需:す昇$楽ザ渡蓼 広端部ケズリ

側面 ;凹面側を面取り

SDに07

66-40

丸瓦
体襲霊

長さ(15。 6)

嘲ヨ  (10.1)
厚き 1.7 客:昂亀≫景F群孟λ息1赤褐帯目:吾暑を宮景ザ

W広端部ケズリ
SD-07

67-41

瓦
　
部

丸

体

長さ(12.0)
幅     (9.8)
厚さ 2.8 響:尋岳岳元をミ:橙～黒 紹:吾話を黙子

SD-07

67-42

瓦
　
部

丸

端

長さ(10.0)
引目   (8,0)
厚さ 3,0

胎
焼
色

鎮耗,自
色粒子を含む

7.5YR6/4にぶい種 罵目:吾昌弼ど路最:幅
で卿広端部例

SD-07

67-43

瓦

部

丸

端

長さ Q.2)
幅  7.1
厚さ 2.0

胎 ;白色粒子を含む

篭:F群羅咎黄灰 昭 :甲%瑠巧
側面 ;

SD―o7

67-44

瓦

部

丸

体

長さ

醤き

６
・３
２ 窪:緑縣 晶 紹 :事

昇
$/19fJ8X7

SD-07

67-45

瓦
　
部

丸

体

長さ(20.0)
璃目  (13.3)
厚さ 2.2 磐:保照.(毛息:橙 齢目 :亨

昇受少男
絣7糸切り痕

SD-07

67-46

瓦
　
部

丸

体

長さ (9.0)
囀目  (11.2)
厚さ 1.5

胎
焼
色

褐色粒子多く含む
酸化
7.5YR6/4にぶい橙

凹面 ;布 目$/1�)7X6

嵩唇帝由論を融り
SD-07

67-47

瓦
　
部

平

端
岳さti&i〕
厚さ 2.3

胎 ;白色粒子を含む

篭:吾弄6版 評5版 儲目 :斑
房夢牟ぎ

絣7側ゑ 広端部ケズリ

SD―o7

67-48
種端部．螂

長さ(27.2)
囀ヨ  (19。 3)

厚さ 2.1

胎 ;黒色粒子を含む

笹:轟移1灰 と5ⅥA黄灰 紹:露経欝ザ狭螂卿紙痕
SDI17

67-40
一
部

覇螂体

き

　

さ

長
幅
厚 響:旱鼻与予重

含
ュ5Y3/1黒褐需:霜

弱學ず聞ナ デ

SD-07

68-50

瓦
　
部

平

端

長さ (9.8)
申目  (14.5)
厚さ 1.6

胎 ;白色粒子を含む

雹 :爵喬5/1褐灰 2.5Y6/2灰黄 帥拗ｍ
Ａ
キ
を榊紗蜘

賄師師
SD-07

68-51
一
部

霧
体

４

■

２
．

さ

　

さ

長

幅

厚

胎 ;褐色粒子を含む
焼 ;還元
色 ;10YE5/2灰黄褐～5/1褐灰

巴需:鰺す4g6増圧痕ケズリ
側面 ;凹面側を面取り

SD47

68-52

瓦

部

平

端

長さ(1■ 8)

幅 (10。 4)
厚さ 1.8

胎 ;褐色粒子を含む

笹:書委髄/1灰 儲目:需と騨靡
SD-07

68-53

瓦
　
部

平

端

長さ(16.0)
申目  (12.2)
厚さ 3.3 響:謡面

む デナ
リズ

Ｘ６
ケ
リ

胡目融榊勢叫
噺師師

SD 07

68-54

瓦

部

平

端

長さ(13.5)
引邑  (10。 4)

厚さ 2,2

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
10VE5/騨  25Y5/2嘲 破

側縁、広端部ケメリガの
目触舛痕

相炒姻
晰師腑
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SD o7

68-55
租
螂 韻こモ与:i;

胎
焼
色

白色粒子多く含む

吾飛5/1黄灰～5/2暗灰黄帯目:壽塁を告景ザ累切む裂
り痕 模骨痕 ?

SD-07

68-56

瓦
　
部

平

端
長さモi!:I〕
厚さ 2.5

胎
焼
色

黒色、自色粒子を含む

掃姦5/朋副昨7.5V6/2X4リープ禽喜:為
デタ早督

ケ委娑 指頭痕

SD-07

68-57

瓦
　
部

平

端

長さ (9.1)
嘲邑   (6。 9)

厚さ 1.6

胎
焼
色

黒υ 〕ヽ礫を含む

抒委晰/3にぶとヽ4B‐4/1褐灰儲目:吾昌協を自豊与
指頭痕狭端部ケ利

SD卜07

68-58

瓦
　
部

平

端

長さ(12.5)
囀目   (7.5)
厚さ 1.8

塗

笹

白色粒子多く含む
還元
2.5Y5/1黄灰

巴需:鰺弊ず
10X9

側面 ;

端面まで布目痕

SD卜07

68--59

瓦
　
部

平

端

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

白色粒子を含む

暴夢1灰 10Y4/1灰 儲目 :甕
房夢4暫

)7繋
切り痕

模骨痕

SD―o7

68--60

平瓦

端部

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
N4/YA 儲詈:吾読郷償手布目

側面まで布目痕

SD-07

68-61

瓦
　
部

平

端

長さ(17.3)
囀言  (10.3)
厚さ 2.6

胎
焼
色

白色粒子を含む

轟誘1灰 10Y5/1灰 樹目:鑑縫熱粋為相 獲面、側面
まで布目

SD―o7

69-62
種
螂

i目

さ
  〔I:ち;

厚さ 1.9

胎
焼
色

白色粒子を含む

喬姦6/2灰黄褐～5/1褐灰
昭 :専謡押普

2モ

熟)

側面 ;

獲
面、側面まで布目

SH17

60-63

瓦
　
部

平

端

長さ (9.2)
幅     (8.0)
厚さ 2.0

胎
焼
色

黒色粒子を含む

請 2灰オリープ 儲目:籍夢客彗嵩馨福謝ぁケズリ
側面まで布日痕

SD-07

60-64

瓦

部

平

端

長さ (4.7)
幅  (6.1)
厚さ 2.2

強

雹

白色粒子を含む
翫
7.5V5/1灰 5Y5/1灰

巴喜:甲勢瑠
滑

側面 ;

凸面に刻字?

SD-07

69-65

瓦

部

平

端 層こ〔::i; 各:旱島与姦岳写量司1灰
盟 :鐸夢郷普

い・
側面 ;

端面まで布日痕

SD 07

69-66

瓦

部

平

端
i目

さ
  〔

`:!:

厚さ 2.0

胎 ;白色、褐色粒子を含む

笹 :テ轟ν2暗灰黄～Vl黄灰 紹:吾諸客熱手
端面まで布目痕

SD-07

69-67

瓦

部

平

端

長さ
幅
厚さ

胎 ;褐色粒子を含む

毯:F弄5/1黄灰 嵩需;平
昇夢多ギ普

lX12 ナデ 端面まで布目痕

SD卜07

69-68

瓦

部

平

端
i言

:き

 〔

`::〕

厚さ 1.9

胎
焼
色

褐色粒子を含む
酸化気味
2.5Y7/2灰黄 儲目:甲財瑠

潮 端面まで布目痕

SD 07

69-60

瓦

部

平

端
i目

さ
  〔丑二;

厚さ 1.8

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
N5/ 灰  N4/ 灰 需:召:継黙子

SD-07

69-70
誘票覇;目

さ
 〔1駐】:

厚さ 2.7

胎
焼
色

白色粒子を含む

轟矛1～И灰
盟 :甲霧瑠

湘
側面 ;

SD卜07

69-71
誕票轟岳

さ(1`:3

厚さ 2.5

胎
駐
色

白色粒子を含む
還元
2.5Y5/21暗灰黄

Ｘ６

　

り
潮
副榊慰叫

師師鰤
SD-07

69--72

瓦

部

平

端

長さ

目さ

胎
焼
色

摂耗彗藻
を

曇雹～6/1褐灰 樹目:脇解手
SD-07

69-73
議覇～

体部

３

．
２

．
２

．

Ｑ
Ｑ

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

黒色、白色粒子を含む

昂疑A暗青灰～И 青灰 紹:駐繹綿ぢズリ
SD-07

69--74

平瓦
端部～
体部

さ

　

さ

長
極
厚

胎
焼
色

白色粒子多く含む

弄妻4/1黄灰 需:吾訴と黙ザ
SD-07

70-75

瓦
　
部

平

端

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
545/1褐灰 10Y5/1灰 儲目:召昌構を怒韻子

広端部でふくれた
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種 類
残 存 法 量 瓦 質 整調 考備

SD-07

70-76

瓦

部

平

端
i目

さ
 〔iと i;

厚さ 2.0

胎
焼
色

白色、黒色粒子を含む
還元
N4/灰 N7/灰白

凹面
凸面
側面

布目$71�)8X8側象 端部ケメリ
ナデ

凸面に刻字 ?

SD卜07

70-77
¨
部

瓦
部
体

平
端 i目

さ
 (4::i:

厚さ 2,3

胎
焼
色

自色、黒色粒子を含む
還元
2.5Y6/1黄灰 5Y5/1灰

凹面 ;布 目C4/1前)7X7
凸面 ;ナデ
側面 ;

凸面に刻字 ?

SD 07

70-78

瓦

部

平

体

さ

　

さ

長
幅
厚 響:鼻尋雰再与戸ユ5Y3/1黒福

凹面 ;ナデ

為要監醤鏑を訴り
SD-07

70-79

瓦
　
部

平

体

４

■

２
．

さ

　

さ

長

幅

厚

胎 ;白色粒子を含む

笹:轟誘1灰 2.5Y5/1黄灰
凹面 ;ナデ

嵩唇:置岳島を暑取り
SD-07

70-80

瓦
　
部

平

体

長さ(18.3)
幅 (15.7)
厚さ 2.0 客 :婦畠5轟岳星を～5Y8/1灰 白

面
両
面

凹
凸
側 吾話を鶏粋嘉

側面まで布目痕

SD-07

70-81

瓦
　
部

平

体

長さ(13.5)
嘲目  (12.6)
厚さ 1.9 響:写麟i3子取

凹面
凸面
側面

布目$/19f)6X4
平行タタキロ

SD-07

70-82

瓦
　
部

平

体
長さ 〔::ぢ;

厚さ 1.3

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
7.5Y5/1灰～5/3灰オリープ

晰
凸面
側面

卒屏%ギ習啜斜状)

凹面側を面取り

SD-07

70-83

平瓦

体部

長さ (8.3)
引昌   (8.8)
厚さ 2.0

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
14/灰

巴署;鐸伊ケ瑠
刑

側面 ;

愛斗瓦の可能性もある

SD-07

70-84

平瓦

体部

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

褐色、白色粒子、黒雲離舗
還元
10YE4/2 りにうq串島～7.5Y5/1うに 儲詈:吾曇格を彗景ザ布目

側面まで布目痕

SD 07

71-85

平瓦

体部

長さ(10.5)
囀ヨ  (11_5)
厚さ 1.7

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
10YE5/2灰黄褐～7.5Y5/1灰 需:亨

昇辮ヅヅキロ
SD 07

71-86

平瓦

端部
i目

:き

 〔::I;
厚さ 1.8

胎 ;褐色粒子を含む

笹:掃姦4/1褐灰 需:鐸
伊少瑠X絲

)

SD 07

71-87

瓦

部

平

端

長さ(10.0)
幅  (8.8)
厚さ 2.3

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
7.5Y5/1灰

賄師師
甲霧瑠

Xi慾
)

端面まで布目痕

SD-07

71-88

瓦
　
部

平

端

長さ (8。 1)

幅  (7.0)
厚さ 2.7

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
10VR5/1褐灰

噺師師
尊薯肇甥

Xそ

艤押
り零日 端面まで布目痕

SD-07

71-89

瓦
　
部

平

端
岳
さ
程:;

厚さ 2.4

胎
焼
色 級

む
　
一

含

黄
稚味艤

飩傾
剛

褐酸
２．

噺師鰤
卒暑夢少ギ沓硬斜状)

側面まで布目痕

SD 07

71-00

瓦
　
部

平

端

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
2.5Y5/1黄灰～5/3にAい黄褐 烏需:平

暑霧ギ暫啜斜漢ヂ面取
り

SD 07

71-91

瓦

部

平

端

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色

黒色粒子を含む
還元
7.5Y6/2灰オリープ 樹目 :卒

屏伊少ギ習
X6布

目
端面まで布日痕

SD―o7

71-92

平瓦

端部
i目

:き

 〔::i;
厚さ 2.5

胎
焼
色

白色粒子を含む
翫
10VR6/2灰黄褐～5/1褐灰

賄師砺

布日$たarJlox10
平行タタキロ

端面まで布日痕

SD-07

71-93

瓦
　
部

平

端
;目

さ
  〔息:!:

厚さ 1.6

胎 ;白色粒子を含む

雹;轟孔灰オリーブ～2/1黒
噺師鰤

布目印 luF)6X7
押型文

SI107

71-94

瓦
　
部

平

端
i目

さ
  〔::::

厚さ 2.5

胎 ;白色粒子を多く含む

笹:爵昴1オリープ黒～5/1灰

面
面
面

凹
凸
側

す旱$拿要ザ
X8 端面まで布目痕

SD卜07

71-95

瓦
　
部

平

端
i目

:き

 〔息:息 ;

厚さ 3.3

胎 ;黒色粒子を多く含む

雹:琵力灰 15/灰
面
面
面

凹
凸
側

亨昇さキ
累ヅヅキ替端部

ケズリ
ふくれた瓦

SD 07

71-96

瓦

部

平

端

長さ(1&6)
幅  (5.2)
厚さ 1.5

胎 ;白色粒子を含む

篭:諷11灰 N4/灰
賄師師

布目僻 1苗)7X6
ナデ

凸面にヘラスジ
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種 類
残 存 法 量 瓦 質 整調 考備

SD-07

71--97

平瓦
端部～
体部

長さ(15,9)
申邑  (12,7)
厚き 2.2

胎
焼
色

褐色粒子を含む

酪後6/1褐灰～6/2灰黄褐紹:吾B経黙ザ
ナ デ

SD卜 07

71-98
¨
部

瓦
部
体

平
端 長さ 〔1オ:::

厚さ 2.1

胎
焼
色

褐色粒子を含む

啓偽 6れによLIte10VE6/2XA4B
巴露:霜房伊牟督

ンX7布ヨレ
側面 ;

模骨痕 端lal画取り
糸切り痕

SD 07

71--99
瓦部”螂

平
端

き

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

褐色、白色粒子を含む

略坐6/3rall黄橙‐5/2灰黄褐
唖師師

斑房夢學ぎ8ザ押縁端部ケズリ

蜘７‐．．

瓦
　
部

平

端
岳さ 〔1!:::
厚 さ 2.5

胎
焼
色

褐色粒子、黒雲母を含む

詳移1灰～10YR6/2灰黄褐
噺師師

範房夕卒百

蜘７２．．

瓦
　
部

平

端

長さ (9.9)
申邑  (10.5)
厚さ 2_5

胎
焼
色

褐色小礫を多く含む

啓件団れによとヽE4v6/3に沖褐
賄師師

布目$/hめ 7X7 端部ケズリ

醤岳為を昌取り

岡７２．．

瓦
　
部

平

端

長さ(13.0

!目さ (1と i)

胎
焼
色 尋岳亀死毛息1褐

面
亘
向

凹
凸
側 吾暑穂と冨器子 

ナデ 側縁ケズリ

SD-07
72-―

103

瓦

部

平

端

長さ (7.2)
日ヨ  (13.6)
厚さ 1.8

胎
擁
色

白色粒子を含む

詩偽/4時静5/3によL墳褐
留露:窺房夢4宮

7X8布スジ痕 端部面取り
側面 ;

SD-07
72-

104

瓦
　
部

平

端
i言

さ(1::I:

厚さ 2.1

胎
擁
色

福色粒子を含む
百羹化
7.H鴎/4にどドとヽ橙

盟 :尊芋]夢ぢ挺督習・
6布目

側面 ;

端面まで布目痕

蜘７２．‐
一
部

覇螂体

長さ(18.0
幅 (10,3)
厚さ 2.0

胎
焼
色

褐色粒子を含む

酪後6/4～6/3にぶい黄橙
師
紹 専鳥夢少ギ普

OX10 糸切り痕 端面に切り込み

蜘７２．‐

瓦

部

平

端

長さ
幅
厚さ

胎 :黒色粒子を含む
焼 ;酸化
色 ;7.5YE6/6橙

面
面
面

凹
凸
側

卒暑少多ギ習
X9 布目 端面まで布目痕

SD―o7
72-

107

瓦

部

平

端

き

　

さ

長
幅
厚

胎 ;白色粒子を含む

雹:寄雀5月 にぶい黄褐
噺師師

甲%瑠 Xそ

紺)
端面まで布目療

SD 07
72-

108

瓦

部

平

端

長さ(11,0)
幅  (7.つ
厚さ 1.9

胎
焼
色

褐色粒子を含む

略雀7ん曲 黄橙～V2灰白 儲目:鰍綿子鯛
端面まで布目痕

SDド07
72-

109

瓦

部

平

端

長さ (儀 0)

申邑   (8.0)
厚さ 1.8

胎
焼
色

白色粒子を含む
醐 ヒ
5VR6/6橙

巴需:宰昇夢多ギ哲
鳩
糸切り痕

側面 ;

SD-07
72-

110

瓦
　
部

平

端
長さ (1::i〕
厚さ 1.6

胎
焼
色 撮露確尼12劇/2XI 烏露:精

%瑠刑 端面まで布目痕

蜘７２．．

瓦
　
部

平

端
i目

さ
  〔乳患:

厚さ 2.1

胎
焼
色

黒急 褐色粒子を含む
酸化
7.5YR6/4にぶい橙 紹:印鰐い非

SD 07
72-

112

平瓦
端部～
体部

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

褐色粒子を含む
酸化
1047/4～ 7/3にぶい難

昭 :卒屏%瑠湘
側面 ;布目

側面、端面まで布 目
痕

SD卜 07
72-

113
瓦為
平
端 ξ目さ〔1矛ζ;

厚 さ 1.8

胎
焼
色 写亀兄最琵球三&電 烏吾:平

昇ゞ裏留
5挙婁設側縁ケズリ端面まで布目痕

SD47
72-

114

平瓦

端部
ξ目
さ
  〔子:〔:

厚さ 2.3

胎
焼
色

褐色小礫を含む

幣盈 5ぷ船静 5VR5/4曲縛
留露:専驀夢少ギ習

X8

側面 ;

端面まで布日痕

SD-07
72-

115

瓦
　
部

平

端

長さ(12.つ
申邑   (7.0)
厚さ 1.8

胎
焼
色

畠罷粒子
を含む

10m7/4にぶい只便

躙
鰤

布目$/19f)6X7

圏君岳議∴罰嗣瞑り
SD 07
73-

116

瓦

部

平

端

長さ(10.8)

聾さ と4 響:写鼻驚死[曇「褐 噺
謡 霧針瑠

鳩 端面まで布目痕

SD-07
73-―

117

瓦
　
部

平

端

長さ (7.5)
囀ヨ   (6.2)
厚さ 1.9 響:絡4話燻

'1沖
橙晰師師

呼斃塞
刑

布目

端面、側面まで布 日
痕
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種 類
残 存 法 量 瓦 質 整調 考備

SD 07
73-

118

平瓦

体部
長さtittI:
厚さ 2.3

塊:涙紀粒子
を含む

色 ,10VE7/2に出ヽ黄橙～2.5V6/1諏

凹面 ;ナデ 布目

高房:縄
タタキロ

SD 07
73-

110

平瓦

体部

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

轟罷1子
を含む

10Y27/3によい黄種～6/閉黄褐
留需

:霜
耳伊牢官

8X7ナデ 側縁ケズリ

SD-07
73-

120

平瓦

体部

長さ(12.3)
嘱邑  (13.5)
厚さ 2.3

胎
焼
色

褐色小礫を多く含む
酸化
5Y24/2灰褐～4/1褐灰

凹面 ;布目G/1�)6X6 ナデ

為露;胎縄を詣り

蜘７３．．

平瓦

体部

長さ(12.3)
引目  (18.5)
厚さ 1.8

胎
焼
色

自色粒子を含む
酸化
7.5YR5/4にぶい福～4/6褐 謡:吾繋納

併9

SDい07
73-

122

瓦
　
部

平

体

長さ(14.0)
嘲畠  (12.0)
厚さ 1.9 客:期『駐 綿:吾暑稼と繋ザ

蜘７３．．

瓦
　
部

平

体

長さ (7.8)
鳴邑   (6.8)
厚さ 2.1 響:写鼻岳元色

含む
謡:籍

財瑠粗 側面まで布目痕

蜘７３．‐

瓦

部

平

体
i目

さ
  〔::':

厚さ 1.8 響 :緑岳岳元岳Fζ～5/4博 とヽ褐

凹面 ;布目C4/1�)6X5
凸面 ;平行タタキロ ナデ
側面 ;凹面側を面取り

蜘７３．．

瓦

部

平

端

長さ
幅
厚さ 客:尋岳と元急F電～γ4酪い橙嵩召:桁

霧瑠
汚 端面まで布目痕

蜘７３．．

瓦
　
部

平

端

さ

　

さ

長
幅
厚 響:錦饂 /3LAい酷

布目3/1gFJ6X7 広端面ケズリ
平行タタキロ 布目晰師師

囲７３．．

瓦
　
部

平

端

長さ (8.7)
増目   (5.0)
厚さ 1.5 窪::二li;'I配枠6れに州追凸署

:蔀
E量斐

uFザ
ダキ盲

デヘラナデ

蜘７３．．

瓦

部

平

端

長さ (7.6)
幅     (0.0)
厚さ 2.4

塊:鎮罷粒子
を含む

色 ;10YE6/4にぶい黄褐

凹面 ;布目$/1gFj6X5

嵩融誘雪
タタキロ 側面、端面まで布目痕

蜘７３．．

瓦

部

平

端

長さ(140)
申邑  (12.8)
厚さ 2.2

胎
焼
色

黒色、褐色粒子を含む
酸化
7.5YR3/鞘斜肇5/4にぶい褐

凹面 ;布目$Agfj7X6
凸面 ;平行タタキロ ケズリ
側面 ;布目

側面まで布目痕

蜘７３．．

瓦
　
部

平

端

長さ (7.4)
幅  G.1)
厚さ 2.2 響:離:/Fをそ

子を含む
罵目 :亨

昇
$學

琴ザヅキ苔
端部ケズリ

広端部まで布目

SD卜07
74-

131

瓦
　
部

平

体

長さ(11.7)
申目  (10.5)
厚さ 2.0 響:掃岳与二,3をぶぃ黄橙留層:亨昇幣牌ザキロ

側面 ;凹面側を面取り

SD-07
74-

132

瓦

部

平

端

長さ (7,3)
囀邑   (5.0)
厚さ 2.0

胎
焼
色
涙能粒子

を含む
7.5VR6/4にぶい糧～6/6橙

圏需:亨昇$/19F)6X5

側面 ,

端面まで布目痕

SD-07
74-

133

瓦

部

平

端

き

　

さ

長
幅
厚

燦:優花粒子
を含む

色 ;10YR7/3～ 7/2にぶい黄橙
日唇:亨昇

$/1の 6X5

側面 ;

端面まで布目痕

SD卜07
74-

134

瓦
　
部

平

体

長さ(1■ 7)

幅   (148)
厚さ 2.4

燦 :鎮耗
―白色粒子を含む

色 ,2.副鴎/6糧 7.5YE4/1褐 灰

目布デ
デ

ナ
ナ

面
面
面

凹
凸
凸

側縁ケズリ

SD-07
74-

135

瓦

部

平

体

長さ(14.9)
嘲目   (7.1)
厚さ 2.6

壊:鎮能粒子
を含む

色 ;10YR7/4にぶい黄橙 謡:夕
昇$ため私6 凸面に刻線

SD―o7
74-

136

瓦

部

平

体

長さ (6.5)
囀邑   (4.5)
厚さ 1.6 響:得岳元乙

を含む 巴需:斑舅夕卒百
側面 ;

察面
にヘラスジ状の刻

SD-07
74-

137

瓦
　
部

平

体
i目

さ
 モ::;;

厚さ 2.0

胎
焼
色

涙罷粒子
を含む

7_5YR6/3に よい褐～6/4によい種

の
日
り榊勢叫

師師腑
蜘７４．．

瓦
　
部

平

体

長さ
幅
厚さ

７

．
６

．
２

． 客:尋露玩寵 巴唇:窺房夢4督)6X6

側面 ;

47表  瓦 観 察 表 (7)
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柳脚
遺
図

種 類
残 存 法 量 瓦 質 整調 考備

SD-07
74-

139

瓦

部

平

体

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色

褐色粒子を含む

啓畿前/8種～7/4にぶヽ進
凹面 ;布目C4/1面)6X6
凸面 ;縄タタキロ
側面 ;

SD 07
74-

140

平瓦

体部

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

涙罷1子
を含む

7.5Y25/3にぶい褐～6/2灰褐

面
面
面

凹
凸
側

め
目
り

た
キ
と榔紗嚇

蜘７４．．

道具瓦

端部

長さ (7.5)
幅  11.3
厚さ 1.4

胎
焼
色

白色粒子多く含む
還元
N4/ りに

面
面
面

凹
凸
側

甲夢ケ瑠
X絲

)

愛斗瓦か

SD卜 07
74-

142

道具瓦

端部

長さ(12.6)
幅  12.5
厚き 1.9

胎
焼
色

白色、黒色粒子を含む
還元
7.5Y5/1灰

面
面
面

凹
凸
側

鐸%瑠嶋目 愛斗瓦か

SD 07
74-

143

瓦具

部

道
　
端

長さ(14.つ

醤さ と]

胎
焼
色

白色粒子多く含む
還元
7.5Y5/1 りに  10Y5/1つ〔

面
面
面

凹
凸
側 露構と鶏争

'夕

相(斜状)

愛斗瓦か

SD-07
74-

144

道具瓦

鞠覇
長さ(16.5)
幅  16。 7

厚さ 2.2

胎
焼
色 聯

Ｙ

釣
錦

礎・　脚
翻臨

面
亘
血

凹
凸
側 吾暑総と雪紙手デ

愛斗瓦か 模骨痕

蜘７５．．
顛
部

道

端

長さ
幅
厚さ

胎
焼
色

黒色粒子を含む
西鶯イと
546/6橙

面
面
面

凹
凸
側

布目$/1�)3X7
平行タタキロ
分割痕

端面まで布目痕
愛斗瓦

蜘７５．．

瓦具

部

道
　
端

ζ９

．
・３

．
２

．

さ

　

さ

長
幅
厚

胎
焼
色

褐色粒子を含む
百健イと
10YR6/4ぶい種～7/4にal蛇

面
面
面

凹
凸
側

鐸%瑠▼
分割痕

端面まで布目痕
愛斗瓦

緋一　
・．

遺
Ｉ
７６

秤 瓦
瓦当部

報
を営   〔:::〕 胎

擁
色

褐色粒子を含む

「飛町/3によとヽ欅2.5Ⅵ/1黄灰
偏行唐草文
瓦当厚2.2

醐Ｉ７６．２
軒丸瓦
瓦当部

一部 昌こ〔i::〕
胎
焼
色

白色粒子を含む
還元
10E4/2灰赤～2.5Va2/1赤 黒

巴冨:亨昇α
/19fj6X6ナデ

朝ェ７６．３
丸瓦
玉縁部
～端部

長
さ
d::I)

厚さ 1.6

胎
焼
色

白色粒子を多く含む
還元
N4/灰

面
面
面

凹
凸
側

布目●/1面)8X9 ナデ
ナデ
凹面側を回Ilkリ  スジ状の刻腺

遺構外
I
76-4

部
部

�藍
・体

長
さ (1::,;

厚き 1.7

胎
焼
色

白色粒子を多く含む
還元
N4/灰

面
面
面

凹
凸
側

ナデ
平行タタキロ (斜状)ナデ

玉縁部が短め

醐
I

76-5

丸瓦

体部

長さ
幅
厚き

胎
焼
色

褐色に白色粒子を含む
還元
N4/灰～2.関Y6/1オ リープ灰

面
面
面

凹
凸
側

布目$/hの 9X9
ナデ
凹面側を面取り

醐
I

77-6
瓶端部．榔

長さ(17.5)
囀君  (10.0)
厚さ 2.2 穆:尋昇長

子を含む 面
面
面

凹
凸
側

李丹夢少瑠髪髯拘 ナデ
凹面側を面取り

遺構外
I

77-7

瓦
　
部

丸

体

さ

　

さ

長
幅
厚 響:景鼻岳元そ享子_プ灰

面
面
面

凹
凸
側

布目$/19fJ8X8
ナデ
凹面側を回収り

遺構外
I

77-8

瓦

部

丸

体

長さ (9.9)
幅     (7.1)
厚さ 2.0 響 :鳥テ及

黒色粒子を含む 亘
画
面

凹
凸
側

亨昇$/耐
閻

凹面側を回rptり

醐
I

77-9

瓦
　
部

丸

体

長さ(12.5)
幅     (0.7)
厚さ 2.2

胎 ;白色粒子を含む

笹:掃力灰
面
面
面

凹
凸
側

孵γl卑粗0

凹面側を回収り

遺構外
I

77-10

瓦
　
部

丸

端
長
さ (1;::;

厚 さ 2.3 響:絡6E斬毛曇:桂
面
面
面

凹
凸
側

ナデ
ナデ
凹面側を面取 り

遺糖外
I

77--11

瓦
　
部

平

端 彊ig(1!:|;
胎
焼
色

自色粒子を含む
還元
10Y5/1灰 5Y6/2灰オリープ

面
面
面

凹
凸
側

鐸霧瑠鼈翔
布目

端面、側面まで布目痕

朝
I

77--12

覇
螂

長さ 〔!駐 i〕

厚き 1.6

胎
焼
色

自色、黒色粒子を含む
還元
H6/灰

面
面
面

凹
凸
側

筆昇多少軍哲堤斜n糸切痕

朝
I

77--13

瓦

部

平

端

長さ(10.3)
申目   (7.0)
厚さ 2.2

胎
擁
色

白色、黒色粒子を含む
還元
H4/灰

面
面
面

凹
凸
側 晋雷縄を畜景ξ布日

第 48表  瓦 観 察 表 (8)
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遺AN0
図版Ю

種 類
残 存 法 量 瓦 質 調 整 備 考

秘
　
・‐４

遺
Ｉ
７７

瓦
　
部

平

端
長
さ(器

::;
厚さ 1.8 響:昂尋1員

色粒子を含む
齢目:甲

多少瑠受碁状デ
タキ

遺構外
I

77-15

瓦
　
部

平

端

長さ (9,3)
幅 (13.0)
厚さ 2.0

塊:轟晃1子
を含む

色 ;10Y6/1灰 儲目 :亨
昇

等/1° 5X6 端面まで布日痕

朝ェ７８．‐６
瓦
　
部

平

端

幅 (10.6)
厚さ(12.4)
厚さ 2.6 客:旱昇bF長

粒子を含む 凹面 ;布目$/1�)8Xll

紹 :桁
夕舛目 端面まで布日痕

醐
I

78--17

瓦
　
部

平

体 層gモ lュ

i; 響:鼻臭妥
子を多く含む

紹:甲
%瑠胤0

遺構外
I

78--18

平瓦

体部
f目

さ (1と

:ユ:
厚 さ 1.3

塊:優罷妻藻
を含む

色 ;10YE6々賂鞘許7/3に ぶい黄褐 儲目:認籍肺
外
　
１９

構
　
一

遺
Ｉ
７８

瓦
　
部

平

体

長さ(11.0)
幅  (8.5)
厚さ 2.0 響:謎電,夏

む 凹面 ;布目$/1�)OX10

角審:平
行タタキロ

醐

Ｉ

７８
． ２０

瓦

部

平

端

長さ (5,4)
幅  (■ 0)
厚さ 2.6 響:鳥昇長

子を含む 凹面 ;布日$/1�)6X7

嵩唇:平
行タタキロ 端面まで布日痕

朝
I

78-21

瓦
　
部

平

体 目こ
(1ユ

::
線:轟晃粒子を含む
色 ,7.5Y6/1灰 N6/灰 謡:幕

目$字聟W 凸面に刻字

遺構外
I

78-22

瓦

部

平

端 層こti:::: 塊 :農耗
―褐色粒子を含む

色 ;5Y醐 /6橙 7.5m6/3に ぶい褐 謡::ξ:14常:窯;職
爾り

遺構外
I

78-23

瓦

部

平

端

長さ(■.つ
幅  (3.7)
厚さ 1.7

集 :畠耗
ヽ黒色粒子を含む

色 ;546/4:こ ぶとヽ橙 謡:甕
牙學ず48

遺構外
I
78-24

瓦具

部

道

端

長さ
幅
厚さ

Ｇ
‐４
２
．

響:鳥薪諭象 蘊:認縫鶏抑
愛斗瓦 ?

期
I
78-25

道具瓦

端部

長さ (5.5)
幅  13.1
厚さ 1.5 響:謎竃藤 帯目:吾暑構を彗雛手

愛斗瓦 ?

遺構外
Ⅱ
79-1

軒丸瓦
瓦当部

1/3
穣   〔11:】 : 爆:酔弱虔簿

"窃

え墓む 窒霧郡
朝
Ⅱ
79-2

軒丸瓦
瓦当部

1/4

縦    (7.9)
窓資  (122) 隻:翻蒋

む
窒攀郭

難

醐Ⅱ７９．３
瓦

部

丸

体
ξ:き  〔孔:)
厚さ 1.7

擁:畠臭粒子を多く含む
色 ,N5/灰 儲目:露稀を割紳敬)

絣
　
・４

遺
Ⅱ
７９

平瓦

体部

長さ (7.2)

信:さ (11) 客:掃昇拷夏
を多く含む

紹:鐸
%瑠器

遺構外
Ⅱ
79-5

瓦
　
部

平

体 昌g 〔:] 響:鳥昇長
子を含む

謡:吾訴ど黙子
醐
Ⅲ
80-1 瓢

都
縦  (&5)
君驚   (6.5) 隻:騨I毛

文様不明

遺構外
Ⅲ
80-2

平瓦

端部

長さ(11.0)

目さ(lli) 響:旱昇与子兵こ,1灰 圏需
:亨

昇
$/1° 5X6 端面に布日痕

遺構外
Ⅲ
80-3

瓦

部

平

端
岳さ (1き

:B:
厚さ 1.8 響:鳥昇妥

子を含む
謡:幕

目$争聟餅9 凸面に刻字「大」

遺構外
Ⅱ
80-4

瓦

部

平

端

長さ(14.0)
引目  (13.5)
厚さ 2.4 響:瑞房蘊可畑こ韓 謡:籍

%瑠埒 端面、側面まで布目痕

第 49表  瓦観 察表 (9)
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珈 区MNd 遺 構 Nd 種 類 長  さ 幅 厚 さ 重 量 備 考

1 81-1 SD-07 鉄製品 刀子

2 81-2 SD-07 金属製品 刀子

3 81-3 SD-07 鉄製品 釘

4 81-4 SD-07 鉄製品 釘

5 81-5 遺構外 I 鉄製品 釘

6 81-6 鍵朝薄Я卜I 鉄製品 釘

81-7 SD-07 鉄製品 釘

8 81-8 SD-07 鉄製品 釘

9 81-9 SD-07 鉄製品 釘

81-10 SD-07 鉄製品 釘

81-11 魏 Ⅲ 鉄製品 釘

81--12 SD-07 鉄製品 釘

81-13 SD-07 鉄製品 釘 2&9

81-14 SD-07 鉄製品 釘

81-15 SD-07 鉄製品 釘

81--16 遺構外 I 鉄製品 釘

81-17 SD-07 鉄製品 釘 2硯 8

81-18 SD-07 鉄製品 釘 と 4

81-19 SD-07 鉄製品 釘

SD-07 鉄製品 釘

SD-07 鉄製品 釘

SD-07 鉄製品 釘

SD-07 鉄製品 釘

SD-07 鉄製品 釘 &3

遺構外Ⅲ 鉄製品 釘

SD-07 鉄製品 釘

81-27 SD-07 鉄製品 板状製品

81-28 SD-07 金属製品

81-29 SD-07 鉄製品不明板状器 149.0

81-30 SD-07 鉄製品不明板状器

SD-07 鉄製品不明板状器

第 50表  金 属 製 品 観 察 表

遺物h 図版h 遺 構 h 種 類 長  さ 幅 厚 さ 重 さ 外 径 口 径 備 考

82-1 翻 I 製 (16.3) (13.7) 660.0 無磐皇苦響よ奮争
られる。木型による理

2 82-2 遺構外 I 鯉 (10.8) (1■ 6) 420.0 1と 同様

3 82-3 耀胡薄Я卜I 製 (7.0 (8.2) 190.0 1と 同様

4 82-4 SD-07 羽 口 (aつ (2.4) 青灰色に変色し、付着物あり。

5 82-5 SD-07 羽 口 (8.0) (2.つ
モ奪結肇

受け青灰色に変色し、先は耕

6 82-6 SD-07 羽口 (儀 3)

7 82-7 漣割隅諺牛】 羽口 (7.6) (3.0)

8 82-8 遺構外 I 羽ロ (8.0) (24)

9 83--9 SD-07 鍛冶滓 100.0 銅洋

83-10 SD-07 鍛冶滓 530.0

83-11 SD-07 鍛冶滓 &6 202.0

83-12 SD-07 鍛冶滓 432.0
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遺ONc 図8Nd 遺 構 No 種 類 長さ硼 幅 all 厚さall 重さg 外径um 口径 all 備 考

83-13 SD-07 鍛冶洋 8.6 300.0

83-14 SD-07 鍛冶滓 139.0

83-15 SD-07 鍛冶滓 12.2 351.0

83-16 SD-07 鍛冶洋 6.2 3.5 93.9

88-17 SD-07 鍛冶滓 5。 3 3.2 113.5

83や-18 SD-07 鍛冶滓 3.0 107.9

83-19 SD-07 鍛冶滓 2.2 45。 1

83-20 SD-07 鍛冶滓 20.0

83-21 SD-07 鍛冶滓 2.7 29.1

SD-07 鍛冶洋 16.9 鮮

(鋳型の法量は残存、羽回の法量は復元)

第 51表 鍛 冶 関 連 観 察 表

第
つ
と

Ｅ
υ 表  石 器 観 察 表

獣 骨 等 一 覧 表
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遺ONQ 図8NG 遺ANd 種 類 長 さ 幅 厚  さ 重 量 材 質 摘 考

1 84--1 遺構外Ⅱ 石鏃 黒曜石

SD-07 フレーク 2.9 黒曜石

3 SD-07 フレーク 2.9 黒曜石

4 SD-07 フレーク 黒曜石

5 SD-07 フレーク 2_5 黒曜晒

6 84-6 遺構外 I 砥石 8.6 100_0 輝石安山岩 分銅形を呈し、砥面は滑らか。

7 84-7 遺構外 I 砥石 16.1 8.3 1580.0 輝石安山岩 熱を受けている。

84-8 遺構外 I 栃 14.6 5,8 3.7 520.0 輝石安山岩

9 84-9 SD-07 凹石 21_0 16.0 17.5 5890.0 輝石安山岩

84-10 遺構外 I 筋 7.6 3.9 311.0 輝石安山岩

85-J SD-07 凹石 28.0 22.3 11.2 7580.0 輝石安山岩

85-12 SD-07 凹石 17.6 10。 8 6.6 990.0 輝石安山岩

SD-07 不 明 10.2 水 晶

85-14 醐 I 板状製品 54.3 粘板岩

露上位誓 Ntl 長 さ 幅 厚 さ 重量 備 考
種   類
出 上 位 置 Nd 長 さ 幅 厚 さ 重量 備 考
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第四章 考察

第 1節 軒平瓦・軒丸瓦について

1.軒平瓦

(1)偏行唐草文軒平瓦

この偏行唐草文軒平瓦(第86図の1)は小破片で、I区のN45E81グリンドから出上している。資料の癬 さは

縦5.5cn、 横6,9cmで、瓦当面の上弦の残存長は3.4cm、 下弦の残存長は5,5cm、 残存厚は2.2cmである。色

調は凹面が赤褐色、瓦当面が灰白色を呈し、凹面には布目が残存している。文様の籠抜けは良好で、外区は2本

の細い廓線とそのarRlllこ素文周線を巡らしている。残存する部分は全体の1/12程度で、上部の2本の廓線と唐

鋤 珊  [のみ残存している。

この軒平瓦と同一文様の偏御吉草文軒平瓦は、現在の信濃国分寺本堂北西側から出土(上田市教育委員会編

『信濃国分寺―本編』1974年。図2)している。この現存する軒平瓦は、顎部の断面が三角形に近い曲線顎である。

また、丸子町大字御岳堂の諏訪田遺跡からも同一文様の軒平瓦が出土(丸子町教育委員勾F三角』1980年。図3)

している。この諏訪田遺跡からは官衝的な1生格が考えられる庇付掘立柱建物跡や偏行唐草文軒平瓦片、九瓦片、

円面硯片、耳皿などが出上している。このため依田古窯跡群と密接な関係が推測され、窯業の管理所、あるいは

集散地的な陸 もつ遺跡の可能性が考えられている。この軒平瓦は依田古窯跡群で焼成されたと推定でき、依

田川、千曲川の河川を利用した舟運で信濃国分寺まで離 れたと考えらオ%。 因みに依田古窯跡群は現在の河

川流路を避ると、信濃国分寺跡から馳mから101o程度の距離である。

2.軒丸瓦

(1)テ腱 勅 超 故 鞘�
九葉素弁蓮華文軒丸瓦は、瓦当部の小破片が3′点出土している。1(籍6図の4)は暗灰白色を呈した資料で、

道路状遺構東側の側溝の南側グリッド(N27邸「51)から出上している。全体の1/3程度が残存する小破片で、内

区には弁端に切り込みが施されたハート型状の素弁が配置され、6弁が確認される。内区と外区の境界線には、

弁端の切り込みに対応して珠文が1個ずつ置かれている。小破片の残存する大きさは、縦11.5cm、 横14.2cm、

瓦当厚2.2cmである。蓮弁の大きさは縦3.5cm、 最大幅2.5cmで、弁端には幅6alln、 腔 31mの切り込みが施され

ている。素弁の間には、V字状の間弁が配置されている。中房の径は4.4cnである。蓮子の径は511mで、中央の 1

個を中心にして一重に6個が巡らされていると推定される。蓮弁や弁間には瓦当拍製作時にできた横筋が認めら

れ、木製絶を使用したと考えらオ勇 。外区の周縁は無文で、1,4cm～ 1.7clnの幅があり、ナデ調整が施されて

いるが、やや粗郷な仕上げである。瓦当部裏面には幅2.艶m、 深さ6剛程度の溝を掘り、そこへ丸瓦齢 陀差

し込んだ「印籠付け」の技法で接合されている。胎土は精良で、焼成は堅緻である。

2(同図の5)の小破片は暗赤褐色を呈し、SD-07-Dか ら出土しており、1と同様のハー阻 の素弁が2枚

確認される。弁端には切り込みが施され、それに対応して内区と外区の境界線に、珠文が郵躙己置されている。素

弁の間にはV宇状の間弁が配置されている。残存する大きさは縦7.8cln、 横5。 9cln、 瓦当厚は2.Oclnである。

3の小破片(同図の6)は明灰白色を呈し、SD-07-Bから出土している。1と同様のハート型状の素弁が1枚確

認されている。素弁の間にはV字状の問弁が確認でき、弁端の切り込みに対応する〕え却第′煮認められる。残存
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偏行唐車文軒平瓦

蓼 ＼

/矛

4 九棄素弁蓮華文軒丸瓦

諏訪田遺跡 (丸子町)2 信濃国分寺本堂北西側

5 九葉素弁連華文軒丸瓦

4'｀ti:_十
一二~十 ~ヤ

91古 城遺跡

騨

7 九葉単弁蓮華文軒丸瓦

11 +棄 (九棄)単弁蓮華文軒丸瓦

第 86図

6 九葉素弁蓮華文軒丸瓦

9-2 信濃国分寺本堂東南隅8 九葉単弁蓮華文軒丸瓦

10 +葉 (九棄)単弁蓮華文軒丸瓦
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87図  軒 平 瓦 ・ 軒 丸 瓦 出 土 地 点 分 布 図 及 び 信 濃 国 分 寺 との 位 置 関 係 図
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する対 さは、経 。lcm、 横5。 2cmである。

以上の3点の軒丸瓦は、信濃国分寺跡やその周辺からの出土がこれまで知られておらず、今回初めて出土した

新資料であり、注目される。

(2)〕膜 単縛 翼 千瓶

九葉単弁蓮華文軒丸瓦は、暗灰白色産呈した資料がSD-07-Aから1点、暗赤褐色を呈した資料がSD-07
-Bから1′煮出土している。前者の4(第86図の7)は、全体の1/5程度が残存した小破片で、内区に簡略化され

た3葉の単弁が確認さオ%。 弁端の間には珠文が1個ずつ置かれ、2個残存している。小破片の残存する大きさは、

縦7.駒m、 横9。 lcm、 瓦当厚2.lcmである。瓦当部と九瓦吉岡ま、幅2.4cm、 終 8剛程度の溝を掘り、そこへ丸

瓦先端部を差し込んだ「印籠付け」の技法で接合されている。

後者の5(同図の8)は、全体の1/4程度が残存した小破片で、3葉の単弁と弁端の間に置かれた2個の珠文が

確認できる。小破片の残存する建 さは、縦10,2cm、 横10。 lcm、 瓦当厚は2.lcln～ 家 5clnである。中房の

半分が残存し、蓮子は省隣 れており、外区周縁調ま素文である。この2′点の軒カュ瓦は、その文様から九葉単弁蓮

華文軒丸瓦と考えられ、現在の信濃国分寺本堂東南隅から出土した完形の瓦当面をもつ資料と同一文様である。

また現在の信濃国分寺本堂からHLTRllへ約300mの段丘上に所在した古城遺跡からも同一文様の軒丸瓦(上国市

教育委員釘 古城遺跡』1997年・図9)が出上している。これらの合計4点の九葉単弁蓮華文軒丸瓦は、文様や形

掏 ち同掩の資料と考えらオ%。 この軒丸瓦の分布は、現在までのところ信濃国分寺本堂から引LTRlに限られ、この

段 F卜に所在した建物に使用された軒瓦と推測される。

(3)十葉 (九葉)単弁連華文軒丸瓦

十葉ないしは九葉と考えられる単弁蓮華文軒丸瓦は、瓦当部の小破片が2点出土している。6(第6図の10)は

Ⅱ区のN24W48グリッドから出土した明灰白色を呈した軒丸瓦片で、全体の1/4程度が残存し、単弁が3葉確認

さオ栃 。残存する焙 さは、縦7.9cm、 横12.2cm、 瓦当厚1.8cmである。この単弁は内部の子葉の足 さが縦

2,6cm、 最大幅1.駐mである。蓮弁自体の大きさは縦3.5Щ二、最大幅2,7clnで、蓮弁端部が直線監はため、

全体の形は長方形に近い形状である。蓮弁の間には逆三角形の間弁が酉盛れている。内区の蓮弁や弁間に瓦当

絶製作時の縦や斜状の筋が認められ、木製絶の使用が考えらオ%。 外区の周縁は1.7cm～ 2,Ocmで、ナデ調

整が施されている。胎土は全体に精良で、焼成は堅緻である。

7(同図の11)はSD-07-Cから出上した暗灰白色を呈した軒丸瓦片で、単弁が6雛 湧 。全体の1/8

程度が残府する小破片の赤きさは、縦5,2cm、 灘 ,7cm、 瓦当厚2,8cmである。この軒丸瓦片は、中房部分が

8割程度残存しており、中房の径は4。 lcmである。蓮子は中央の1個を中心にして、一重に6個巡らされている。

蓮子の径は51111n～ 6mHlで、ほとんど偏平な中房といえる。

蓮弁の様子から6と同一文様と考えら湧 が、瓦当部の厚さがかなり異なっている。胎土は大池の砂粒を含むが全

体に精良で、焼成イま堅緻である。

(4)メ嘔署腹究縫邸甍文章pttE

SD-07-Bからは、信濃国分寺跡から出土している創建期の人葉複弁蓮華文軒九瓦と考えられる資料が1点

出土している。周縁の一部と珠文が3点縦 X/1載片で、残存する雑 さは、経 .6cln、 横10。 5cmで、全体

に暗灰白色を呈している。なお、軒丸瓦とみらオ1る小破片が更に1点出土しているが、文様は不明である。

出上したこれらの軒瓦の時期について若干考察してみたい。偏行唐草文軒平瓦は前述のように丸子町諏訪田
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勘 ち出土しており、依田古窯跡群がこの遺助の西方lkm～鍬mに所在しており、依田古窯跡群で麟 れた

と考えられる。この依田古窯跡群は現在までに20基以上の窯跡が確認されており、8世紀後半から91跡己代にか

けて須恵器や瓦の生産が行われていたとみられている。(丸子町教育委員勾F原山窯址』198伊⊃この国分遺跡

群出土の偏行唐草文軒平瓦の生産時期も奈良時代後半から平刻時代前期と考えられる。

九葉素弁蓮華文軒丸瓦と十葉 (九剰 単弁連華文軒丸瓦については、その文様や形状等から奈良時代末期か

坤 前期に位置付けら汁%旨、平成12年に花谷浩先生(当時、奈良国立文化財研究所主任研究官)からご

教示いただいた。また地域によって生産時期の差があるとのご教示も同時にいただいた。現時点では、当地方か

ら出上している軒丸瓦や当時の状況を検討すると、概ねこの時期に位置付けらヤ時 のではないかと考えられるЭ

九葉単弁蓮華文軒丸瓦は、中房の蓮子の省略や蓮弁の簡素な表現等、全体に簡略化された素朴な作りで、在

地の工人が関与したと考えられる。現在の信濃国分寺本堂から北側のみで出土しており、平安時代の車干丸瓦と考

えられる。

第 2節 国分遺跡群出上の丸瓦・平瓦・戻斗瓦について

国分遺跡辞からはてん箱18箱に及ぶ瓦類が出土し、その大部分が丸瓦、平瓦である。特に第夢鶉勒慟ちは1

24.lkgに及ぶ多量の瓦類が出上し、13箱を占めている。以下、第7号溝跡出土資料を中心に考察してみたい。

1.丸 瓦

国分遺跡群から出土した丸瓦はその形状からその大部分が玉縁式丸瓦と考えられる。

第76図の3は、縦方向の筒部分が残存し、全長が判明した丸瓦である。筒部の全長は30.8cれで、厚さは1.2

cm～ 1.6cmである。丸瓦の凸面はヘラケズリの後に丁寧なナデ調整が施され、凹面には布目圧痕が残存して

いる。色調は還元炎焼成で灰白色を呈している。胎土は精良でアⅢ雌 含み、焼成は堅緻である。

第62図の7は残存長が28.6cmあ り、筒部の幅が約16.Ocrnとみられ、玉縁部分がほぼ完全に残存している。

玉縁部分の全長は8。 3cm、 幅は筒部との接続部分で13.lcm、 先端部分の幅は11.2cmである。丸瓦の凸面

はヘラケ刺 の後に、丁寧なナデ調整が施され、凹面には明瞭な布ロサ王痕が残存している。成形台上で釧 乍され

た円筒から、袋状の布を取り外し易くしたと考えら漉 幅約211unの 組の痕跡が、縦方向に認められた。色調は灰白

色を呈し、胎土は精良で、焼成は堅緻である。

第65図の33は残存長が23.4clnで、筒部の幅が14.lcm、 サ肇 が1,8crn～ 2.3cmである①玉縁吉[分の全

長は4.9cm、 厚さは0,9cmでぁる。丸瓦の凸面はヘラケズリの後に丁寧なナデ調整が施され、凹面には布目圧

痕が残存している。色調ま酸化炎焼成で赤裾色を呈している。砂粒を含むが胎土は精良で、焼減も良好である。

こうした資料から丸瓦の全長は36cm～39cm前後で、幅は約14cれ～16cm、 玉縁部分の長さは約4cln～8c

mの資料がほとんどを占めている①この大きさは信濃国分寺跡から出土した丸瓦の平均とほぼ同一といえる。これ

らの九瓦は、凹面の形状から円筒形の木型を成形台に用いたと考えられる。この木型に板状の粘土を巻き付け、

玉縁部分も同時に作り出している。

2.平瓦

平瓦は信濃国分寺跡から出上した平瓦と同様に、凸面に縄叩き目を施した平瓦、押型文似贄賂子)を施した平

瓦、斜状平行叩き目を施 た平瓦、無文の平瓦に盤 オ%。 円グラフで示したとおり、第夢謝効慟 らヽ出土した平
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繁   第 54表  第 7号 溝跡 出土瓦布 目分布   (%)
瓦を凸面模様で分類すると縄岬き目が42%、 押型文及び斜状平行叩き目文の平行叩き目が35,6%、 無文他が1

8,8%であった。信濃国分寺僧寺金堂跡では約8:3の害I拾で縄即き目の平瓦がかなり多数と占めていた。助 しゝ、

この第7号溝跡では約5:4の割合であり、縄口陪 目の平瓦がやや平行叩き目の平慮 り多いという結果であった。

また第7号溝跡出土の酸化炎焼成(赤褐色を呈す)の瓦は丸瓦を含めて36.6%を占め、還元炎焼成(灰白色を呈

す)の瓦は丸瓦を含めて63.4%を 占めていた。信濃国分寺僧寺金堂跡でも約8:7の割合で還元炎焼成の瓦が

多数を占めており、同嗅わな傾向がうかがえる。以下、第7号溝跡出上の平瓦を考察してみたい。

第71図の94は無文の平瓦で、凸面はヘラケ翔 の後に、丁寧なナデ調整が施されている。平瓦の厚さは2.0

cmである。結 限こは布目圧痕が認められ、―枚勘 平瓦と考えられる。色調は灰自色を呈し、胎土は精良で、焼

成は堅緻である。

第68図の61は凸面に斜状平行叩き目を施した平瓦で、厚さ2.2crn～2.6cmである。色調は灰白色を呈し、

焼成は堅緻である。端部や側辺部の一音限こは布目圧痕が認められ、i枚造りの平瓦と考えられる。この斜状平行

叩き目の平瓦は、信濃国分寺尼寺金堂跡から多数出土している平甦 文様や形状に共通畦が認められる。

第71図の98は凸面旧縄叩き目を施した平瓦で、厚さは1.5cm～2.3cmである。色調は赤褐色を呈し、胎土

は精良で、焼成は堅緻である。凹面には布目圧痕と、幅約2cmの模骨の細板の痕跡が認められ、桶港き造りと考

えられる。このように模骨痕が認められる資料は僅かであった。側辺音日ま、上方と下方から雉 くヘラケパリが施さ

れている。また凹面瑞軸こも上方から幅2cm程度に腸 て、
～

ケバリカ潮盛れている。
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第68図の51は凸面に縄叩き目を施した平瓦で、厚さは1.5cm～ 2.2cmである。色調は灰白色を呈し、胎土

は精良で、焼成は堅緻である。凹面には比較的目の粗い布目圧痕が残存している。側辺吉円ま下方からテ煙ξくヘラ

ァハ が施されている。また凹面の端部にも上方から幅2crn程度に法めてヘラケズリが施されている。この平瓦は

曲鞠 洞弓く、螂 全く認められないため、i飽 平瓦と考えら務 。

第99図の71は凸面に押型文鰺駅J格子)を施した平瓦である。厚さは2.2cm～ 2.6crnで、比較的厚手の平瓦

である。持哩政を彫り込んだ叩き板で丁寧に叩いて、成形している。色調は灰白色を呈し、胎土は極めて精良で、

蜘鞠ま堅緻である。信濃国分寺僧寺金堂跡で出上している押型文平瓦とほぼ同一と考えられる。

なお、第7号溝跡から出土した瓦の布目圧痕について、1平方cm当たりの縦糸と横糸について調査を実施した。

その結果第54表のとおり、縦糸が6本、横糸が6本の資料が最も多く、次いで縦糸が7本、横糸が7本の資料が多

力めた。こうした布目圧痕は、信濃国分寺跡出土瓦と共通嚇 ら腸 。

3.戻斗 瓦

第孵謝朝構 らヽは、平瓦より幅の狭い戻斗甦 考えられる資料が第74図の141～第75図の146まで6′煮出上し

ている。幅は8cm～16.5cmあり、凸面には平行叩き目を施している資料が多い。144は凸面に縄即き目が雄

れ、凹面には模骨痕がみられ、桶棲 勘 の戻斗甦 考えらオ%。

こうした丸瓦、平風 奥斗瓦は信濃国分寺跡から出上した瓦類と対 さ、材質で共通呻 られ、少しも遜色

のない瓦といえる。この国分遺跡群からはてん箱18箱に及ぶ多量の瓦類が出上しており、この近辺に本格的な瓦

葺建物が存在した可能性が高いと推測される。

第 3節 国分遺跡群出上の道路状遺構について

国分遺跡群で検出された道路状遺構は、平行に走る第が引勘 、第3号溝助の側購をれ 、ほぼ南北一直線状

に延びている。検出された全長は約15m、 幅員は両側の側清の心々距離が8.5m～ 9,Omである。第2号溝跡

三十1予与縫IF
0     ゞ

第 88図  検 出 され た I群 ・ Ⅱ群 の掘 立柱建 物跡

-151-



は幅が0,90m～ 1.48m、 騰 が0。 15m～0.那m、 第3弓引罰加ま幅が1,08m～1.39m、 騰 が0。 15mであ

った。また後に検出された第5号溝跡は幅が0.68m～ 1.14m、 深さは0.14m～ 0。 23mであった。側溝を有し

た道路面には硬化面が認められ、普請を行った畦劉道」の可能性が高いと考えられた。

道路状遺構には、地山の上部に人為的な盛土と考えられる土層が検出された。JLTRlで は第7層の黄褐色シルト

層と第8層のにぶい黄褐色シルト層があり、両層とも固く締まり、硬化面を形成してい危 また南側では第8層の赤

色シルト層、第9層の褐灰色シルト層、第10層の赤色砂粒状層が固く締まり、硬化面を形成していた。このように側

溝を有した道路状遺構の路面の殆どの部分が、堅緻に叩き締められていた。なお、東山道武蔵路とみられる埼玉

県所沢市東の上遺跡の道路遺構で検出された中央部の波板状凹凸面(飯田充晴「道路築造方法について一埼玉

県所沢市東の上遺跡の道路跡を中心にして一」『古代交通研究 2』古代交通研究会 1993年)は、当遺構では検

出されなかった。

さらに第2号溝跡と第3号溝跡の間に第評鶉効慟ミ検出された。この第5号溝跡は地山上に構築された盛土を掘

り込んで進あれていた。出土した溝跡の位置や、第3号溝跡と第5号溝跡間が特に堅緻に叩き締められていた状

況等の検討から当初は第夢辞効陀第5号溝跡で道路が構成されていたと考察された。この当初の両側購の心々

距離は約6.Om～6.3mで、後に第研討勒慟ミ埋設されて第歩鶉効慟ミ掘削され、道路の幅員が8.5m～9,Om

に拡大されたと考えられた。

第歩裁勒慟 らヽは須恵器郷、イ蓋、長頚壷、甕や土師審の甕等が出土している。これらの遺物は底部回転糸切

りの須落器杯や土師絡 どで、主に9i野己代に位置づけら篤 。また第餅謝靱勒 らゝは内外面黒色処理を施し

た91野己後半とみられる耳皿や、底部が回転糸切り未調整の内黒の上師器イ、土師器獲などが出上しており、これ

らの遺物は8i野己後半から9世紀末に位置付けらオ%。 さらに第研裁勒臓 らヽは内黒の上師器杯や甕、須落器杯、

イ蓋、甕等が出上しているがいずれも小破片である。遺物の時期は、概ね81野己後半と推定さオ1る。(遺物の年代

については、長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線 埋蔵文化財発掘調査報告謀 ―松本市内その1

総論編』199眸、『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書28-更埴市内その7更埴条里遺跡・屋代遺跡

群―総論編レ00C府参つ

出土した遺構や遺物から第3号溝跡と第5号溝跡を有する道路状遺構は、主に8t野己後半に使用されたと考えら

れる。その後9世紀代、さらイび科子門と平貞盛が国分寺周辺で鞠ハ、国分寺伽砧 兵火に力謗 りヽ焼失したと伝承さ

オ咳310世紀前半頃(『将門調 では承平8年 (938と∋に合戦と「番動までは存競とていた可令旨陛が高いと考えられ

る。

この道路状遺構については、平成11年度に調査地区の南イ員1lChの地点に幅lmの調査トレンチが設定され、

発掘調査が実施されている。(上田市教育委員釘 市内遺跡 平成11年度市内遺跡発掘調査報告書』2000年 )

その結果、地表下65uェ 1の地点で、延長線上に側清が継 れ、合わせて25mについては道路状遺構が続くこと

が確認されている。

この道路状遺構の方位イ潮 働 らヽ西へ2度の方向であるが、南側にそのまま延長すると第87図に示したとおり

瓦窯跡観察施設の西側の傾斜地を通り、僧寺跡、尼寺跡の中間地点を経て、信濃国分寺跡南側に推定される東

山道に合流する可能性が考えらオ%。 東国の寺院跡では東京都国分寺市の武蔵国分寺跡で、東山道武蔵路が僧

寺跡、尼寺跡の中間を南北一直線に通り、約4町四方の僧寺域と約1町半四方の尼寺域を画している事例が明ら

かにされている。(有吉重蔵「武蔵国分寺」『考古学ジヤーナル318号』199ば手)また官衛跡では栃木県那須町の

那須郡衛跡で、道路遺構が西ブロック(正倉院)と中央ブロックの中間を通り、官街施設の間を通り抜けていること

が知られている。(板橋正幸「下野国那須郡衡発見の道路遺構イ古代交通研究 8』古代交通研究会 1998年 )

この国分遺跡群で出土した道路状遺構は、前記のとおり8t縣己後半には約6mの幅員があり、9t野己代には約9

mに拡幅されたと考えられる。この拡腫の理由の一つとしては、9t野己代の信濃国分寺の興隆・発展が考えらオ勇。
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上総国分寺跡(千葉県市原市)、 下総国分寺跡(千葉県祠 Hれ 、武蔵国分寺跡などの発掘調査事例と同様に、信

濃国分寺跡でも周辺の附属施設の整備や拡充が9世紀代に引き続き行われていたことが、近年の発掘調査から

次第に判明しつつある。発展しつつある信濃国分寺へ通眺 道路が、駅路の東山道の影響を受けて拡幅された可

台旨l■_lま高いと考えられる。

第 4節 国分遺跡群出上の掘立柱建物跡について

本遺跡からは、南北方向の道路状遺構とほイ期 を揃える掘立柱建物跡が7棟検出され、道路状遺構と同時期の

可能隆が高いと考えられた。建物跡は1問 Xl間、1間 X2間、2間 ×2間 (2al、 2間 X3問 (2al、 2間 ×4問 (庇

付)の建物であった。これらの第>謗 らヽ第7号の掘立柱建物跡群は、さらに建物方位や重複関係から舛 に分類

することが可能である。一つは第1号、6号、7号の I群、もナーつは2号、3号、4号、5号のⅡ群である。出土遺物

は僅少で、時期を明確にすることは困難であるが、第1号掘立柱建物跡の柱穴の覆土から、81野己中葉とみられる

底部ヘラ切り未調整の須恵器郭が出上しており、道路状遺構の存続時期と重なる建物群と考えら湧 。出土遺物

の検討からI群がⅡ群に先行して建てられたと考えられる。これらの道路状遺構に沿つた建物群の性格について

は出圭遺物が僅少で判断は難しいが、船 点では信濃国分寺に関係する附属施設の建物群の可能聰 ミ考えら

才蕗 。

第 5節 第7号溝跡の性格と出土遺物

この遺構は、Ⅲ区の調査区内で検出された東西の長さ42.続、幅8,Om～ 6.2m、 最深部0。 9mを狽嗜大規

模な溝跡である。清の西側は調査区外に出ており、東側はそこで途切れている。西側畝 南西方向にカーブし

ており、全体に弓形の浅い弧を描いている。清の断面の形状は東側は皿状、西側は段彦有するV字状に近い形

態をしている。清の底吉限こは21鏡鼎こ人頭大か、それよリー回リラ緯きヤ潮驚が、UTRllは約3.6m、 東側は約3.Omの

長さにわたってづ いこ並んでおり、人工的に酉盛れたものと考えられた。また清の北側に沿つて柵列とみられる柱

穴が10箇所ほど検出されている。この清の底面の標高は東側が高く西側が低いため、東側から西側へ流水があ

つたとみら湧 。溝の壁面は全体に堅く締まり、人工的に掘削された溝 (堀)と考えられた。清の性格としては、信濃

国分寺の敷地と考えられる南側の地顔港区画するためのもの鞠 噂れた。

覆土中からは多量の蝸 須恵器、黒色土器、力聯朧 、白弦 瓦類、金属塊、獣滑等が出土した(土器の実

測図は第33図から48図の1～ 343に掲載)。 出上した遺物のうち、内外面を黒色処理した高台を付した耳皿(19

1)イま、形状から9裡蛛己後半に位部 けら携 。土部際 、家義曇器彰)大半イま、9迎訴砂bヽら10翌略己陣 、瑚 醐

力ち中期の資料が多数を占めている。

灰釉陶器は、耳皿 (262・ 263)が光ケ丘1号窯式、輪花椀(259)と輪花皿(261)が大原2→諜窯5ミ 底部回転添

切りで潤す掛けの椀 (243)と段皿(247)が虎渓山Ⅲ架割弛推定される。その多くが岐阜県多治見市周辺の東濃

窯産の、光ケ丘1号窯式から虎渓山1号窯式の用 郎端セ考えられる資料で、9世紀後半からI世紀代に位置付

けられる。灰釉陶器椀 (245)、 皿 (251)、 輪花椀(260)は愛知県の猿投窯産と考えられる資料である。短頸重な

ヤヽしイま長頸瀬の底部(335・ 386)と胴部 (334)、 /JttM班帯L(339)と考えら脇 資料も猿投窯産の資料とみら脇 。

これらは黒笹90号窯式から折戸53号窯式に位置づけられ、9世紀後半から10世紀代の資料と考えら湧 。以上

の 7点が猿投窯産と考えられる主な資料で、TtLO大吉【分の資料は東濃窯産の資料である。ま治誡欄陶器につい

ては、愛知県の猿投窯産とみられ、咄 概ね同時期と考えら鳩 。白磁 (267～269)は、中国から輸應 れた資

料で、1lt野酌鋼働 らヽ12世紀代と考えられる。こうした出土遺物からこの第7→引漸卯ま、9世紀から10世紀港中心
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イこ12世紀代まで存続したと推測され、信濃国分寺の北限を画する人工的な醐 の可能ltが考えられる。

なお、灰釉陶器、緑釉陶器、自磁の分析については、長野県埋蔵文化財センター調査研究員の祠 |1隆之氏から

ご教示をいただいた。

第 89図  第 7号 溝 跡 実 測 図

第 6節 鍛冶関連資料について

I区の東部グリッド包含層からは、錫顆謗邁リミ3点出土して注目された。第82図の1はほぼ完形の鋳型で、長さ

16.3cm、 最大幅13.6cm、 厚感3.lc..上 である。内部の輪の鋳型部分は、高さ8.8cm、 最抹説言10,6cm、 太さ0.

6～0.8cmで、輪の下方は左右より巻き込んで中で反り、蕨手状をなし、その先端上に突起が窺える。柄 (穂袋)の

上端、輪の中央部は相輪風であり、高さ5.2cmである。相輪風の部分は九層に分かれ、上部から宝珠、竜車状の

球形の飾りが2個、その下吉Ⅲこは九輪状の飾りが4個、さら1こその下方に球形の飾りが3個あしらわれている。輪頂

部には宝瓶ないしは五輪塔とみられる高さ2.5clnの探鈍勤ミある。ま肺 左右4ヶ所に飾りの範 を付している。

下方の柄の長さは5,lcm、 幅は上部で1.Ocm、 下部で1.5cmである。同図の2の鋳型は残存長10,8cm、 残存

幅11.9cm、 厚さ3.lcmである。1と同様に輪の下方は左右より完簑象yンで中で反り、蕨手能 なし、その先端上

に内側に向いた突起がある。輪の中舛 日ま相輪風で高さ5。 2cmである。輪頂部には宝瀬ないしは五輪塔とみら

れる高さ2.5cIIlの突起がある。この1と 2の鋳型は紋様や形状からセットで使用されたと考えら汁lる。同図の3は残

存長7.8cHl、 残存幅7.9cm、 す雲箋.9cmである。輪の下方の一部と柄の部分の理 である。柄の長さは5,8cm、

幅は上部で1.Ocm、 下部で1.6clxlである。柄には4ヶ所節状の横線が認められる。

2と3は鋳墾の破片であるが、厚さや形状が異なり、同一固体ではない。3は未発見の他の鋳型とセットになると

考えらオ%。 いずれも火熱を受けて表面が粗く、付着物が認められ、搬 して使用済の遺物と考えられた。また

鋳型の成形方法は、粘土に木型を押し付けて型をとつたものと考えられた。1と2の輪は、括 (くく)りの無い「逆ヘー

ト型」を呈している。東京国立博物館法隆寺宝物室長の原田一敏先生から、この鋳型は形態 り8t野謗 らヽ11世紀

に所属するとのご勃斥をいただいた。。

この地区からは主に9t野謗 らゝ101野己の遺物が多数出土しており、平安時代前期に位置付けられる可台離切ゞ

高いと考えら湧 。なお、錫横の鋳型は千葉県花輪町谷津遺跡 (千葉市教育委員会『「谷津遺跡』198軍手)、 徳島

市名東町大浦遺跡から平安時代の資料が出上している。

またこの I区の包含層と第孵引伽 覆土からは輔の]可 口が5点出上している。さらt輔勢台滓が第孵謝靱械 らヽ

14点、銅膵 (製品の可能眺 ある)が 2J点出上している。こうした自物や錫杖の融 どから、この髄 には信濃国

分寺に関係した、法具を製作する工房が所在した可能陶 高ゞいと推測される。

小稿を纏めるに際しまして、文中の方々の他に、木下良(古代交通研究会会長)、 黒坂周平(長野県文化財保護

協会会長)、 五十嵐静雄 (上田市文イ限権 審議会委員)、 小池雅夫 (上田市誌編さん委員長)、 桜井松夫(上田市

誌編さん副委員長)、 石川好― (上田離 ん委員)、 川上元(上田離 ん室長)の各先生方には、現地等で

ご指導、ご教示をいただきました。記してお礼申し上げます。
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SK 03(南 から )
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